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「……って。千くん？」

「う、んー……」

「起きてってば、千くぅん！　もうっ。学校、遅ち刻こくしちゃうわよ？」

「──へ？　うあっ……ね、姉ちゃん!?」

　体を強く揺ゆさぶられて、ようやく久く保ぼ田た千せん太た郎ろうは目を覚ました。

　そこはいつもの、自室がわりの離はなれの中だ。ロフトベッドで寝ねていた自分のすぐ鼻先に、梯子はしごに軽く手をかけて覗のぞき込んできた、姉である久保田万ま衣いの顔があった。

　愛用の眼鏡めがねをかけていなくても、わかるほどの距きよ離りである。確かに姉だ。ぼんやりとした視界ではあるが、朝の定番となったエプロンスタイルを見み間ま違ちがえるはずもない。

　寝ね間ま着き代わりのジャージの袖そでで瞼まぶたをごしごしこすりながら、千太郎は枕まくら元もとをまさぐった。すぐに眼鏡を掴つかんで装着する。そうして朝の光の中、姉の顔を改めてはっきりと捉とらえて──しかし。

「！　う、おっ!?」

　起き上がろうとした千太郎だったが、すぐに慌あわてて布団を戻もどした。ロフトベッドの奥の方を姉から見えないようにする。そのあからさまな態度に、さすがに姉も違い和わ感かんを覚えたようだ。んー？　と軽く小首を傾かしげた。

「どうしたの、千くん？　なにか隠かくしたの？」

「あ……あーその、いやー」

　ダメだ。千太郎は脂あぶら汗あせを滲にじませる。そもそも自分は、嘘がつけない性格なのだ。

（いや。僕は嘘が大だい嫌きらいで……って、それだけじゃなくて！）

　他人に自分の嘘を信じ込ませる、特とく殊しゆな力──《真実の虚きよ構こう》。それを持つ千太郎は、迂う闊かつに嘘をついてはいけない。

　しかし、あまりにも窮きゆう地ちだった。この六畳じようほどの離れは普ふ段だん、姉といえども決して立ち入ることのない千太郎の聖域だ──。むしろ単に、千太郎が散らかしたマンガの山で埋うもれていて、足の踏ふみ場ばもないからだろうが。

　けれども、そんな中で唯ゆい一いつの例外がいたのだ。

「うー～～～、なにー……？」

　千太郎が覆おおい被かぶせた布団の中で、もぞり、と動いた頭があった。寝ね癖ぐせで跳はねたその髪かみは、見事なまでの金色だ。必死に隠そうとする千太郎の意志などお構いなしに、そこで寝ていた一人の人物が顔を上げる。

　千太郎が他人に嘘を刷り込んでもわかるように、と嘘が見える《神眼》の力を与あたえた「少女」だ。青い瞳ひとみがけだるそうに、千太郎と万衣とを見やった。

（わ、わあっ！　この、馬ば鹿かあ───！）

　姉に見られた!?　千太郎は真っ青になる。

　狭せまいロフトベッドの中で、年とし頃ごろの若い男女が二人きり──。

　ただなし崩くずし的に、こんな日常を過ごすはめになったのだが。いかんせん事情を知らない相手には、言い訳の仕様もないシチュエーションである。千太郎のマンガ脳を持ってしても、どう考えてもバッドエンディングしか思いつかなかった。

　けれども。もともとこの金きん髪ぱつの少女パスティス自体──「普ふ通つう」の存在ではなくて。

　千太郎を真ま似ねて着た、彼女の色いろ違ちがいのジャージの胸元。はだけられたそこからぽろりと落ちたのは、一枚の光ひかり輝かがやくカードだった。「輪っか」のイラストが描かれたそれは、「天使カード」と呼ばれるものだ。天使であるパスティスの、理力を封ふうじた代物である。その「輪っか」の力が解放されている間は、なんとこの少女は、千太郎以外には見えないのだ。

　もちろん、声も聞こえなくて──。ちょっと背せ伸のびした姉が、ロフトベッドを確認して、「はあ」と小さく溜ため息いきを漏もらす。姉に見えたのはどうやら、パスティスがベッドに持ち込んだ何冊かのマンガ本のみらしい。

「ベッドでマンガを読んでたの？　そんなことしてるから、夜よ更ふかしして寝ね坊ぼうするのよう」

「えっ。あ……夜更かしはまあ、否定できないけど……う、うん」

「いいから千くん！　さっさと朝ご飯食べて出ないと、間に合わないわよ？　あ。もちろん朝ご飯を食べないなんて選せん択たくは、ナシだからね？　朝食を抜ぬくのは体に悪いんだから！」

「って──う、うわああ!?　こ、こんな時間んん!?」

　やばい！　枕元に、眼鏡と一いつ緒しよに置いていた携けい帯たい電でん話わを取り出して、千太郎は今の時刻を確認する。すでに、八時前である。家から学校まで、およそ十五分の距離だ。そしてホームルームは、八時半から始まるので──。

「やっばい!!」

　飛び起きて布団をはね除け、千太郎はロフトベッドから降りた。あたふたしながらジャージを脱ぬいで、ロフトベッドの下に吊つるしてあった、銀ぎん城じよう高校の制服に手をかける。

「って、姉ちゃん！　着き替がえるから出て行って！」

「あら。はいはい」

　姉の万衣は邪じや険けんにされて、「まったくう」といった顔で離れの外へと出て行った。扉とびらがしっかり閉じられる。

　着替えをしながら千太郎から漏れ出たのは、ふう、という安あん堵どの溜息だった。

「た、助かったあああ～～……！」

「ふえ？　なにがあ？」

　と、そもそもの元げん凶きようであるパスティスが、ロフトベッドの上からかわりに顔を出す。

「ぎゃー！　ば、ば、馬鹿！　僕がまだ着替えてるだろっ、こっち見んなあ！」

「むー、なによお。見たからってそんなの、減るものじゃないでしょ？」

「……い、いっつも思うけど！　いい加減さあ、こっちの貞てい操そう観念とか覚えろよなっ！」

　このニブチン天使！　と叫さけぶのも惜おしんで、赤くなった千太郎はズボンを穿はく。本当にこの、千太郎の《真実の虚構》の力を監かん視しするためにやってきた天使の少女は、羞しゆう恥ち心しんというものがなかった。

（というか、寝ね床どこだって「アタシは気にしないけど？」なんて言って、ロフトベッドを占せん領りようするし！　お、おかげで毎日寝ね不ぶ足そくだってのー!!）

　そんな状じよう況きよう下かでも眠ねむれるように、千太郎がわざと遅おそくまで起きて、ぶっ倒たおれるように寝ているのだ。それが最近の習慣である。とりわけ昨日までは、ゴールデンウィークの連休中だった。だからこうしてうっかり寝過ごしても、特に問題はなかったのだが。

　と、まだ惰だ眠みんをむさぼるパスティスが、ロフトベッドであくびをした。その大口が視界に入り、千太郎は軽く苛いら立だつ。

「ふわあ～。うーん、もにゃもにゃ……」

「くっ。こ、このネボスケ天使めええ～！」

「なによう、いいじゃない。センタローはだって、これからご飯でしょう？　アタシ、一緒に食べられないんだもん！」

　つん、とパスティスがそっぽを向いた。

「せっかくの食しよく欲よくが満たされないんだから、人間の三大欲よつ求きゆうのひとつである、睡すい眠みん欲よくを堪たん能のうしててもいいでしょ。ふんだ！」

「いや。だって……」

　お前、天使だろ？　食べなくても死なないんだから！　とツッコミそうになったものの、ベルトを締しめる方が優先だった。

　そうして改めて携帯電話の時刻を見て、千太郎は息を呑のむ。

「んぐっ！　も、もう八時過ぎだあ！　……って、おかしいなあー？　昨夜は間ま違ちがいなく、目覚まし代わりにケータイのアラーム、ちゃんとセットしておいたはずなのに!?」

「ああ、もしかして。あの、ピーピー鳴るヤツ？」

　と、そのとき。千太郎の叫びに、思いもよらずパスティスが答えた。

　こんな状じよう況きようにもかかわらず、「は？」と千太郎はまじまじと彼女を見つめた。

「あれなら、ほら。やかましくてゆっくり眠れないでしょ？　アタシが鳴った瞬しゆん間かんに、素早く切っておいたわよ。ケータイってゆーの？　アタシも人間の機械ってヤツに、ちょっとは詳くわしくなったんだから！　ふふん！」

「おま、おまっ……！」

「感謝してよね、センタロー！　ははん」

「するかあ───!!　お前のせいかよ、このピンボケ天使！　い、いらないことばっかり習得しやがってええええ!!」

「な、なによ？　……って、ぴんぼけ？　んーっと」

「ええい、いちいちチェックするのはいいから！　なんで目覚ましかけてたのか、この恰好見てわかんないかよ!?」

　懐ふところから白い「天使手帳」を取り出したパスティスは、そこに載のっている人間界の情報を調べ出す。それを遮さえぎり、千太郎はむきーっ、と髪を掻かきむしった。

「学校だよ、学校！　昨日で連休はお終しまい！　学校が始まるんだってば！」

「え？　なんで？」

　しかし。パスティスはきょとんとした表情で、目を瞬しばたたかせた。

「だって……何日か前に、『やっとガッコ終わったあー！』とか言ってなかった？　もう行かなくていいんじゃあ？」

「なんでだよ！　あれはただ……連休に入るから、しばらく学校は休みってだけで！」

「えええー！　じゃあなに？　キミがガッコに行くってことは──監視役のアタシも、付き合わなくちゃいけないってことじゃない！　な、なによそれー！」

「いや。しょうがないだろ、学校ってそういうもんなんだから……」

「天使手帳にはそこまで載ってないわよ！　もうっ!?」

「……知らないってば、そんなのは」

　必死に天使手帳をめくるパスティスに、千太郎は嘆たん息そくする。つくづく人間界の常識に疎うとい、役に立たない天使なのだ。

「というかさ。ゆ○きまさみ先生の近未来ロボットマンガ『機動警察パト○イバー』で、こんな言葉があったなあ。『使えんだけならともかく、足を引っ張るとは許せん』って──」

「！　あ、アタシ悪くないもんっ!!」

「って、いちいち呆あきれてる場合じゃなくって！　ああああ！　時間んー！」

　制服のネクタイを引っかけて、千太郎は薄うすい鞄かばんを手にして離はなれを飛び出す。遅ち刻こく目前だが、姉との約束は守らねばならない。真っ直ぐに、朝食が用意されている母屋おもやのアパート、『安あ楽ら満ま荘そう』の管理人室へと駆かけ込んだ。

「ちょっと！　あ、アタシも準備するからあー！　ふぎゃあうっ!?」

　パスティスがわめきながら、何やら悲鳴を押おし潰つぶした。ごろごろと梯子はしごから転げ落ちた音がする。だがそれも、「輪っか」のカードの効力で、千太郎以外には聞こえないものだ。

　だからあえて千太郎も、聞こえなかったふりをした。

　　　　




「──い、いってきまーす！」

「あっ、千くん？　千くうん！　……もううっ！」

　姉の用意した朝食は、いつものようにちゃんとした和食だ。今日はタマネギと卵の味み噌そ汁しるに、塩しお鮭ざけという組み合わせだ。その味噌汁の中にご飯をぶち込み、塩鮭を三口ほどで咀そ嚼しやくして──千太郎はまとめて胃の中に収めた。すぐさま畳たたみから腰こしを上げて、「ごちそうさま」の一言さえ惜しんで管理人室を後にする。

　姉が名残なごり惜しそうにしたのは、いつもの姉弟きようだいのやり取りである、『姉クイズ』をやり損ねたからか。なんとなく何か言いたそうではあったものの、今の千太郎にいちいち聞いている時間はないのだ。

（姉ちゃん、ごめん！）

　心の中で詫わびだけ入れて、千太郎は学校に向かおうとする。──と、あまりに急ぎすぎてか、足元に積まれてあった段ボールの山に引っかかりそうになった。

「おっとっと!?　……あれ？」

　安楽満荘一階にある管理人室の、すぐ側。そこには二階部分に繋つながる外階段があり、その下に折りたたまれた段ボール箱が大量に、縛しばって捨て置かれてあった。運動神経のよくない千太郎だが、どうにか躓つまずかずには済む。ぎりぎりで回かい避ひして、アパート前の通学路へと飛び出した。どうやら昨日、誰だれかが引ひっ越こしてきたらしい。

　もっともマンガを描かくのに集中していた千太郎は、今の今まで気付かなかったが。

（連休明けのこんな時期に？　珍めずらしいなあ。うちなんかボロい木造だから、空き部屋だけはあったけどさ。……って、そんなこと考えてる場合じゃなくて！）

　本当に遅刻しそうだ！　携帯電話で残り時間を確認し、千太郎はいよいよ焦あせる。

　都立銀城高校は、あまり環かん境きようのいい学校ではない。教師は基本的に放任主義で、たとえば千太郎が授業中にマンガを描いていても、咎とがめられることはない。ただし「最低限」のことにはうるさかった。

　要するに出席率に関してだけは、成績に直結するのだ。そして当然、遅刻もである。

（なにしろ僕ときたら、勉強でカバーするのは不可能だからなあ……！）

　せめて遅刻だけはしないでおかないと、後々まずいことになるのだ。

　しかし日ひ頃ごろから運動不足の千太郎に、学校までの距きよ離りを全力疾しつ走そうする体力はなくて──。やがて息が上がり、自然と早足くらいのペースになる。

　学校へと繋がる道では、普ふ段だんなら登校する銀城高校の制服を着た生徒たちがいるのだが──さすがに遅刻寸前なせいか、まったく見かけられなかった。

　が、そこに一人だけ、ふらりと現れた制服姿の女子がいた。

　他の誰の目にも付かないよう、電信柱の陰かげから飛び出してきた少女だ。けれども千太郎だけには、直前まで「輪っか」と「翼つばさ」のカードを輝かがやかせ、晴れた空から真っ直ぐに舞まい降おりてきた様子がはっきり見えた。

　もっとも、いちいち驚おどろかないが。もういつものことなのである。パンツが見える角度からわざわざ降りてくるのだけは、どうにも慣れないのだけれど。

「遅ーい、センタロー！　アタシ、とっくに準備して待ってたのにい～！」

　スカートの裾すそをふわりとなびかせ、早足の千太郎の横に並んだのは、金きん髪ぱつの少女パスティスだった。通学路の途と中ちゆうで合流するのが、日課なのだ。

　しかし、そのパスティスのやることときたら、今日も今日とてまず千太郎に向かって顔を近づけた。キスさえできそうな距離に、「う！」とつい赤くなる千太郎だが、もちろんパスティスにその気はなくて、かわりに鼻をひくひくさせる。

「む、む、む？　今日は、タマゴね？　タマゴの匂においがするわ！」

「お前って、ほんっと……毎回、それしか言わない、のな……」

　息を整えながら、千太郎は顔をしかめた。「だってー」と天使少女が、唇くちびるを尖とがらせる。

「朝ご飯食べられるの、いっつもキミだけなんだもん！　味の感想くらい訊きいたっていいでしょー？　ほんとはアタシだって食べたいのにい～。だいたい天使といえば本来、人間に崇あがめられる存在であって、貢みつぎ物ものとして食事くらいは毎回出してくれたって──って、はあはあ……ち、ちょっと歩くペース速いってばあっ。アタシの話、ちゃんと聞いてる？」

「うるせえええええ！　いちいちそんな要求聞いてたら、こっちが破産するわ！」

　高校生の経済事情くらい勉強してから人間界に来い！　と千太郎は本気で思う。

「だいたいこっちは今、遅刻するかしないかの瀬せ戸と際ぎわだっての!!」

「え、なに？　遅おくれたらなんか、問題あるの？」

「あるよ！　だから急いでるんだって!!　わかれよっ！　って、お前もクラスメイトなんだから、遅刻したら大目玉だぞ？」

「ちょ……こ、この天使のアタシが、人間なんかに怒おこられるわけ？」

　冗じよう談だんじゃないわよ。と思ってか、パスティスがさすがに頬ほおを引きつらせた。必死になって千太郎についてくる。

「ううっ、理り不ふ尽じんだわ！　怒られてなんか、たまるもんですかっ。はあ、はあ」

「というかさ……だいたい、遅刻しないで済むような天使カードはないのかよ？」

　つい千太郎はパスティスに訊く。

「たとえば、『ド○えもん』の『ど○でもドア』みたく、一いつ瞬しゆんで学校に行ける力とかさあ」

「……な、ないわよ。そんなもの」

　パスティスが即そく座ざに否定した。しかし、その瞬間──。

　千太郎の眼鏡めがね越ごしの視界に、ある現象が飛び込んできた。パスティスの口から出た、【ないわよ】の言葉──それが赤い文字となり、実体化したのだ。千太郎はぎょっとする。

　それは千太郎の眼鏡に与あたえられた、『嘘うそ』が見える《神眼》の力のせいで。

「なっ！　あ、赤い文字って……フツーに嘘かよ、おい!?」

「え。あっ！　しまっ……！」

　千太郎の能力を知るパスティスが、早歩きでついてきながら、口元を押さえた。

　またか、と千太郎は少し呆れる。

「ほんとに！　お、お前って、天使なのに平気で嘘つくんだから！　あーもう！」

「な、なによー。しょうがないじゃないっ」

「ん？　あ、あれ？　てことは──『ど○でもドア』みたいな、行きたい場所へ瞬間移動できるカードとか、持ってるってことか？」

「そりゃ一応、あるにはあるけど……そ、そんなの簡単に行使できるわけないでしょう？　天使ポイントの消費もものすごいし、使うときには事前に許可申しん請せいが必要だったりするんだからあ！　む、無理、ぜったい無理だからねっ!?」

　ぶるぶるぶる、と天使の少女は首を横に振ふり続ける。その言葉にはさすがに嘘がないようだ。文字として、言葉が出てくることはなかった。

　だから。

「って、じゃあとにかく、自分で急ぐしかなくて！　ええいっ！」

　千太郎は再び駆け出すことにした。いちいちパスティスをアテにするのが悪いのだ。

　もちろん彼女もついてくる。けれども人間界に来て、初めて肉体を持った天使は、いまいち体力に自信がなくて。

「はあはあ、も、もーダメ！　ちょ、ちょっと待ちなさい……待ってってばあ！　この、ぽ、ポンスケえええ～～～っ」

　すぐにへばったパスティスが、掠かすれた声で千太郎を罵ば倒とうした。



    

  
    
      　ネーム１　まずは『主人公』を取り巻く、日常の１コマから






「えー、久く保ぼ田たあ。久保田、千せん太た郎ろうーっ。……久保田はいないのか？」

「──はい！　います、今来ました！　ぜえ、ぜえっ……せ、セーフですよね!?」

　二年Ａ組の教室に、二つあるうちの後ろの方のドアを開けて駆け込むと、息せき切って千太郎は応答した。

　まさに間かん一いつ髪ぱつである。教きよう壇だんに立つ担任の出で羽わ咲さく良らが出席簿ぼとペンを手に、ちょうど千太郎の名を呼んでいるところだった。二十代半ばの熱血空回り女教師は、千太郎を見るなり、びしっとペン先を突つきつけてくる。

「こら、久保田！　ギリギリ遅ち刻こくにしないけどなあ、連休明けだからって、たるんでるんじゃないぞ？」

「は、はーい」

「……返事は、はーい、じゃない！　はい、だ！」

「はいぃ！」

　ぴしっとスーツを着こなした咲良は、だらしないことにはとても厳しい。クラスメイトたちにくすくすと笑われながらも、千太郎はきちんと返事をし直した。

（しかし、ほんっと。間に合って良かったあああ）

　他の教師だとそうでもないのだが。こと出羽咲良に限っては、「授業中は正座」といった遅刻の罰ばつを与えてくるのだ。心の中でほっとする。千太郎はまだ経験はないものの、遅刻者が悶もだえ苦しんでいるのを見たことがあった。教室の、クッションのない椅い子すの上で正座をするのは、地味に堪こたえる拷ごう問もんなのだ。

（って、置いて来ちゃったけど。パスティスのヤツ、くらうかもなあ～。……天使に、長時間の正座なんて耐たえられるのか？）

　わずかな罪悪感を覚えながら、千太郎は天使少女のことを思い返す。そうして自分の席に向かおうと、教室の後ろ側から移動して──。

　しかし。「は？」と唖あ然ぜんとする。

「はーい、センタロー。ふふん！」

　こっちを向いて振り返かえる、最さい後こう尾びの席のひとつについた、パスティスがいるのだった。

「ちょっ、な……!?」

「悪いけど、先に行かせてもらってたわよーだ。べー」

「な、なんで？　だって僕より遅れてたはずで……はっ！」

　ぺろりと舌を出した金髪の少女を見て、千太郎はあることに思い至る。他のクラスメイトの目を気にして、側に寄って耳打ちした。

「お前、まさか。天使カードの力で、瞬しゆん間かん移動してきたのかよ？　くっそ、だったら最初っから僕にもだなあ～」

「違ちがうわよ。だから、強い理力のカードは簡単には使えないんだってば。そうじゃなくて」

　ほら。と彼女が制服の胸元からちらりと見せたのは、千太郎も見覚えのある「翼」の描えがかれたカードだった。

「あ。そ、そっちか？」

「飛んでくればよかったのよ。こっちだと、天使ポイントの消費も少ないし。ははん！　……でも、使ってよかったわあ。アタシもほんと、ぎりっぎりだったもん。とゆーかさ、だいたい『名前の順』っておかしくない？　どうして『あ』から始まるわけ？　こんなことならアタシ、天あま使つかパスティスなんて名前にしなきゃよかったわよ。あーあ」

「いや……知らないけどさ」

「でもキミ、カンバイコシノに感謝しておきなさいよ？」

「へ？　なんで？」

　唐とう突とつに言われたクラスメイトの名前に、千太郎はきょとんとする。前の方の席に座る、クラス一小こ柄がらな女子生徒に目が行った。

　つい先月に千太郎のいるマンガ部に入ってきた、寒かん梅ばい越こし乃のだ。彼女はこっちの様子が気になるのか、いつものようにおどおどした態度で、後ろに視線を向けていた。千太郎と偶ぐう然ぜん目が合うと、慌あわてて前に向き直る。千太郎はよくわからずに、首を捻ひねるばかりだ。

「？　どういうことだよ。寒梅さんが、どうかしたのか？」

「センタローのちょっと前が、あの娘こだったのよ」

「ああ……そういえば、寒梅さんは『か』だからね」

「で、さっき自分が名前を呼ばれたときに──なんだか、返事をぐずったの」

「え？」

「わかんないけどさ。でも、結果的に少しだけ、時じ間かん稼かせぎになったんじゃない？」

　おかげで間に合ったのよ。と暗にパスティスが告げた。

「それって……？」

　まさか、僕のために？　千太郎はそう勘かんぐる。

　相変わらず越乃はちらちらと、なぜかこっちに目をやっていた。だが。

（うーん。ま、そんなことないか）

　偶然だろう。千太郎はそれで片付けることにする。そもそもパスティスの言うことは、あまりアテにならないのだ。

「後ご藤とう田だ～。後藤田、影かげ虎とらー」

「……はいっす」

　そのとき咲良に名を呼ばれた、越乃の幼なじみの男子生徒が、窓際の席でどこか不ふ機き嫌げんそうに返事をしたが──千太郎はいちいち気付くことがなかった。

「って、久保田！　さっさと席に着く！」

「あっ。は、はい！」

　と、咲良に叱しかられ、千太郎はパスティスの側から離はなれた。慌てて自分の席に座る。抱かかえていた学生鞄かばんを、机の横に引っかけた。

　それから制服のポケットに入っていた携けい帯たい電でん話わを、鞄の中に仕し舞まおうとする。見つかっても取り上げられることはないが、一応教室での携帯電話の使用は禁止だからだ。

　──そのとき。千太郎はふと、あることに気が付いた。二つ折りになった携帯電話のサブディスプレイ。そこに、メールの受信を示すサインがちかちか瞬またたいていた。

（メール？　広告メールかなにかかな？　……あれっ？）

　好こう奇き心しんをそそられて、千太郎は一応、メールの差出人名のみチェックした。

　そこに出た名前は、千太郎のよく知っている相手。マンガ部の部長、一いちノの蔵くら翔しよう子こだった──。

　　　　




　そして、学校の昼休み。

「はあ……くっそ」

　混み合う学食から出て来て、弁当箱と水すい筒とうを抱える千太郎は、思わず小さな悪態を吐ついた。前を歩くのは、購こう買ばい部の売店で買った菓か子しパンの紙かみ袋ぶくろを抱だきしめた、上じよう機き嫌げんなパスティスである。

「はんはんはーん♪　ふふふ～ん♪」

　よくわからない鼻歌混じりで、足取りも軽い。そんな彼女を見る千太郎は、しかし泣きたい気持ちでいっぱいだった。

「ぼ、僕の……五百円……！」

　天使のパスティスはもちろん、現金を持っていない。いつも昼飯時は、姉の万衣がつくった千太郎のお弁当から、お情けでつまんでいく程度だ。が、今日は特別な事態になる。

『翔子です。クラブ申しん請せいの手続きがあるので、昼休みに部室まで集まって欲しい』

　──そんな連れん絡らくを、携帯電話のメールでもらってしまったのだ。

　三年生の一ノ蔵翔子からの呼びかけだった。千太郎の、数少ない電話帳登録相手である。

　つい半月ほど前までは、電話番号さえ交こう換かんしていなかったのだが──千太郎が、彼女にうっかり刷り込んでしまった『嘘うそ』を消し去ってから、自然と付き合いが深くなった。何かあるとこうして、メールを投げてくるようになったのだ。

　そして今回、『他の部員にも君から声をかけておいてくれ』との一文がそえられていた。

（まあそれくらいはいいけど……しかし、しかしだな！）

　仕方ないことなのだけれど、千太郎はちょっとだけ翔子を恨うらんだ。なぜかと言うと、必然的にこれは「お昼を部室で取りながら、話をしたい」ということで──。

　だから千太郎は、マンガ部に付き合わせることになったこの天使の少女に、みんなの前で何も食べさせないわけにはいかなくて。こうしてなけなしの小こ遣づかいから貴重な五百円玉をひとつ、パスティスに渡わたしたのである。

　パスティスと一いつ緒しよに生活を始めてから、時折こうして仕方なく、千太郎が金を出すことになる。何しろ天使は、お金を持っていないのだから。



    

  
    
      （でも……今回、お釣つりが出たら返せって言ったのに！　こいつ、きっちり五百円ぶん、使い切りやがってえええ～～！）

　パックジュースと大きめの菓子パン三つ。明らかに女子には多い量だけれど、ここぞとばかりに買い込まれた。さすがに文句のひとつも言いたいものの、千太郎はぐっと堪える。

　なぜなら、二人きりではないからだ。

「そーいやずっと別クラスだから、久保タローとお昼一緒するの初めてだっけ？　にはは」

　にぱっ。と明るく八重歯を見せて笑うのは、同じように翔子からメールをもらった、二年Ｃ組の八はつ海かい香か澄すみである。日に焼けた肌はだを持つ、健康的な茶ちや髪ぱつの少女だ。

　千太郎とは一年生の頃ころから、同じマンガ部の部員だった。彼女は、食堂か購買部派らしい。千太郎に声をかけられ、さっきまでパスティスと一緒にパンを選んでいたのである。

「……ああ、そうだったかな？」

　まあ学校で男女が一緒にお昼を食べるなんて、そうはないけど。などと千太郎は苦笑いする。しかし。

「ん？　でもマンガ合宿とかでは、一緒に食べなかった？」

「！　──思い出したぜ！　そーだよ、あたしあのとき、久保タローのお姉さんのつくった弁当見てたっけ！　うんうん！　すっかり忘れてた！」

「って、八海さん。僕の弁当のおかずと、そっちのサンドイッチ半分、交換したよな？」

　千太郎は続けて記き憶おくを呼び起こした。「あーはいはい」と香澄も頷うなずく。

「あたしもらったの、唐から揚あげだっけ？　あれ、冷めててもおいしかったなああ～」

「なに？　カラアゲ？　……そうよねっ、あれおいしいよね！」

　と、その会話に食いつくのは、振ふり返ったパスティスだった。青い瞳ひとみをきらきらさせる。

「おいしいのよねえ～、センタローのお弁当のカラアゲ！　やわらかくって、噛かむとふわっとおいしいお汁しるが出てきて……じゅるり」

「よ、涎よだれ出てるぞ、パスティス!?」

「だってしょうがないじゃない～！　味が思い出せるんだもん。えへへ」

　千太郎の指し摘てきも何のその。パスティスは恍こう惚こつの表情になる。

「ところでセンタロー。今日のお弁当の中身は、なんなの？」

「はあ？　……まあ弁当の中なんて、大たい抵てい昨日の夕飯の残りだから。だいたい予想は付くけど──いや、唐揚げはないと思うぞ？」

「えー。そろそろ入っててもいい頃ころ合あいだと思うんだけどなあ。むむむむ」

「僕の弁当の中身の、ローテーションまで気にするようになりやがったか。こいつめ！」

　校舎内を歩きながら苦く悩のうする天使の少女に、千太郎はさすがに呆あきれた。

　と、そんなやり取りを前に勘ぐるのは、香澄である。

「なー。思うんだけどさあ。やっぱり二人って、ほんとに付き合ってねえの？」

「は！　そんなわけないだろ。あり得ない」

「恋こい人びとってこと？　アタシたちが？　ないないない」

　千太郎とパスティスは、もちろんそろって否定した。当たり前だ。二人は単に、腐くされ縁えんの関係だけなのだ。

　ふうん、と事情を知らない香澄が、いまいち納得のいかない顔をする。

「ま、いいや。──ところで久保タロー、後でおかずの取とり換かえっこしようぜ。な、な？」

「うん？　まあいいけどさ」

「決まりっ！　にへへ。あ、コッシーも弁当なんだろ？　一緒におかず交換しようぜ～」

　そして香澄はもう一人、一番後ろについてきていた小柄な少女に声をかけた。びくん！　と大げさに反応するのは、勝手に「コッシー」なんてあだ名をつけられた寒梅越乃だ。

「は、はうううん!?　え、えーと、えーっと。あのっ」

　その越乃も、千太郎と同じく弁当派だ。が、わざわざこうして購買部までの買い出しに、付き合ってくれたのである。

　もっとも存在感の薄うすい彼女は、さっきから一言もしゃべろうとはしないのだけれど。パスティスと同時期にマンガ部に入ったため、まだうまく会話に交ざれないのだ。

　もしくは単に、控ひかえめな性格のせいか。けれども、それとは対極にいるような大おお雑ざつ把ぱな少女が香澄だった。「な？」と笑顔で越乃を誘さそう。だから。

「……は、はい……」

　最後には越乃も、こくこくこくと小さく顎あごを揺ゆらすのだった。

　ただし、彼女はほんのりと頬ほおを染める。

「でもあの、わたし、お弁当……自分でつくってるから。交換とか、その、恥はずかし……」

「え？　弁当、寒梅さんの手作りなの？　へえー！」

「マジで!?　コッシー、料理できんのお？　す、すげーじゃんっ!!」

　ぼそぼそと小声で呟つぶやかれた言葉を、千太郎と香澄はたまたま聞き逃のがさなかった。びっくりして、思わず二人で食いついてしまう。いっそう照れてしまうのは、越乃であった。

「あううーん！　あ、あの、そんなたいしたことじゃなくって……い、いつもじゃないし。それに自分の食べたいものを、ちょこちょこっと詰つめただけで、あうう」

　本当に恥ずかしいのだろう。小さな布ふ巾きんに包まれた弁当箱を手に、彼女は心底恐きよう縮しゆくする。

　──するとその横に回り込んで、瞳を煌きらめかせる者が一人。食くいしん坊ぼうのパスティスだ。

「で、で？　コシノ！　……カラアゲ、入ってる？」

「えっ？　う、うん。今日は、そのう。たまたま……」

「じゃあ交換！　アタシのこのおいしそうなパンと──こっちもあげたくはないんだけど、でも！　カラアゲ相手じゃしょうがない、交換だね！　ふふん！」

　有無を言わせぬ勢いで、パスティスの鼻息が荒あらくなる。思わず頭を抱えるのは千太郎だ。

（だ、『駄だ目めだこいつ……早くなんとかしないと……』！）

　大場つ○み原作、小○健作画による大ヒットサスペンスマンガ『ＤＥ○ＴＨ　ＮＯＴＥ』の主人公の台詞せりふが、つい頭をよぎる千太郎だった。



　そんなやり取りをしながら、やがて千太郎たちは校舎の二階に辿たどり着つく。と──。

「あ。翔子せんぱーい！　ういっす！」

　部室代わりの理科準備室。その前で、職員室から借りてきた鍵かぎを差し込んだ一人の先せん輩ぱい女子を見つけて、香澄が名を呼ぶ。

　ショートカットの髪かみを揺らして振り向むいたのは、黒いソックスが印象的な、三年生の一ノ蔵翔子だ。細い眉まゆをわずかに動かし、「ン」と彼女は反応する。

「ちょうどよかった。私も今来たところだ」

「そうなんですか？　あたしたち遅おそかったから、待たせてたって思ってましたけど」

　香澄が不思議そうな顔をする。それはそうだ、と千太郎も思った。なぜなら、自分たちは一度、四時間目が終わってから購買部まで向かったのだ。パスティスがパンを選ぶのにも時間がかかったし、翔子が部室で待ちぼうけをくらっていてもおかしくない。

　ちなみに翔子は、通学途と中ちゆうでお昼を買ってくるタイプらしい。小こ脇わきには学校の近所で評判の、パン屋の紙袋が挟はさまれていた。そして飲み物を校内の自じ動どう販はん売ばい機きで買うのが、翔子流だ。左手には、冷えた水すい滴てきをつけた苺いちご牛乳のパックが握にぎられている。

　ただし──千太郎は、扉とびらを開けて鍵をスカートのポケットに入れた翔子の右手に、藁わら半ばん紙しが一枚握られているのに気付く。と、彼女はそれをみんなに見せた。

「鍵を取りに職員室に行ったついでに、生徒会室の前から、申請用紙をもらってきたのだ」

「ああ、そう言えば。クラブ申請の話でしたよね、今日僕たちを集めたのは」

「ン。──申請の締しめ切きりは、明日あしたの金曜日だからな。ちょうどマンブのある日だが、それだと放課後ぎりぎりになって慌あわてることになる。それで、今日呼び出したのだが……天使クンと寒梅クンにも連絡を回してくれて、感謝する。久保田クン」

「え？　いや、別に。同じクラスですし、それくらいは」

　常にクールで、あまり表情を変化させない翔子だったが。ふいに千太郎に礼を告げたとき、ふわりとやさしい笑みを見せた。

　それはあの、千太郎の刷り込んだ『嘘』を消し去る前には、見たことのないものである。千太郎はつい、どきっとさせられる。

（……なんだ？　あれ以来、どうも──一ノ蔵先輩って、変わったような？）

　うーむ、とついつい考え込んでしまう。と、その思考が行き着く先は、あのとき頬にそっと触ふれた翔子の唇くちびるのぬくもりで──。

（い、いやいや！　あれは……単なるお礼だし。他意はないって、うん！）

　千太郎は一人、頭を振って記憶を振り払はらった。

　と、その脇わき腹ばらをごすごす小こ突づいてくるのは、拳こぶしを握ったパスティスである。

「ちょっと、センタロー！　なにぼーっとしてんの？　ほら早く入りなさいよね？　ご飯食べるんだからっ」

「い、痛え痛え!?　わかった、わかったって！　殴なぐるなよ？　目の色、変わりすぎだろお？」

「なによお、このポンスケ！　だって楽しみにしてたんだもーん！」

「ほんっと……食しよく欲よくの塊かたまりなんだから……！」

　まったく！　と思いながらも千太郎は、逃にげるように理科準備室へと入った。

　──部屋の中は、西向きの窓がひとつあるだけで、ひんやりとした空気を漂ただよわせていた。化学薬品などが押し込められた鍵付きの棚たながあり、据すえ付つけられたテーブルと折りたたみ式の机とが、中央に配置されている。そこに千太郎たちは各々、壁かべ際ぎわに立てかけられていたパイプ椅い子すを持って来て座る。

　折りたたみ式の机の一番奥に、部長の翔子が。その隣となりに何気なく香澄が座った。そして、まだ部に慣れていない越乃を「そっちそっち！」とパスティスが押しやる。

「えっ？　あの、あのあのあの……は、はい……」

　気弱な越乃が断れずに、香澄の横に腰こしを下ろした。なぜか少し残念そうな表情を見せる。

　しかしその意味より先に、千太郎はパスティスの意図したことに勘かん付づいた。

「はいっ、センタローはここ！」

「へ？　あー、はいはい」

　天使少女に誘ゆう導どうされて、千太郎はちょうど翔子の向かい側に座った。そしてパスティスは、そんな千太郎と越乃の間に堂々と陣じん取どる。それはちょうど、千太郎と越乃の弁当箱を狙ねらえる位置だ。それでいてパスティスが手を伸のばせば、正面には香澄がいる。完かん璧ぺきなポジショニングだった。

　千太郎はいちいちツッコミを入れるのも馬ば鹿からしくて、あえて指摘はしなかったが。そのパスティスは机の上で自分の紙かみ袋ぶくろを開けて、満足そうに菓か子しパンの匂においを嗅かいでいた。

「ん～～、おいしそううう！　ねえ、もう食べていいのよね？　よね？」

　千太郎は呆れるばかりだが、それを見て翔子がくす、と軽く笑った。

「ン、そうだな。とにかく食べながら話をしようか」

「ういっす！　いっただきまーす！」

　元気よく香澄が答えて、ばりばりと自分の紙袋を破いて開けた。それを合図に、千太郎も水すい筒とうにお茶を注いで、弁当箱の包みを開けた。

　今日は残念ながら、パスティス所望の唐から揚あげではない。焼きそばとピラフ、エビのチリソースといった中ちゆう華か風ふうの品しな揃ぞろえだ。

　と、パスティスはちらりと覗のぞき込んでくるものの、それよりも三つある自分の菓子パンにご執しゆう心しんのようだ。どれから食べようかと、腕うで組ぐみしてまで考え込む。

「うーん。このリンゴの入ったヤツは、甘そうな香かおりがするから、最後の締めにとっておくでしょ？　んで、こっちのタマゴ入りのは、ぜひ大切にしたいし！　でも一口目はやっぱりタマゴかも？　……ううん、それともこの味の濃こそうな、『コロッケパン』というヤツからいこうかしら？　あっ、そうだ！　コシノ、カラアゲとどれ交こう換かんする？　ねえねえ？」

「はうん!?　ええっと、えとえと……ど、どれでも」

　小さく手を合わせて弁当の蓋ふたを取った越乃は、いきなり迫せまられてあたふたする。

　ああもう、とうんざりするのは千太郎だ。

「パスティス。エビチリ一個やるから、ちょっと静かにしろよな」

「へ？　あ、くれるの？　これ？　わーい！　……むぐぐっ!?」

　千太郎が箸はしで差し出したエビを、遠えん慮りよなくパスティスが喰くらう。と、チリソースの辛からさが初めての天使は、その場で目を白黒させた。

　そんな騒さわぎを横目に、部長の翔子が先程の藁半紙を机に広げた。自分のベーコンレタスサンドをつまみながら、その『クラブ活動申しん請せい用紙』をみんなに見せる。

「で──集まってもらったのは、久保田クンや八海クンはわかっているとは思うが。この申請用紙にそれぞれ、名前を書いてもらいたいからなのだ」

「ああ、でしたよね」

　ちょうど一年前、自分が入部したときのことを思い出しながら、千太郎は頷うなずいた。

「あれ？　でもそんなの、先輩がみんなのぶん名前書いて、出しておけば済むんじゃあ？」

「名前とクラス名だけならな。しかし、申請用紙のこの欄らんだけは、そうもいくまい？」

　とんとん、と翔子の細い指先が、ある空欄を叩たたいた。そこにあったのは──。

「あっ。……そうか、部長以外の役職欄が!?」

「なるほど！　部長は翔子先せん輩ぱいだけど、副部長も会計も決まってないから！」

　千太郎に続いて理解したのは、パック牛乳の口を開けた香澄だった。ははあ、と彼女は納得する。

「そーですよねえ。前の副部長も会計も、抜ぬけちゃってますもんねえ～」

　香澄の言うとおり。このマンガ部は、少し前まで翔子一人を残して廃はい部ぶ寸前であった。

　そこに出で戻もどり組の千太郎や香澄が加わり、そして新たにパスティスと越乃が来たことで──どうにかクラブとしての最低人数の、五人が確保されたのだ。

「そうか。僕たちこの五人の中から、副部長と会計を選ばなくちゃ、クラブとして申請できないわけで……あ、いや。一ノ蔵先輩は部長だから、四人のうち二人、か」

　千太郎は香澄と互たがいに目を合わせる。次いで、パスティスと越乃を見た。

　と──越乃はともかく、パスティスときたら。「うん、おいひい～！」とコロッケパンの三分の一と引ひき替かえにした唐揚げを頬ほお張ばるのに、すっかり夢中な様子だった。

「って、おい！　ちゃんと話聞いてたか、パスティス!?」

「ふえ？　うん、聞いてるわよ。一応ー」

「……お前も一応、マンブの一員なんだからなっ？」

「だって。そのフクブチョーってのとカイケイっての？　アタシ、よくわかんないし」

　人間界にやってきた天使の少女は、もっともな感想を述べた。千太郎以外の他の少女たちは、それを「パスティスは外人だから」と思ったようだが。

「とゆーかさ、ご飯より大事なの？　それ」

「はあ？　いや……そんな問題かよ？」

　と、いきなり突とつ拍ぴよう子しもない話になり、千太郎は困こん惑わくする。

「比べる対象じゃないっての。それより今はマンガ部のことをだなあ」

「んー、けど、食べることって人間には、マンガより大切でしょ？　違ちがう？」

「おい。あのな」

　千太郎はつい、むっとする。ハートの中の『マンガ愛』に火が点ついた。

「──島本○彦先生のマンガ『燃○よペン』に、『熱血漫まん画が家か十訓』というのがある！」

「は？　な、なに？」

「そのうちのひとつに、こう書かれている。……『喰うのを忘れて描かけ』！　ってなあ!!」

「え……えええ？　そんなの、死んじゃうじゃない!?」

「だから、同じく十訓の中には『命がけで描け』！　とも書かれているのさ……！」

　さすがは島本○彦先生！　と、千太郎はうっとりする。どん引きなのはパスティスだ。彼女はつい、隣の越乃の助けを求める。

「ねえねえ。コシノは、知ってた？　ジックンっての？」

「はうん!?　……い、いえ……」

「……そういう情熱、実に久保田クンらしいな。ふふ」

　ふるふると首を横に振ふった越乃と違い、ふいに頬ほおをほころばせるのは翔子だった。なぜか、とてもやわらかな目で千太郎を見つめてくる。

　それから翔子は、この場にいた全員を見み渡わたした。

「さて。早々に、マンブの副部長と会計の二人を決めなければならないわけだが。──私としてはもう、副部長になって欲しい相手は決まっている」

　そう切り出してから、彼女は再び千太郎を真っ直ぐ見み据すえた。

「久保田クン、君だ」

「は!?　ぼ、僕が……副部長、ですかあ？」

　千太郎は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。自分では思いも寄らないことだったからだ。

　けれども、他の面々はそうでもなくて──。

「ういっす！　さんせーい！　この中で副部長決めるなら、そりゃあ久保タローしかいないっしょ！　にへへ！」

　拍はく手しゆをしたのは香澄だった。長い黒くろ髪かみを揺ゆらしてまで、こくこくと激しく首を縦に振るのは越乃だ。

「あのあのあの。わ、わたしも……久保田くんなら……」

「まあ、このブを立て直したのはキミなんだし？　いーんじゃない？」

　パスティスまでもがそんなことを言ってくる。「え、え？」と千太郎は狼狽うろたえるばかりだ。

「い、いや。僕が、マンブの副部長おお？」

「雑務はそう多くないから、基本的に私一人でこなせる。負担はかけない」

　駄だ目め押おしのように、翔子が告げた。

「どうだ、引き受けてはくれないか？　久保田クン」

「先せん輩ぱい……！　そりゃ、まあ」

　そこまで言われたら。と千太郎はほだされる。第一、成り行きで結果的にそうなったとはいえ──確かに傾かたむいたマンガ部を再生したのは、千太郎なのだ。

　だから。

「……あ○まきよひこ先生の『あ○まんが大王』の女性教師みたく。『そこのひょろメガネ！　あんた委員長顔だわ！』ってんじゃないなら、いいですよ」

「もちろんだとも」

　眼鏡めがねに軽く触れながら言った千太郎の前で、翔子がきっぱり断言する。

　千太郎の視界には、確かに『嘘うそ』の文字は見られなかった。

「誰だれよりもマンガを愛している君こそ、ふさわしいと思っている」

「えっ……」

　翔子の言葉で、再び千太郎に周囲から拍手が送られた。おそらく事情がよくわかっていないパスティスまでも、雰ふん囲い気きで手を叩いている。

　まったく、と思いながらも千太郎は照れるばかりだ。しかし。

「で、だ。──問題なのは、次なのだ」

　ひとしきり拍手が終わるのを待ってから、翔子がわずかに眉まゆをひそめた。

「残った三人のうちから、会計役を選ばなければならない。本来なら、八海クンに頼たのむところなのだが……」

「!?　あ、あたしですか？　あー、でもなー、あたし……アニ研の方もあるからなああ」

　話を振られた香澄が、難しそうな顔になった。彼女はアニメーション研究部との掛かけ持もちなのだ。

「アニ研のときも、あたしが役職持ちになるのはまずいだろうって、外されましたから。やっぱ、無理ですよね？」

「ン、普ふ通つうは外すものだと思う。となると当然、部に入ってくれたばかりの二人の、どちらかになるわけだが」

　翔子が越乃と、パスティスの二人を見やった。びくん！　となるのは気弱な越乃だ。「あのあのあの」と口ごもる。

　逆に「ふえ？」とこの期に及およんでも、まったく理解していないのは、きょとんとしたパスティスだった。

「その、残ったカイケイとかってのに……アタシとコシノのどっちかがってこと？　えー」

「わ、わたし……そういうのはぜんぜん、向いてない──」

　最後は聞こえないくらいの小声になって、越乃が断ろうとした。が、そのとき。

「先程久保田クンには、私が雑務を引き受けると言ったが。役職につくことになれば最低限、クラブ連れん絡らく会かいなどには一いつ緒しよに顔を出してもらうことになる」

「！　一緒に……？　く、久保田くんと……？」

　翔子の言葉にぴくん、と越乃が反応した。前まえ髪がみの下で、つぶらな瞳ひとみを揺らめかせる。

「あの、あのう……わっ、わたし」

「それと会計には、監かん査さの役目がある。これは少し手間なのだが、私のつくる部の収支報告書に、問題がないか目を通してもらうことになるのだ。会計の具体的な仕事は以上なのだが……どちらかに頼めないだろうか？」

　何か言おうとした越乃だったけれど、続いて告げた翔子の説明に掻かき消けされる。

　──一方。千太郎はこの二択たくが、あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしくて。

「いや、一ノ蔵先輩。もうこれはね、とにかくパスティスだけはあり得ないですから」

　ないない、と半笑いで否定する。当たり前だ。だって──。

「監査って金かね勘かん定じようでしょう？　無理ですよ、そんなきっちりとしたことパスティスには」

「むっ。な、なによー」

　言われてパスティスが噛かみついてくる。

「お金の勘定くらい、できるわよ。アタシ！」

「え？　無茶言うなっての。だってお前、そんなの」

　天使なんだから。と喉のどまで出かかった言葉を、千太郎は飲み込んだ。さすがにみんなの前では口に出せない。しかしそのかわりに、ふと千太郎はあることを思い出した。それはつい先程の、購こう買ばい部での出来事だ。

「あれ。でも五百円を使い切る程度の計算能力はあるってことか？　だったら」

「そーよ、やってやろうじゃないのっ！　アタシが、カイケイってヤツを！　ふふんっ」

　どん！　とパスティスが胸を叩いた。まさに売り言葉に買い言葉だ。「おい!?」と千太郎が止める間もない。

「では、天使クン。ぜひとも頼む」

「あーよかったああ～。あっさり決まって！　これでゆっくりお昼ご飯食べられるぜー」

　にこやかに翔子と香澄が受け入れた。そうなるとさすがに、千太郎も反対できなくて。

「……。まあ、パスティスがそれでいいなら、僕もいいけどさ」

「ふっふーんだ！　まっかせておきなさいっての!!　ははん！」

　パスティスがやけに張り切って、自じ慢まんげに鼻を鳴らす。もっとも何も考えていないのは、直後にとっておきの『リンゴ入りタルトパン』を齧って、「甘ぁあい！」ととろけた顔になったことで読み取れたが。やれやれ、と千太郎はこっそり嘆たん息そくする。

　けれども──そのパスティスの横で。

「あの、あの……はううん」

　思い切って手を挙げようとしていた越乃が、しゅんとなって諦あきらめたのには、誰も気が付かなかった。

　　　　




　──ところが、その放課後。

『三年生一ノ蔵翔子。二年生久保田千太郎、同じく二年生天使パスティス──以上の三名は、至急、生徒会室まで来てください。繰くり返かえします……』

　六時間目が終わり、締しめである最後のホームルームも終わった頃ころ。掃そう除じ当番から外れた千太郎がパスティスと共に、「さあ帰ろう！」と席から腰こしを上げたときだった。突とつ然ぜん、ぴんぽんぱーん、という音と共にそんな放送が流れた。

　さすがに千太郎はぎょっとする。

「へ？　な、なんで？　これから家に帰って、がっつりマンガを描く予定だったのに！」

「えええ？　あたしまでえっ？　ど、どーゆーこと？」

　もちろん一緒に名前を呼ばれたパスティスも、びっくりだ。後ろの席から鞄かばんを抱だいて、慌あわてて千太郎に訊ききに来る。

「いや、知らないけどさ」

　千太郎は即そく答とうする。そのとおりだ。呼び出しを受ける心当たりなんてない。

　けれども、ひとつだけわかるのは──。

「一ノ蔵先輩も呼ばれてた。……これって、お昼に決まったマンガ部の三役じゃないか？　それに、生徒会室に来いってことは」

「なになに？」

「たぶん、提出した申しん請せい書しよについての件じゃないかな？　正確にはよくわかんないけど」

「って、アタシも行かなくちゃならないの？　それえっ！」

「当たり前だろ。だってお前、自分で引き受けたじゃないか、会計役！」

「うあ。それは……そーだけど」

　ぐぬぬ、とパスティスが押おし黙だまった。

　と、そんな彼女の後ろから、ちらちらとこっちの様子を窺うかがっていたのは寒梅越乃だ。

「あ、あの。久保田、くん……？」

「ん？　なに、寒梅さん？　──あー、大だい丈じよう夫ぶ。たぶんマンガ部のことだろうけど、呼び出し受けたのは役職の僕らだけだから」

「わ、わたしも……役職だったら、一緒に行けたのに……」

　本日は掃除当番の越乃が、用具入れから持って来た箒ほうきをきゅっと握にぎりしめて言う。

　なんで？　と千太郎は首を傾かしげるばかりだ。

「いや、こういうの面めん倒どうくさいだけだよ？」

「あのあのあの。そ、それはそう、だけど……でも、でもでも。あううん」

「？」

「そ、そのう。だって……。わ、わたし、久保田くんとなら──」

「おい、越乃！　てめー、さぼってんじゃねーぞっ！」

　と、そのとき。か細い越乃の声を掻き消して、同じ掃除当番の少年が怒ど鳴なる。越乃とは幼なじみの、赤く染めた髪かみを逆立てた、見るからにガラの悪い後藤田影虎である。怒おこられて越乃が、びくん、と小動物のように首をすくめた。

「は、はうう～ん！　と、トラくん……いつもは、お掃除さぼってる方なのに？」

「うるせえ。俺はいつだって真ま面じ目めにやってるっつーの！」

　根っからのいじめっ子である影虎が、いじめられっ子気き質しつの越乃に噛みつく。その瞬しゆん間かん、千太郎の眼鏡めがね越ごしの視界には、【いつだって真面目にやってる】の文字が見えた。

　その色はもちろん、赤である。

「うわ。ま、真っ赤な嘘じゃないか……！」

「あーん？　んだよ、久保田あ！」

「おっと。とにかく生徒会室まで顔を出してくるよ。寒梅さんは掃除、がんばってね？」

　ぎろりと睨にらんできた影虎から逃にげるように、千太郎は越乃に告げて、パスティスの肩かたを叩たたいた。絡からまれる前に逃げるのがベストなのだ。学生鞄を脇わきに挟はさんで、すぐに教室を出る。

「あーもうっ！　ほんっと人間って、しがらみが多いんだからあ！」

　もちろん千太郎の側を離はなれられないパスティスも、不満げながらもついてくるのだった。



    

  
    
      　ネーム２　『新キャラ』の登場はいつも派手に！






「うー。なんでこうなるかなあ、あーあ」

「あ、あのなあ。別にいいだろ、これくらい？」

　一緒に生徒会室へと向かう道中、ずっと不満げなパスティスに、さすがに千せん太た郎ろうもうんざりする。

「だいたいお前、用事だって特にないんだからさあ」

「あるわよ!?　決めつけないでよっ！」

「へ？　な、なにがあるってんだ？」

「ふふん！　昨夜読んでた『美味し○ぼ』の続きを、また読むんだもーん！」

「お前……マンガでも、食い気ばっかりかよ!?」

　雁○哲原作、花咲ア○ラ作画による有名グルメマンガの名前を耳にし、千太郎は絶句しかける。

「というか、そうか。ベッドに持ち込んでたのは『美味し○ぼ』だったのか……！」

「そーよ？　あれ、何冊もあってけっこう大変なんだから！　ははん」

「……。で、昨日はどこまで読んだんだよ？」

「んーと。ほら、なんかカバーの色が金色に統一されたところまでよ！」

「金色……統一……あ、あー」

「あれ、表紙に料理の写真が載のってて、おいしそうなのよねえ～。ふっ、一気に読破してみせるわ！　ふふんっ！」

「心配しなくても、どうせ一日や二日では読み切れないっての……」

　千太郎はうんざりする。ちなみに離れの本ほん棚だなに揃そろえてある『美味し○ぼ』は、ゆうに百巻を超こえている。うち、金色のカバーで統一されていないぶんは、最初の方に出た巻くらいなのだ。

　もっともそれも連れん載さいが二十数年続くうちに、全て金色に変えられたのだが。

「しかしお前ってほんっと、食い物のこと考えてるかマンガ読んでるかだよなー」

「なによう。いいでしょ、別にい～」

「いや……だってさ。僕がうっかり刷り込んだ嘘うそで、運命を変えられた人をなんとかするんだ、って意気込んでたのに」

　校舎の廊ろう下かを歩きながら、通り過ぎる他の生徒たちに聞こえないよう、千太郎は小声で愚ぐ痴ちった。つい、じろりと非難めいた目を向けてしまう。

「最近じゃあすっかり、ぐーたら天使だし！　って、いつまでこっちにいるんだよ？」

「あ、アタシを役立たずみたいに言わないでよね？　最初に言ったでしょっ、キミが嘘で運命を変えてしまった相手を、ぜーんぶ修正するまでは帰れないんだってば!!」

「馬ば鹿か、声が大きいって!?　……で、その相手ってのはどこにいるんだよ？」

　一いちノの蔵くら翔しよう子こに刷り込んでしまった、千太郎の『嘘』──。それを解決して以来、どうにも次が出てこないのだ。「それは……」とパスティスが口ごもる。

「だって、緊きん急きゆうを要する相手は、今のところいないんだもん。よかったじゃない、それはそれで。平和が一番よ？」

「まあ、そうかもしれないけどさ……しかし、そっちの役目で忙いそがしくないんだから。マンガ部の呼び出しくらい、付き合えっての。僕だって我が慢まんしてるんだから」

「うっ。そ、それはそうだけどさあ」

「──五百円」

　ぽつり、と千太郎はパスティスの耳元で囁ささやいた。彼女はぎょっとした顔になる。

「な、なに？」

「だから、僕の五百円。今日、使っただろ？」

「そっ、それは、そうだけど──！」

「なけなしの五百円の恨うらみは重いぞ。せめて五百円ぶんくらいは働けっての」

「ううっ、ううう───!!」

　さすがに言い返すこともできず、パスティスがやり込められた。

　そうこうしているうちに千太郎たちは、二年生の教室がある校舎三階から、二階へと下りてきた。マンガ部の部室である理科準備室がある棟むねとは違ちがい、渡わたり廊下で繋つながった、職員室のある校舎の方だ。

　その一画に、「会議室」とだけプレートの掲かかげられた部屋があった。そこが、銀ぎん城じよう高校の生徒会室である。それを示すかのように扉とびらの脇には、机が左右に置かれていて、そこに配布用紙だの目安箱だのが載せられていた。ああ、と千太郎はその中に、クラブ活動申しん請せい用紙があるのを見つける。ここから翔子は取っていったのだろう。

　などと、思ったとき──。

「納得がいかない！　なぜだッ!?」

　薄うすい扉越ごしに、いきなりそんな大声が聞こえてきた。千太郎はパスティスと共に、思わず顔を見合わせた。なぜなら、聞き覚えのある声だったからだ。

「今のは……一ノ蔵先せん輩ぱい？」

「ショーコだよね？」

　千太郎の呟つぶやきに、パスティスが同意する。けれども信じられなかった。なぜなら翔子は、クールなのだ。こんなに声を荒あららげたのを、千太郎は知らない。

「し、失礼しますっ」

　とにかく千太郎はノックして、返事も待たずに扉を開けた。

　真っ先に視界に飛び込んできたのは、黒いソックスを履はいた少女──間ま違ちがいなく、部長の一ノ蔵翔子だった。と、彼女はやってきた千太郎たちに気付き、はっと振ふり向むく。

　珍めずらしく興奮した顔をしていた。が、千太郎とパスティスが来たことで、すぐに冷静さを取とり戻もどす。いつものクールな表情に戻った。

「久く保ぼ田たクン、天あま使つかクン……！」

「どうしたんですか、先輩？　なにが」

　なにがあったんですか？　と訊こうとしたとき。それより早く、口を開いた相手がいた。

「ああ。アナタたちが、マンガ部の副部長と会計ね？」

　そう話しかけてきたのは、翔子が詰つめ寄よった、部屋の奥に居座った人物。窓際に置かれた事務机に向かっていた、前まえ髪がみの短い少女である。

　千太郎はその少女の顔を知っていた。いや、大たい抵ていの生徒なら見知った相手だ。昨年からこの学校の生徒会長をやっている、現三年生の山やま田だ丹に色しきその人だった。

　しかしぱっと見では、とても目の前にいる翔子と同い年とは思えない。あの小こ柄がらな越こし乃のより、まだ小さいのだ。それをより強調しているのが、袖そでの余った制服だった。おそらく「どうせ高校生活三年間のうちに成長するだろうから」などという思惑おもわくで、入学時に少し大きめのサイズを買ったものの、そのまま三年目を迎むかえてしまったのだろう。

　だから生徒の中では、陰かげでこう呼ばれている。『ロリ会長』と──。けれどもその目つきだけは、鋭するどくて。丹色の短い指先が、苛いら立だちを示すかのように事務机の上を軽く叩く。

「いいわ。マンガ部の三役がそろったところで、もう一度説明してあげます。我が生徒会では残念ながら、マンガ部の申請書類を却きやつ下かするしかありません。おわかり？」

「は、はいいいい!?」

「ふええっ？　な、なになに？」

　千太郎どころかパスティスまでも、突とつ然ぜんの事態に目を丸くする。まったく意味がわからなかった。

「これは、あれよ。えーと、つまり……」

　と、丹色が続けようとする。が、うまく言葉が出てこないようだ。──すると。

「山田会長の言葉をまとめますと。まず、マンガ部は申請用紙に、存続可能人数である五人の名前を書いていますが。うち一人は、アニメーション研究部で既すでに受理しています」

　唐とう突とつに、丹色の横から声が上がった。それはこれまで一切口を挟まず、まるで何事も起きていないかのように、丹色の隣となりの席にいた三年生の男子生徒だ。肩かた幅はばの広い、立てば身長百九十センチ以上はある少年である。銀城高校で最も背が高いと噂うわさされる、いろんな意味で『生徒会の荷物運び』とあだ名の付いた、副会長の等々力とどろき早そう生せいだった。

　もっとも、威い圧あつ感かんはあまりない。それは常ににこにことした、穏おだやかな顔のつくりにあるのだろうか。黙もく々もくと目を通していたファイルから顔を上げ、彼は丹色に代かわって説明をする。

「つまり……マンガ部の部員数は、実質四・五人となるわけです。これでは部の存続を認めるというのは、少し難しいですよね？　ということです」

「──そう、それ!!　さすがはワタシの副会長だわ、早生くん！」

　びしっ！　と丹色が早生を指さし、小さな体で胸を張った。

　張るほど大きなふくらみでもないのだが。

「四人と、半分ってこと？　そ、そんな一方的な！」

　さすがにその言いように、千太郎も批判せずにはいられない。「ン」と同意するのは、もちろんマンガ部部長の翔子である。

「そうだ。だいたい掛かけ持もちの生徒を〇・五人で数えるなど、これまで聞いたことがない！」

「……他にも、存続を認められない理由はあってよ？　え、えーっと」

「最大の理由はこの時期に、一年生の部員が一人も入っていない、ということですね」

　詰まった丹色を、すかさず早生が助けた。うんうん、と丹色が大きく頷うなずく。

「そう、それ！　……全クラブの中で、そんなのはマンガ部だけなの。それじゃあ仕方がないでしょう？」

「！　そ、それは──！」

　翔子の顔色が暗くなった。千太郎はそのことに気付く。

（一年生が入らなかった、だなんて！　そんなの……一ノ蔵先輩が、自分のせいだって思い込んでることで！）

　だが廃はい部ぶ寸前にまでマンガ部を追い込んだのは、本当は翔子に刷り込んだ千太郎の『嘘』のせいだ。けれどもそのことを知っているのは、千太郎とパスティスだけで──。

　翔子は何も言い返せず、唇くちびるを噛かみ締しめる。さらに容よう赦しやなく、丹色がたたみかけた。

「別に、マンガ部の名前まで剥はく奪だつする気はないの。活動は好きにやっていてかまわないわ。ただ、えーとえーと」

「生徒会側の温情策として、活動予算に関しては最低限の保証はします。ただし、部室として使用している理科準備室は、明あけ渡してもらうことになります」

「そう、それそれ！　よくって？」

　またもや早生のアシストをもらいながら、丹色が千太郎たちに命じた。

　だが、もちろんこんな条件を、あっさりと承しよう諾だくできるはずもなくて。

「部室を明け渡すって……それじゃあ実質的に、廃部と変わらないじゃないですか!?」

「なぜだ？　もともとマンガ部は、部室がもらえなくて理科準備室をあてがわれている状じよう況きようだ！　それなのに、生徒会権限で奪うばってしまうのか？　実に、横暴で理り不ふ尽じんだっ！」

　状況がうまく飲み込めていないパスティスはともかく、千太郎と翔子は同時にわめいた。

　しかし。

「……ワタシだって、こんなこと言いたくもないのよッ!!　むきー!!」

　いきなりヒステリックに、生徒会長の丹色が叫さけぶ。その小さな手でばんばんと、事務机を叩たたいた。

「マンガ部だけじゃないのよ、もう！　この時期に部室の割り当てからやり直すだなんて、こっちも面めん倒どうなの！　やりたくないの！　あああ、ワタシなんか内申点が欲しいから、生徒会長やってるだけなのにー！　年間行事もほとんど終えて、あとは夏までにバトンタッチするだけなのにッ！　このクラブ申請だけ終わらせれば、なんにもないはずだったのにい！　なんで今日、いきなりこういう事態になるかな？　もー嫌いやッ!!」

「は？　な、なにが……」

　突然のことに、千太郎は翔子と目を瞬しばたたかせるしかない。さっぱり事情がわからなかった。そこに、こほんと落ち着いた咳せき払ばらいをしたのは、相変わらず動じない副会長の早生だ。

「ご説明しましょう。実は──本日、休み時間ごとに、ある報告がこちらまで上がってきまして。どうやら……このクラブ登録申しん請せい締しめ切きり直前になって、うちの格かく闘とう技ぎ系クラブで、統合という事態が起きたんですよ」

「？　統合う？」

　千太郎はオウム返しに訊きいてしまう。はい、と早生が肯こう定ていする。

「まずは二時間目と三時間目の間の休きゆう憩けい時間に、ボクシング部が。次の休憩時間には、柔じゆう道どう部が。お昼休みには一大勢力の空手部、それに拳けん法ぽう部とレスリング部が。そして四時間目と五時間目の間にはムエタイ部が、ひとつの新規クラブに統合されることとなり、部員たちの名前を書いて出してきたのです」

「ひとつの新規クラブって……ちょ、ちょっと待って！　格闘技系のクラブだって!?」

　よくよく話を飲み込んで、千太郎は驚おどろきを隠かくせなかった。なぜなら──それら名前の挙がった部は、銀城高校では「いわくつき」のクラブだからだ。

　──都立銀城高校は、あまり環かん境きようのいい学校ではない。求められる偏へん差さ値ちも低く、そのため必然的に、素行不良の生徒がかなりいる。その対策のひとつが、なんと『格闘技系の部に入れば、体育の成績は最低限保証する』というものだった。

　要するに、体育の授業をいくらさぼっても、落第点だけは避さけられるようにしたわけだ。

　そのため学内の不良たちは、こぞって何らかの格闘技系クラブに入っているわけだが。けれどもそれぞれの部は、ある種の派は閥ばつのようなもので、決して仲は良くなかったはずだ。

（それなのに、ひとつの新規クラブに統合、だって？　まさか！）

　信じられない。などと思ったのは、何も千太郎だけではなかったようで。

「あり得ないのよ！　こんなことッ！　なんなのよ、あの一年の転校生は!!」

　丹色が机の下で、短い足をばたばたさせながらいらついた。

「各クラブの部長を倒たおして、新規クラブにまとめていくなんて……前代未聞の不良だわ！　それも転校してきた初日に、だなんてッ！」

「はあ？　今、なんて……？」

　丹色から語られた内容に、千太郎は唖あ然ぜんとする。うまく理解することができなかった。あまりにも突とつ飛ぴだったからだ。しかしそれが『嘘うそ』でないことは、愛用の眼鏡めがねに《神眼》の力を宿した千太郎にはよくわかった。



    

  
    
      「会長の言うとおり。今回の事態を引き起こしたのは、たった一人の一年生です」

　と、副会長の早生が丁てい寧ねいに補足した。

「部室の割り当ては、部員数で決まりますから。部屋の明け渡わたしは、実はマンガ部だけではないです。圧あつ倒とう的てきな数を抱かかえたその新規クラブのために、部室棟とうにいたクラブは全部、出て行ってもらうことになりました。もちろんかわりの部屋をあてがわなければなりませんが……そのやりくりの結果、どうしても部としての条件を満たし切れていないマンガ部が、割を食う形になってしまったということです」

「……部室棟のクラブ、全部が移動するのか？　うちだけではなくて？」

　さすがにそう説明されては、翔子も返す言葉がない。

　そういうことか、と千太郎もようやく状況を把は握あくする。

（で、部室のやりくりの末に、マンガ部の部室明け渡しだけは確定していて。つまり全体のしわ寄せを、最弱クラブのマンガ部が負うことになったのか！）

　と、そのとき──。突然、ノックもせずに生徒会室へと駆かけ込んできた、一人の女子生徒がいた。

「会長会長ーっ！　大変です大変！　ま、またですウ!!」

　息せき切ってやってきたのは、三つ編みを振り乱みだした少女だった。と、彼女は千太郎と出くわして、「お？」とわずかに反応する。お互たがい、知った顔だった。

　彼女は二年Ｂ組の、生徒会書記の塙はなわ風吹ふぶきである。一年生の頃ころは、なんと千太郎とクラスメイトだった少女だ。もっとも、人付き合いの範はん囲いの狭せまい千太郎だ。彼女とはあまり話をした記き憶おくがない。

　それでも自ら生徒会に志願するくらいの、ボランティア精神の持ち主だということは知っている。そして人はいいものの、ちょっと「足りていない」娘こだということも。

「あれ？　え、ええとっ、ええと、ですネ？　はあ、はあっ……」

　部屋に千太郎や、パスティスに翔子といった普ふ段だん見ない顔ぶれがいたせいか。そちらに気を取られ、なんと言いたいことを忘れてしまう。こう、ともどかしく身み振ぶり手て振ぶりで伝えようとするが、さっぱりだ。副会長の早生さえ困こん惑わくする。どうやら会長の言いたいことは代弁できても、何の脈みやく絡らくもない風吹の方は無理のようだ。だから。

「落ち着きなさい風吹。大変なことが起きたって、なにかしら？」

　丹色が会長らしく、風吹に問うた。そのおかげで書記の少女は、ようやく思い出せたらしい。しかしやはり、言葉に詰つまって──。

「と、とにかく……外！　外見てくださいよウ!!」

　風吹が必死に、開け放した生徒会室の扉とびらの外を、指さすのだった。



　何が起きたのか？　言葉足らずの風吹に促うながされるままに、見に行った方が早い、とばかりに山田丹色が腰こしを上げた。そのまま生徒会室から外に出る。

　と、気になった千太郎たちもその後に続いた。みんなで廊ろう下かに出ることになる。

　すると──書記の少女が何を示したいのかは、すぐにわかった。

「ま、まさか……またなの!?　もお──ッ!!」

　廊下側の窓から外を見て、丹色が両手でこめかみをぐりぐり押さえた。窓から見下ろせるのは、体育館横につくられた、銀城高校の武道館である。そこにはカラー畳だたみが敷しかれていて、柔道部や剣けん道どう部などが共同で利用している。

　ところが今、その前ではなぜか生徒たちが集まっていた。いや、開け放たれた武道館の中を覗のぞこうと、大勢がわいわいと押し合っているのだ。そのほとんどが皆みな、手には学生鞄かばんを持っている。帰宅するつもりで校舎を出て、何かに惹ひかれてやってきたのだろう。

　しかし校舎二階にいる千太郎や翔子、パスティスたちには、武道館内の様子はまるでわからない。何だろう、と首を捻ひねるばかりだ。

　けれども、生徒会の面々は違ちがうようで。

「そうか……格闘技系のクラブと言えば、最後のひとつが残っていましたね。剣道部です」

　背の低い丹色の後ろから、巨きよ体たいを乗り出して副会長の早生が言う。と、かっくんかっくん激しく頷くのは、報告に来た風吹だった。

「そうですウ！　今度は剣道部の主将と勝負だっ、てことになったみたいなんですよウ！」

「ではやはり、あの転校生──天あま野の君が？」

　早生が、ことを引き起こしている人物の名前を口にした。

　が、それよりも千太郎や翔子は、風吹のもたらした情報にびっくりする。

「はあ？　剣道部と勝負、だってえ？」

「……ど、どういうことなのだ？」

「全ての元げん凶きようは、今あそこにいるってことよ。おわかり？」

　憎にく々にくしげに呟つぶやくのは、丹色である。と、彼女は窓まど越ごしに武道館をびしっ、と指し示す。

「いいこと？　部室の件で交こう渉しようしたかったら、格闘技系のクラブをまとめ上げようとしてる、あそこにいる一年の天野阿あ雲くもってのとやってきなさい!!　うちの生徒会は、届けられた申しん請せい書しよを処理するだけで手一いつ杯ぱいなのッ！　あまつさえ剣道部も合がつ併ぺいになったら……ああああ、また割り当ての変へん更こうが必要じゃない!?　もうこれ以上、ややこしいことはうんざりなの！　よくって!?」

　千太郎たちが口を挟はさむ暇ひまもない。丹色は一気にまくし立てると、きびすを返して生徒会室へと戻もどっていった。ものすごい剣けん幕まくだ。

「あわわわ！　ど、どうするんですかア？　いいんですか、会長お!?」

　慌あわてて風吹が追いかけた。最後に早生も、できるだけ丹色の機き嫌げんを損ねないよう、大きな体を縮ませて続く。

　生徒会室のドアノブに手をかけた彼は、一度だけ振ふり返かえり、千太郎たちに言った。

「そういうことですので。後は、各クラブ間で話し合ってください」

　では、と小さく会え釈しやくして、早生が扉を閉めた。

「！　話し合い？　そ、そんなこと僕たちに言われたって……!?」

「……。格闘技系クラブと勝負している、一年生だと？　あまの、あくも……？」

　さすがに千太郎も翔子も、状況がきちんと把握できずにそのまま立ち尽つくす。

　と、そんな千太郎たち以上に、さっぱり理解できていないのはパスティスだった。「ねえねえ」と拳こぶしで、千太郎の脇わき腹ばらを小こ突づいてくる。

「い、痛えよ!?　なにっ？」

「あのさあ。結局、どういうことなの？」

「へ？　そんなの、僕たちだって訊きたいけど！　どうも話をまとめると──あそこで騒さわぎを起こしてる、あまの、とかいう一年生が原因で。一部のクラブがまとめてくっついちゃうことになって、そのあおりで、マンガ部の部室がなくなっちゃうみたいなんだよ！」

「え。じゃあその、アマノってののせいなわけ？　たった一人の？」

「生徒会が言うには、たぶん……」

「そんなの、いい迷めい惑わくじゃない!!」

　パスティスがむっとした顔になる。唇くちびるを軽く尖とがらせた。

「──で、なに？　どうしてここでぐずぐずしてるわけ？　センタローも、ショーコも！」

「えっ？　いや、でも」

「でも、じゃなーい!!　信じらんない！　こんなの一発、文句言ってやればいーのよっ！　ほら、行くわよセンタロー！」

　躊躇ためらいを見せた千太郎の前で、いきなりパスティスが走り出す。「おい!?」と咄とつ嗟さに止めようとした、千太郎の声も届かない。彼女はあっという間に、廊下の突つき当あたりにある非常階段の扉へと取り付いた。その扉を勢いよく開け放し、そのまま一階を目指して駆け下りていく。

「ばっ、馬ば鹿か！　パスティス──!?」

「無茶だ!?　久保田クン、私たちも！」

　翔子が促し、千太郎も即そく座ざに同意する。急いで二人はパスティスの後を追った。

　　　　




「うおお。頼たのむから、ち、ちょっと……通し、て!?」

　三角形の屋根が特とく徴ちよう的な、銀城高校の武道館。その正式な出入り口は、体育館内の更こう衣い室と繋つながる、通路側にある。しかしそこ以外の三方の壁かべが、大きく開放できる構造となっていた。そこが今開け放たれて、中を見ようと見物の生徒たちが押おし寄せているのだ。

　非常階段から金きん髪ぱつの少女が真っ直ぐに、そのうちのひとつに突っ込こんでいったのを見て、千太郎と翔子も集団の中に押し入る。が、掻かき分わけるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。パスティスの目立つ金色の頭さえ、千太郎はあっさりと見失う。それどころか「押すなよ！」「割り込むな！」といった罵ば声せいの中、翔子ともばらばらになる──。

「く、久保田クンっ……!!」

「先せん輩ぱい？　あああ、ええい！　と、とにかく！　僕は、パスティスを……ごめん！　悪いけど、前に行かせ……！　ぷはあっ!?」

　それでも千太郎は抱えた学生鞄を盾たてにして、どうにか最前列へと出るのだった。しかし。

「パスティス？　パスティスは──あれっ？」

　カラー畳の敷かれた武道館内は、土足では上がれない。上うわ履ばきの千太郎だが、必然的に観客と同じく、その手前で踏ふみ留まって辺りを見回す。押しかけている観客の中に、あの金髪の少女の姿は見られなかった。集団の中に入ったはいいものの、あの人間界の生活には不慣れな天使少女のことだ。もしかしたら、人混みに埋うもれているのかもしれない。

　そのかわりに千太郎の目に飛び込んできたのは、武道館内にて裸足はだしで佇たたずむ、真新しい制服を着た一人の男子生徒だった。

　すらりとした細身の、顔立ちの整った男子である。美少年と言ってもいい。思わずはっと目を惹かれたのだ。髪かみは、男にしては長い方で、後頭部でひとつに束ねられていた。が、ちゃらちゃらした雰ふん囲い気きはない。

（侍さむらい……？）

　千太郎は何となく、そんな感想を持った。それはこの、武道館という空間のせいだろうか？　いや、確かに「武士」のような落ち着いた精せい悍かんさが、その男子生徒にはあったのだ。

　彼はこんなところで何をしているのだろう。いや、取り巻く観客の目は、まさにこの男子生徒に向けられていて──。

　遅おくれて、千太郎は気付く。体育館に続く、武道館の出入り口付近を固める集団は、どうやら男子剣道部員らしい。袴はかまを穿いた者もいれば、竹刀しないを持った生徒もいる。ところが皆、美少年を憎々しげに見み据すえているのだ。

（？　そうか、これって……さっき生徒会で聞いた、「一年生の転校生が格かく闘とう技ぎ系のクラブと勝負してる」ってヤツで！）

　いわば道場破りならぬ、『クラブ破り』である。そしてその中心人物である一年生が、どうやらここにいる、あの美少年のようだった。

　もっとも美少年は、集まる視線さえ涼すずしげに受け流しているのだが。

「確か、あまのあくも、とかいったっけ……？」

「──はい、阿雲さま！」

　その千太郎の推測を裏付けるかのように、美少年に寄より添そう一人の少女が名を呼んだ。

　くるくると、髪を上品に巻いた女子生徒である。白いリボンが印象的な彼女は、美少年が脱ぬいだ制服の上着をいそいそと受け取ると、かいがいしく次はネクタイまで引き受けた。

　彼女は終始にこにこと、美少年──天野阿雲に話しかける。

「がんばってくださいましね。この剣道部で、うちの武ぶ闘とう派はクラブは完全に制圧ですわ！」

「……。これまでどおりにやるだけさ」

　シャツの両りよう袖そでをまくりながら、阿雲が言う。と、その拳どうしをがつんっ、と胸の前でぶつけた。その音は、騒がしい武道館内でもはっきりと聞こえるほどだ。感覚的に、千太郎はぞっとする。と、そのとき──。

「!?　あれっ、せ、先生い？」

　千太郎はパスティスではなく、別の見知った顔が側にいることに気付いた。ん？　と呼びかけられて千太郎の方を向いたのは、裸足で畳の上に立つ、女教師。二年Ａ組の担任、出で羽わ咲さく良らだった。

「久保田、お前まで見物に来たのか？　こういうのに興味があるとは思わなかったぞ」

「へ？　別に興味はないですけど……って、先生がなんでこんなとこにいるんですか!?」

「それは、だって。大人が立ち会っていないとまずいだろう？　主将どうしの、一対一の勝負なんて」

　千太郎の問いかけに、しかし渋しぶい顔で咲良が答えた。

「まあ、他の先生方から押しつけられただけだけどな……くそー。午前中からいろいろ、他のクラブでもあったらしいが……」

「って。一対一の、勝負う!?」

「ああ──。なんだ、知らずに来たのか久保田は。いやな、そこの美形の一年生が『自由格かく闘とうクラブ』ってのをつくる、とか言い出してな？　それで他の部を吸収合併するために、各クラブの頭と、タイマン勝負をやり始めたんだ。まったく、今日転校してきたばかりらしいけど、元気のいい生徒だよ。うんうん」

「じ、自由格闘クラブ、だって？　はああ？」

　千太郎はその名前に顔をしかめる。

「それ、なんか聞いたことあるぞ？　そうだ、島○和彦先生の学園マンガ『炎の転○生』であったような！　って確か、単なる喧けん嘩かをいいように言い換かえただけってヤツじゃあ!?」

「異種格闘技での勝負なんだと。となると、こっちに止める理由がないからなあ。クラブ活動の範はん囲いなら、口出しできないさ。あくまでスポーツってことだ」

「はあ。スポーツ、ですか？」

　そんなものなのか。喧嘩のひとつさえしたことがない千太郎には、理解しにくいことだった。殴なぐり合あいなんて、マンガの中での出来事くらいだ。

「あれ？　でも相手が剣けん道どう部ってことは──まさか？」

「……待ってたぜ、大将おお！」

「あんな野や郎ろう、ぶちのめしてくれよな!!」

　と、突とつ然ぜん剣道部員たちから声が上がった。彼らの中から現れたのは、剣けん道どう着ぎに着き替がえた一人の男子生徒だ。見るからに巨きよ漢かんで、その腕うでは丸太のごとく逞たくましい。

「待たせたな、一年坊ぼう主ずッ!!　へこましてやらあ!!」

　そして、巨漢の剣道部主将が吼ほえる。当然、その手に竹刀を持って──。

　対する天野阿雲の方は素手だ。そう、この異種格闘技対決は、完全武装の剣道部主将と丸まる裸はだかの阿雲との対決なのである。そればかりか、千太郎は目を瞠みはった。なぜなら剣道部主将は、両手に「二本」の竹刀を持っていたのだ。

「二刀流!?　ちょ、そんな！」

　反則だろう！　と思ったのは、千太郎だけではない。さすがに教師の咲良が顔色を失った。慌てて止めに入ろうとする。けれども、勝負が始まる方が早かった。

「行くぞッ！　ドリャアアアアアア─────ッ!!」

　かけ声と共に、剣道部主将の巨きよ体たいが動く。全力での突とつ進しんと共に、両手の竹刀を繰くり出だした。それは左右から挟み込むように、容よう赦しやのない突きとなる。恐おそろしいまでの勢いで空気を裂さいた。不意を突いた先制攻こう撃げきである。

　その瞬しゆん間かん。

「──阿あ呆ほか」

　阿雲はひとつも慌あわてずに、平然とそう呟つぶやく。体がしなやかな動きで、ふわっと浮うき上がった。それは優ゆう雅がではあるが、二つの突きをかわすほど俊しゆん敏びんだった。

　と、千太郎たちは信じられない光景を目もく撃げきする。阿雲は一いつ瞬しゆん、突き出された竹刀の上に降り立ったのだ。誰だれもが息を呑のまされる。もちろん、攻撃を放った剣道部主将もだ。

　だが、直後──剣道部主将の巨体は頽くずおれていた。竹刀を足場に繰り出された痛つう烈れつなかかと落としが、その強固な防具の面を、真上から叩たたきつぶしたのだ。その衝しよう撃げきに、阿雲の倍はありそうな巨きよ躯くが両りよう膝ひざを突く。

　ずしん！　という重い音を響ひびかせて、剣道部主将は畳たたみの上に沈しずんだ。

　その場にいた観衆は、しばし時を忘れて押し黙だまり──やがて。

　わあっ、と歓かん声せいに沸わいた。

「す、すごい……マンガみたいだ！」

　千太郎も驚きよう嘆たんせずにはいられない。落おち着つき払はらっているのは、勝った当の本人くらいだ。阿雲は巻き毛の少女から上着を受け取り、何事もなかったかのように袖そでを通した。



    

  
    
      　しかし、冷静さを失うのは負けた剣道部員たちである。「野郎！」といきり立ち、竹刀を構えようとする。──だが。

「や、やめねえか！　お前らあっ！」

　騒さわぐ観客の声さえ静しずめて、一いつ喝かつした者がいた。

　頭を振ふりながら起き上がった、剣道部主将である。

「俺に恥はじかかせんのか？　タイマンで頭の俺が負けたんだ。お前らはガタガタ吐ぬかすな！」

　それだけで他の剣道部員は嘘うそのように静まりかえる。と、剣道部主将は倒たおれても放さなかった二本の竹刀を脇わきに捨てた。それは、阿雲に対しての降参の意思表示か。

「最初の取り決めどおりだ。俺たち剣道部員は、そっちの自由格闘クラブってのに全員移い籍せきする。それでいいんだろう？」

「……。ああ」

　阿雲が頷うなずき、剣道部主将の方へと進み出る。そうして彼は、なんと手を差し出した。

　最初は戸と惑まどいを見せた剣道部主将だったが、やがてその手をがっしりと掴つかむ。阿雲に引き起こされる形で、剣道部主将は起き上がるのだった。

「いやあ、わかり合えるってすばらしいなあ！　これぞ、青春だ！　うんうんっ！」

　ことの成り行きを見守っていた咲良が、勝手に感動している。単に「強い者には逆らわない」という、不良の暗あん黙もくの了りよう解かいのせいだろうが、と千太郎は思ったが。

（でも……確かに、この天野阿雲ってヤツには、それだけの圧あつ倒とう的てきな強さがあって──！）

　銀城高校の全ての格闘技系クラブを屈くつ服ぷくさせた、ということは、同時に全ての校内の不良のトップになったわけだ。それもたった一日で。まさに「怪かい物ぶつ」の誕生だった。

（こんなヤツが僕たち、マンガ部を窮きゆう地ちに追い込んだわけで……だ、だからって！）

　面と向かって文句なんか言えるはずもない！　そう千太郎が思ったときだ。

　取り巻く観客の中から、金色の髪をくしゃくしゃにした天使の少女が現れる。今まで人混みにもみくちゃにされていた、パスティスである。

　が、彼女は騒ぎの中心人物を見据えると、なんとためらうことなくずかずかと武道館内に上がった。もちろん上履きのままだ。そして。

「ちょっと、キミ！　キミが、今回の騒ぎの元げん凶きようでしょ？　いい加減、迷めい惑わくしてるのよね！」

　真っ直ぐに天野阿雲に詰つめ寄って、いきなり文句を言うのだった。

　その威い勢せいの良さに、むしろ周囲はしん、となる。剣道部員たちもぽかん、と口を開いていた。「ん？」と首を傾かしげるのはパスティスだ。

「あ、あれ？　アタシ……なんか間ま違ちがったこと、言った？」

「ばっ、馬ば鹿か──！　ああっ、もう!!　パスティス!?」

「！　センタロー、ちょうどよかった。ねえアタシの言ってること、正しいよね？　このコが元凶の、アマノアクモってのでしょ？」

　もうそれ以上しゃべるな！　と、千太郎は慌ててパスティスのもとにはせ参じる。

　と、真っ先に反論したのは、阿雲の側に引っ付いている巻き毛の少女だった。

「あなた、なんですの？　迷惑って……わたくしの阿雲さまが？　どこのクラブだか知りませんけど、うちの自由格闘クラブに吸収されたことを、むしろ誇ほこりに思うべきですわ？　なにしろ──」

　ねえ？　と巻き毛の少女は阿雲の腕に絡からみつく。その胸をわざとらしく、彼に押しつけた。阿雲が困ったように身をよじる。

「澤さわ野の井い嬢じよう、あまりくっつかれるのは、その。はしたないと思う」

「あら。彩いろ葉はと呼んでと言ってるでしょう？　もうっ、阿雲さまったら」

「……彩葉、頼たのむ。それからオレのことも、阿雲、でいいから」

「了解ですわ──阿雲。うふふ」

　その反応を楽しんでから、澤野井彩葉と呼ばれた少女は少しだけ力を弱めた。と、パスティスに向き直り、「いーっ！」と白い歯を剥むく。

「阿雲はわたくし、一年Ｄ組澤野井彩葉の『澤野井流自由格闘道場』を継つぐために、わざわざ東京にやってきた方ですわ。いわば、わたくしの未来の旦那だんな様ですの！」

「！　いや、彩葉。そう決まったわけでは」

「決まってますわ！　いえ、だからこそ学内武闘派クラブの制圧は、その第一歩ですの！」

　否定しかけた阿雲を制して、巻き毛の少女が勝手に盛り上がった。置いてけぼりなのは周囲である。ついて行けない。え？　と彩葉の前で、パスティスもきょとんとしている。しかし、そんな彼女に彩葉がじろりと視線を送って──。

「で。結局あなたは、どこのクラブなんですの？　格かく闘とう技ぎ系クラブに、女子部はなかったはずですけど？」

「あ、アタシは……ええと。一応、マンブの一員だけど？　そう、マンガ部だっけ！」

「マンガ部？　はあ？」

　心底驚おどろいた、という顔で彩葉が目を瞬しばたたかせた。それから一度阿雲と目を合わせ、軽く息を吸い込んでから。

　ぶはっ！　と彼女は噴ふき出した。

「ま、マンガ部ですって！　あははははは！　わたくしたち、マンガ部になんか手を出してませんわよ？　あは、あはは！」

「えーと、ええっと！　それは……巡めぐり巡って、そのう。あっ、センタロー！　はい、説明はキミがやってよね！　任せたから！」

「なっ……なにいい───!?」

　パスティスの側に駆かけつけるや否や、そう話を振られて千太郎は狼ろう狽ばいする。自然と周囲の注目が、今度は千太郎に集まった。

　その中で、自ずと阿雲が千太郎を見つめてくる。

「……？　せんたろう？」

「ああ、いや、その。僕のこと、ですけどね……ええと」

　いきなり話せと促うながされても、さてどこから切り出していいのやら。この、不良たちのトップに上のぼり詰めた一年男子を前にして、千太郎はとことん困る。

（って、相手は一年で、僕は二年だぞ!?　普ふ通つうに考えればこっちが先せん輩ぱいになるんだから、びくびくしてどうするんだよ？　……や、でも。それとこれとは話が違ちがうっていうか──）

　散々悩なやんだ末に、千太郎の口から飛び出したのは。

「は、ははは。どうも、は、はじめまして」

　とりあえずの、当たり前すぎる挨あい拶さつだった。

　──ところがその瞬間、千太郎はとんでもない光景を見ることになる。

「！　なっ!?」

　千太郎の目の前で、いきなり【は】【じ】【め】【ま】【し】【て】の六文字の言葉が浮かび上がった。それは千太郎が生み出した、どんな感情の色にも染まらない、灰色の『嘘』の文字だ。それらはばらばらになりながら、細かな粒りゆう子しとなって、そこにいる天野阿雲の肉体に吸い込まれて──。

　すると何かを話しかけようとした、阿雲の唇くちびるの動きが止まった。静かに彼は押おし黙る。

（なに？　まさか、そんなっ！　今のは……僕が、嘘を刷り込んだ!?　どうして！）

　わからない。千太郎は絶句する。しかし確かに阿雲の体を、先程まではなかった灰色の靄もやが包み込んでいた。千太郎にしか見えない、嘘のよどみである。

　あまりにも突とつ然ぜんすぎて、千太郎にはかけるべき言葉が見つからなかった。だから。

「なんですの？　用がないのでしたら、もういいですわよね？」

　彩葉がぴしゃりと言い切って、会話を打ち切った。そのまま阿雲の背中を押しやり、武道館から去っていく。また、見せ物が終わり、観戦していた生徒たちも解散し始めた。

　ただその中で千太郎の異変に気付いたのは、側にいたパスティスと、ようやく混雑から抜ぬけ出した翔子だった。

「？　センタロー？」

「ど、どうした、久保田クン？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　二人に話しかけられても、千太郎は答えられない。

　阿雲の背中が見えなくなるまで、ずっと視線を外さなかった。



    

  
    
      　ネーム３　こんなところで『おしまい』──なはずがない






　結局──その後、しばらく翔しよう子ことマンガ部の件で話し合った千せん太た郎ろうだが、どうしようもなくて。

「ン……。明日あしたの活動日にみんなでどうするか考えよう。いい案が思おもい浮うかべばいいのだけれど……」

　と、落ち込んだ様子の翔子と別れ、千太郎とパスティスは帰路についた。すっかり夕暮れに染まった通学路を、アパートに向かってとぼとぼ歩く。

　いや、それもつかの間のことだった。翔子の姿が遠くに消えたのを確認してから、「……あのさ」と千太郎は、意を決して切り出した。

「実は、その。言ってなかったことがあるんだけど」

「は？　なによ、センタロー」

「……。僕、今日。あの天野阿雲に、嘘を刷り込んじゃったかもしれない……」

「へっ？　──ちょっ!?」

　千太郎の告白を受けて、パスティスが顔色を変える。大急ぎで天使手帳を取り出した。開くのはとあるページだ。そこからふわり、と紙面の外に浮き上がったのは、『天野阿雲』という四つの文字で──。

「ち、ちょっとおお!?　ほんとに、アマノアクモに嘘うそをついちゃってるじゃない！」

「いや。だから、今そっちに打ち明けたんだっての！　先輩の前じゃ話できないだろ!?」

　天使手帳の力によって、千太郎が嘘を刷り込んだ相手の名前がわかるようになっている。それも、嘘による運命への影えい響きようが大きいほど、大きな文字となるわけだ。そのサイズをパスティスは何度も見直した。

「……ど、どうやらイチノクラショーコんときほど大きくはないから。数日中に手て遅おくれになる、ってわけじゃないみたいだけど」

「あ、当たり前だ。もうあんなことはこりごりだってば！」

　千太郎は、翔子のときを思い出す。彼女は千太郎の嘘のせいで、自殺まで図ったのだ。

　それは運命をねじれさせた末の、最悪の結末である。それだけのことを引き起こす力が、千太郎の『嘘』にはあるのだった。

「でも、なんで？　僕は嘘なんかついたつもりはないのに！」

「だから前から言ってるでしょ？　嘘は、相手の受け取り方次第だっての！　この──ポンスケえっ!!」

「う、うわあ!?　やめろ、やめろって!?」

　ぶうんっ！　と天使手帳の角が空を切り、千太郎は大おお慌あわてで飛び退いた。危うく当たるところである。が、もちろんパスティスの怒いかりは収まらない。

「だって、だってよ？　キミが昔、刷り込んだ嘘ならともかく！　なんで今いま更さら、新しく嘘で他人の運命変えてるわけ？　こんなもの、祈いのっても神様だって許さないわよ！」

「ひ、ひどい言われようだな!?　僕だって好きでやったわけじゃないやい！」

「なによ、開き直る気い？」

「というか……そもそも、お前があの一年生に突つっかかっていかなければ、僕も接せつ触しよくせずに済んで！　こんなことにはならなかったんじゃないの!?」

「へ？　そ、それは……！」

　少しは自覚があるのか。パスティスが追つい撃げきの天使手帳を振ふりかざしたまま、うっ、と返答に詰つまった。そこをすかさず千太郎は突く。

　何しろ、手加減を知らないパスティスに殴なぐられるのは嫌いやなのだ。

「ほらみろ！　原因はそっちにもあるんだっての！　だいたいなんで、直接文句言いにいったりしたんだよ？」

「それは、だって。あ、アタシは実力主義なんだもん!!」

「──いや、だから。それ絶対、使い方間違ってるってば……」

「とにかく！　今回もちゃんと、キミが修正するのよ？　キミにしかできないことなんだからねっ！」

「うっ。わ、わかってるよ……しっかし」

　あああああ。千太郎はアパートに向かって歩きながらも、頭を抱かかえた。

（なんで、マンブが大変なときに！　嘘の問題まで抱え込むかなあ、僕は!?　くううー！）

「いや……というか。第一、なんであの一言が嘘になっちゃうんだ？　それも、大なり小なり相手の運命を変えるほどに？　その理由が、さっぱりわかんないぞ！」

「？　キミは挨拶しただけなんだっけ？」

「ああ。はじめまして、ってね」

　幸いなのは今回、その灰色の嘘の文字が染みつく瞬しゆん間かんを、目もく撃げきできたことだろうか。千太郎は自分の眼鏡めがねに軽く触ふれた。

「見み間ま違ちがいでなければ、確かに【はじめまして】だった。てことは単純に、天あま野の阿あ雲くもって一年生と僕は、前に会ったことがあるってこと？　いや、でもそんな覚えはちっとも……」

「ふむふむ。アマノアクモ──年ねん齢れいは十五歳、せ」

「いや……もうその役に立たない情報はいいから！」

　天使手帳のページをめくって、パスティスが天野阿雲についての個人情報を読み上げようとする。しかし千太郎はうんざりだ、と途と中ちゆうで遮さえぎる。

「どうせ身長体重とか、スリーサイズだとかそんな数値ばっかりだろ？　いらないってば」

「ぶー。悪かったわねえ！　どうせその程度ですよーだっ」

　唇を尖とがらせて、天使の少女がそっぽを向いた。どうやら図星だったらしい。やれやれ、と千太郎は嘆たん息そくする。

「とにかく、わかってる。……僕が、なんとかしないといけないんだ……！」



「──今日は遅おそかったのね、千くん？　夕ご飯もうできてるわよ？」

　千太郎がアパート『安あ楽ら満ま荘そう』に着いた頃ころには、ちょうど日も落ちて、すっかり暗くなっていた。一階の管理人室では、姉の万ま衣いが夕げの支度を終え、いつものエプロンを外すところだった。

「うん、ただいま」

　千太郎は素っ気なく返答しつつ、学生服から着き替がえることなく、料理の並んだちゃぶ台の前に座った。気もそぞろだ。

　そもそも考え込みすぎて、一度はうっかりアパートの前を通り過ぎてしまったくらいだ。それも、薄うす暗ぐらくなってきたのをパスティスに指し摘てきされるまで気付かなかった。

　とにかく、難題だったのだ。マンガ部のことをとりあえず脇わきに置いても──あの、天野阿雲という男子生徒に、千太郎はまったく見覚えがないのだから。

（昔のクラスメイト、あたりなのかな？　僕が思い出せないレベルの、顔見知りって考えたら。……でもひとつ年下なら、その可能性はないか？）

　あれからずっと記き憶おくを掘ほり起おこし、千太郎は心当たりの相手を思い出そうとしていた。普ふ通つう、あれだけの凜りんとした空気を放つ美少年なら、忘れようもないはずなのだが。

　しかし、ちっとも思い出せない。

（昔の知り合い、って可能性が高いよな？　成長期を迎むかえたら、ぐっと顔立ちが変わる相手もいるし……）

　などと考えながらも、手は勝手に食事を進める。今夜の献こん立だては、ゆで卵入りの手作りコロッケと、野菜サラダだ。朝が定番の和食、昼のお弁当が中ちゆう華かと来て、夕飯は洋食で攻せめてきたらしい。

「あ、忘れてたわ！　スープも用意してたんだっけ。ちょっと待っててね？」

　すると姉がコンロの鍋なべに気付き、そそくさと席を外した。ちゃぶ台の置いてある六畳じよう間に併へい設せつされた、キッチン。姉はその前に立ち、コンロの火を点けて、スープを温め直そうとする。もっとも千太郎はそんなことなどまったく気にせず、さっそく黙もく々もくと食べ始めた。ドレッシングさえかけていないサラダを、もっしゃもっしゃと頬ほお張ばる。

（だいたい……僕に、友達って呼べた相手はほとんどいないぞ？　よく知った相手なら、思い出せそうなんだけどなあ。むむむ）

　千太郎は、自分のほんの十六年ほどの人生を振り返かえる。そうなのだ。小学校高学年あたりから、どっぷりマンガにはまった千太郎は、以来ヒキコモリがちになった。だから、接触した相手そのものが限られている。

（そうだよ、となると学校くらいしかないよな？　だったら！）

「──よし！」

「!?　ちょっと千くん、いただきますも言ってないのに、もう食べてるの？　もうーっ」

　カップに注いだスープを持ってきた姉が、千太郎の様子に気付いて非難する。けれどもかまわず千太郎は、がっついて食事をたいらげた。最後に奪うばうようにして、姉からカップをもらい受けると、それさえ一気に飲み干して──。

「あちちっ……でも、ごちそうさまでした!!」

「えっ？　せ、千くぅん!?」

　驚おどろく姉の万衣を尻目に、千太郎は慌あわただしく管理人室を飛び出した。そして先にパスティスの待っている、自室の離はなれへと飛び込んだ。

　自分の机の引き出しの奥に放り込んだままの、小学校と中学校の卒業アルバムなどを求めて──。

　　　　




　しかし、翌朝。

「だ、駄だ目めだああああ……!?」

「うー。……ま、まだやってたのお？」

　散らかった離れの床ゆかで、千太郎は這はいつくばって呻うめく。徹てつ夜やで、卒業アルバムなどの写真に目を通して、天野阿雲の顔がないかどうか何度も調べまくったのだ。さすがに体力の限界だった。休んだのは、お風ふ呂ろとトイレのときくらいである。



    

  
    
      　途中で先に寝ねてしまったパスティスが、千太郎と同じジャージ姿でロフトベッドから顔を見せた。ふわ、とあくびをする彼女に、「へへ」と千太郎は自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「やっぱり……同級生じゃないんだから、卒業アルバムめくったって、出てくるわけないよな。というか、これだけ探しても、記憶の端はしにも引っかからないなんて。……やっぱり、会ってないんじゃないかなああ」

「なに言ってんの？　キミが勘かん違ちがいしてるだけでしょっ」

「え、だって……」

「アタシが与あたえた《神眼》の能力に、間ま違ちがいはないわ。だって神様の力のひとつなのよ？　キミの《真実の虚きよ構こう》くらい、絶対なの！」

　パスティスがきっぱり断言する。そうなのか、と千太郎は思い直す。

「でも、ほんっとに思い出せなくて──くそー！　マンガの台詞せりふとかだったら、記憶に焼き付いてるってのにい！」

「あ、あのねえ」

　パスティスがさすがに呆あきれた。ロフトベッドで溜ため息いきを漏もらす。

「……でも、災難ね。忘れられてる方は」

「え？」

「『はじめまして』ってのが嘘になっちゃうってことは、相手はセンタローのこと、覚えてたってことでしょ？　なのにキミが忘れちゃってるんだもん。それって哀かなしくない？」

「！　それは──」

　そうだ。千太郎ははっとなった。パスティスに何も言い返せなくなる。

　と、そんな天使の少女はしかし──そのまま「んー」とロフトベッドで寝ね返がえりを打ち、掛かけ布ぶ団とんを引き寄せた。

「って、おい？　まだ寝るのかよ、この惰だ眠みん天使!?」

「もう～、いーじゃない。どうせガッコに行くまでは、まだ時間あるんでしょ？　それまで、もうちょっとだけごろごろさせてもらうわよ。あー、それにしてもお布団って、人間がつくった至高のアイテムなんじゃないの？　ほふう」

「石○正数先生の『それでも○は廻っている』で、布団を『これ程までに人を魅み了りようし堕だ落らくさせるとは……悪あく魔まの発明品だ……』って書いてある、おまけページがあったけど。くっ」

　惰眠天使じゃなくて、堕落天使だったか──。そんなことを千太郎が思ったとき。

　こんこん、と離れの扉とびらが、外から軽くノックされた。

「千くん千くぅん？　今日もまた、お寝ね坊ぼう？　もうご飯できたけど、ちゃんと起きてる？」

「あ。はーい、着替えていくよ、姉ちゃん」

　扉とびら越ごしに声をかけてきた万衣にそう答えて、千太郎は「ふわ」と生あくびをしつつも、学生服に着替えを始めた。



　──そうしていつものように、千太郎は安楽満荘の管理人室で朝食を取る。

　もっともかなりの寝ね不ぶ足そくのせいか、千太郎はひたすら自動的に箸はしを動かすのみだ。

「ね、ね、千くん。今日は赤だしのお味み噌そ汁しるなんだけど、ちょっと渋しぶかった？」

「うーん」

「？　千くん？　おーい」

「うーん」

「もうっ。寝ね惚ぼけてるんだからあ」

　話しかけていた姉が、さすがに諦あきらめてむくれた。千太郎は相変わらず、ちゃぶ台の上に並んだ献立も気にせずに、明後日あさつての方を見ながらもぐもぐ咀そ嚼しやくするだけだった。

　それでも半ば寝惚けた頭で、ずっと天野阿雲のことを考えていた──。

　しかし。疲つかれすぎた脳は、その他いろんな雑念も巡めぐらせ始める。

（天野阿雲……あまのあくも。あー、やっぱり、どうやっても思い出せないぞ？　って、なんで僕がまたこんな目に……また、マンガを描かく時間も減るし！　マンガ、マンガ──ああ。そうか、マンガなら……島○和彦先生の『逆境ナ○ン』の、『これだ。これが逆境だ!!』ってシーンなのかもな……）

　いらないよ、こんな逆境。などと千太郎はしみじみ思った。

　だが、そのとき。

「いい加減、ちゃんと目を覚まさないと駄目よ？　……あ、そうだ。お姉ちゃんがクイズでしゃん、とさせてあげる！　三さん択たくだからね？　じゃじゃん！」

　と、いつもの調子で姉の万衣が、こんなときでも『姉クイズ』を始めようとした。嬉き々きとした様子で、人差し指を一本立てる。

「えーと、そうね。じゃあ連休中に、うちに引ひっ越こしてきた人についてクイズにしよっか」

「……へ？」

「一番！　新しい入居者は、千くんと同じ学校に通ってる生徒でーす！」

「!!」

　千太郎は姉の言葉に、嫌いやでも息を呑のまされた。なぜなら──そのクイズは、一番目から眼鏡めがね越ごしの視界に、『嘘うそ』の文字が見えなくて。

（本当のことを言ってる？　じゃあ、引っ越してきたのは……僕の学校に連休明けからやってきた、つまり転校生で──!?）

　まさか！　千太郎の頭の中で、急速にひとつの仮説が導き出された。それを確認するために、千太郎は持っていた箸を茶ちや碗わんの横に投げ出した。慌ててちゃぶ台の前から離れる。

「えっ。千くん!?　ま、まだクイズの途と中ちゆう──」

　姉が非難の声を上げるが、構わず千太郎は、とにかく管理人室から外に出る。姉のサンダルで向かったのは、アパート一階の端に設けられた、入居者用の郵便受けだ。いくつも並んだその中に、千太郎は真新しい『天野』の文字があることに気付く。

「なにー!!　やっぱり!?　……あっ！」

　さらに千太郎の予想を、確信に変えたのは──アパートの階段をかんかんかん、と足音を刻んで降りてきた、同じ制服姿の少年の姿を見たからだった。

　その体にまとわりついた、千太郎にしか見えない灰色の嘘の「よどみ」を、見み間ま違ちがえるはずもない。髪かみを後頭部でまとめた、あの天野阿雲がそこにいた。階段の下で千太郎と出くわしたものの、彼は一いち瞥べつしただけで、そのまま挨あい拶さつもせず歩いていく。

　千太郎はあまりの偶ぐう然ぜんに、しばし動けず阿雲の背中を見送っていたが。

「──って、呆ほうけている場合じゃなくって！　そうか、そうだったのか!!」

　千太郎の『マンガ脳』が動き始める。それはまるでマンガのコマを埋うめていくように、これまでの要素をひとつの流れに組み上げた。

（だから！　僕の「はじめまして」ってのが、嘘になったわけで……！）

「嘘、見つけた!!　──って、こうしちゃいられない！」

　千太郎は身を翻ひるがえし、あたふたと管理人室に戻もどった。が、姉のいるちゃぶ台の側には寄りつかない。玄げん関かん脇わきに置いてあった自分の鞄かばんを引ったくり、そこに姉の用意していた弁当箱と水すい筒とうとを押し込んだ。そうして、革かわ靴ぐつに履はき替かえて出て行こうとする。

　ただし。

「えええ、千くん？　……まだ朝ご飯残ってるわよ？　なにを急いでいるのかは知らないけど、駄目よ。ちゃんと全部食べて行きなさいっ」

「……あああ、もう！　わ、わかったよ姉ちゃん！」

　姉に言われて、千太郎は一度座ざ敷しきに上がり直して、朝食の残りをかっ込んだ。お茶で一気に流し込む。それから「ごちそうさま！」と手を合わせ、作ってくれた姉に感謝した。よし、と姉が了りよう承しようする。

「いってきます!!」

　そうして千太郎は改めて支度を調え、アパートから飛び出した。



　千太郎は走る、走る、走る。もちろん真っ直ぐに、銀ぎん城じよう高校へと向かう道を、だ。

　すぐに息が上がってしまうものの、それでも今日は足を止めない。なぜなら一刻も早く、あの天野阿雲に追いつきたいからだ。

　もう、彼に刷り込んでしまった灰色の『嘘』の正体はわかっていた。

（いける、いけるぞ！　……たぶん！）

　千太郎の気持ちが逸はやる。そうだ、千太郎が知らなかっただけで、「はじめまして」ではなかったのだ。相手は先日のうちから、安楽満荘そうに引っ越してきていた。

　だとすると、ひとつ大きな可能性がある。

（僕が気付いていないところで、きっと……向こうが僕を見かけていたとしたら！　そうだよ、僕の言葉は嘘になる！）

　嘘は、相手の受け取り方次第。──それはパスティスの言葉だ。なるほど、と千太郎は走りながら納得する。

　と、やがていつもパスティスと合流しているところにまで辿たどり着ついた。制服姿で先回りして待っていた天使の少女が、今日はすでに姿を消す「輪っか」のカードを仕し舞まい込んで、物もの陰かげからひょっこり顔を出している。その目が追うのはやってきた千太郎ではなく、少し前の道を歩く、天野阿雲の姿で──。

「！　あっ、センタロー？　ねえねえ、今あのアマノアクモが通ったわよ？」

「……わかってる！　見てろ、すぐに嘘を消し去ってやるからな！」

「ふえっ？　ちょ、ちょっと、なにが!?」

　パスティスにそう声をかけただけで、千太郎はその横を通りすぎた。青い目を丸くした彼女を放置し、追いすがるのは阿雲である。

　そして。

「ちょっと、君！　……天野君！」

　ようやく追いつき、千太郎は彼を呼んだ。阿雲が静かに立ち止まって、振ふり向むく。

　いや、まるで来るのがわかっていたような、俊しゆん敏びんな動きだった。彼はまったく動じる様子もなく、その唇くちびるをそっと開いた。

「……。なに？」

「ああ、いや、その……はあ、はあ」

　阿雲の側で足を止めて、千太郎は必死に息を整える。それからしっかり彼を見み据すえた。

　いや、そこにまとわりついた、灰色のよどみと化した千太郎の『嘘』を見つめる。

　これは千太郎が消さなくてはいけない、業だ。だから。

「はじめまして、じゃなかったんだ。ごめん」

　千太郎は慎しん重ちように言葉を選びながら、話しかける。

「僕は挨拶してなかったけど。僕のこと、うちのアパートに来たとき、見かけたかなにかしたんだろ？　ねえ」

　それは、真実のはずだ。けれども今の阿雲には『嘘』でしかない。

　千太郎の刷り込んだ『嘘』は、『嘘』でのみ修正される──。

（さあ……これで終わりだ！）

　──すると、その瞬しゆん間かん。ぎゅるるる！　と阿雲を包み込んでいた、灰色の嘘のよどみが動きを見せる。それは瞬またたく間まに、【は】【じ】【め】【ま】【し】【て】の文字を形作った。

　同時に千太郎の口から飛び出した、【はじめまして、じゃなかったんだ】【アパートに来たとき、見かけたかなにかしたんだろ】という言葉が、文字となる。それらは互たがいにぶつかり合い、強い輝かがやきを放ちながら、打ち消し合って。

　うっ、とまばゆさに眼を細めながら、千太郎は手応えを感じていた。

（やった!!　これで、解決だ！）

　阿雲に染みついていた『嘘』は、跡あと形かたもなく消しよう滅めつする。──はずだった。



    

  
    
      　しかし【はじめまして】の灰色の文字は、【はじめまして、じゃなかったんだ】の文字と共に消えたものの。決定的であるはずの、【アパートに来たとき、見かけたかなにかしたんだろ】という灰色の文字はなぜか、そのまま残って──ぐしゃり、と壊こわれた。それらは再び、灰色のよどみとなって阿雲の体に染み込んでいく。

「!!　なっ、なあああ!?」

　千太郎はその光景に、絶句するしかなくて。

　新たな嘘のよどみを纏まとった阿雲が、怪け訝げんそうに細い眉まゆをわずかに歪ゆがめた。

「……そうだけど、それがなにか？」

　そうして彼は、今刷り込んだばかりの嘘を吐はく。もちろん灰色のよどみが一いつ瞬しゆん、【アパートに】や【見かけた】の文字を形作り、また壊れた。

「もういいかな。他に用がないなら」

　阿雲は素っ気なく言って、千太郎を置いて歩き出した。その背中が遠ざかっていくのに、千太郎は立ち尽つくす。

　かわりに駆かけ寄よってくるのはパスティスだ。「ねえねえ？」と彼女は、千太郎の肩かたを叩たたく。

「ちょっと、どうしたの？　……はっ、もしかして！　今ので嘘から解放したの？」

　と、彼女は勝手に察して、自分の天使手帳を取り出した。

　けれどもページをめくったところで出てくるのは、以前と変わらない『天野阿雲』と浮うかび上がる、嘘による被ひ害がい者しやの名前だけで──。

「！　なによ、なんともなってないじゃない？　このポンスケ！」

「いや……僕だってもう、なにがなんだか──ああああ、もう嫌だあああ！」

　くはっ。と千太郎は、自分の魂たましいが抜ぬける音を聞いた。いや、それは寝ね不足な上に全力で走ったことによる、最後の気力体力が漏もれ出た音で。ぐらり、と足元がふらつき、千太郎はそのまま隣となりのパスティスに寄りかかった。やわらかなふくらみにいろいろ触さわってしまった気もするが、今の千太郎にはどうでもいい。

「きゃあ？　な、なに、センタロー？　お、重いわよ？　ちょっとおおお？」

　非力なパスティスがそうわめいても、千太郎はしばし支えられたまま、動けなかった。

　　　　




「って、し、信じられない！　なんで、新しい嘘を刷り込んじゃうわけ？　どうなってんのよ、ポンスケ!!」

　などとパスティスに罵ば倒とうされるも、ガス欠状態の千太郎には、いちいち聞いている余よ裕ゆうがなかった。

　どうにか学校には着いたものの──午前中の授業は、ずっと机に突つっ伏ぷすことになる。ノートの一冊も広げず、とにかくそのまま爆ばく睡すいした。一番厳しい担任の出で羽わ咲さく良らの国語の時間も、一発出席簿ぼで叩かれたが、意に介かいさず寝続けた。覚えていたのは頭の痛みと、諦あきらめた咲良の溜ため息いきくらいである。

　千太郎が回復したのは、ちょうど昼休みになってからだ。待望の昼飯時を迎むかえて、わいわいと騒さわがしくなる教室内。その喧けん噪そうに目を覚まし、むくりとようやく起き上がった。

「やっと起きたの？　もー」

　クラスメイトたちが各々、昼食を取ろうと教室を出たり、机をひっつけ合って弁当箱を並べたりする。そんな中、さすがに何もしないでいるのは気まずいのか、千太郎のもとへパスティスがやってきていた。その手は無理にでも千太郎を叩き起おこすつもりだったのか、なぜか拳こぶしが握にぎられていたりする。

　殴なぐられる前に自分で起きてよかった、と思う千太郎だが──。

「…………」

「？　な、なにまだぼーっとしてんのよ？　天てん井じようなんか見つめて？」

　なにかあるの？　とパスティスが、椅い子すに背中を預けて天を仰あおいだ千太郎に、きょとんとする。

「──いや。やっぱり、寝てスッキリするのって、大事だなーと思ってさ」

「どういうこと？」

「頭の回転が違ちがうってことだよ。考えたんだけど、わかったことがある。どうしてうまくいかなかったのか……そんなの当たり前で。情報が決定的に足りてないのに、思いつきで動いたところで、そりゃ駄だ目めだよねって話さ。マンガのネームと同じ、ってこと」

「はあ？　アタシにマンガの話されても……わ、わかんないけど？」

「つまりさ。ストーリーを組み上げて行くには、キャラクターをきちんと把は握あくしてなければ、できるわけがないんだよ。うん、それじゃ立ち回らないよな？」

　勘かんに頼たよって行動してしまったことが、あの結果だった。

　千太郎は阿雲に再度嘘うそを刷り込んでしまったことを、強く後こう悔かいしていた。

（たまたま、ひとつ目の嘘は消えたけれど……もし、あれまで残ってたら！　僕は、二つも嘘をついてたことになる。そんなの）

　もう二度と、同じ過ちを繰くり返かえしてはいけない。千太郎は肝きもに銘めいじる。──だから。

「とにかく、あの天野阿雲について情報を集めるところから、やり直しだ！」

　千太郎は自分の席から、ようやく重おもい腰こしを上げた。と、そのとき教室内にいる、小こ柄がらな少女と目があった。

　いや、向こうがずっと千太郎のことを気にしていたのか──。自分の席で小さなお弁当箱を広げながら、ちらちら様子を窺うかがっていたのは、寒かん梅ばい越こし乃のだった。

「！　そうだ、もしかして」

「どうしたのセンタロー。情報を集めに行くんじゃないの？」

「うん。頼りになる人が側にいるって、ちょっと思い出してね！」

　そう告げると千太郎は、パスティスをつれてそのまま越乃のもとへと向かった。突とつ然ぜんやってきた千太郎に、越乃が「はうん！」と小動物のように、びくっとする。

「寒梅さん！　ちょっと、いいかな？」

「く、久く保ぼ田たくん……あの、あの。うん、なあに？」

「ちょっと相談があるんだ。ほら、この前──寒梅さんって、僕にノートくれたでしょ？　一いちノの蔵くら先せん輩ぱいについて、いろんな情報をびっしり書き込んだヤツ」

「あううん!?　そのそのう、あれは……」

「そっか！　コシノって、確か情報収集に強いんだっけ！　思い出した！」

　真っ赤になる越乃を前に、ぽんと手のひらを叩くのはパスティスだ。いっそう越乃は赤面する。存在感のない彼女は、こっそりいろんなところに入り込んで、情報を集めてくれたことがあるのだ。それもパスティスの天使手帳などとは比べものにならないくらい、膨ぼう大だいで緻ち密みつな内容を。

　そのおかげで千太郎は以前、翔しよう子この件で助けられたことがあった。千太郎は越乃に向かい、手を合わせて頼たのみ込む。

「ごめん……その、ちょっとのっぴきならない状じよう況きようがあって！　どうしても調べなくちゃいけない相手がいるんだ。それを手伝ってくれると助かるんだけど──あ、いや」

　虫が良すぎる話かな。と、ここまで来てそんな想いが、千太郎の頭をよぎった。

　同時に、不思議に感じたことがある。どうして自分は気軽に、他人を頼ろうとしたのだろう？

（？　今まで僕はマンガにしろなんにしろ、誰だれかの力をアテにしたことはなかったのに？）

　それは千太郎が今まで気が付かなかった、自分の微び妙みような変化だった。それはパスティスのせいだろうか、などとふいに感じる。少なくとも彼女が来るまで、こんなこと考えたこともなかったはずだ。が、それが正しいかどうか、まだ千太郎にはわからなくて。

　それより先に、越乃がおずおずと口を開いた。

「あの。久保田くん……それって。天野阿雲、って人のこと……？」

「へ？　ど、どうしてそれを！」

「──昨日ね、夜に部長さんから、メールが来たの。マンガ部の部室の話とか、それでわたしも知ってるから、あの」

　朝からずっと、その話をしようと思ってたんだけど。という越乃の言葉は、小声になって掠かすれてしまう。かわりに彼女が机の中から取り出したのは、一冊のノートだった。

　その表紙には越乃らしい丸文字で、『天野阿雲くんについて』と書かれていて──。

「!?　えっ、寒梅さん、これは！」

「久保田くん、ぐったりしてたから。その間にね、ちょっといろいろ聞き回って……少しだけだけど、まとめておいたの。よかったら、これ」

　と、彼女は千太郎にノートを差し出した。もちろん、ありがたく千太郎は受け取り、さっそくページをめくる。

　するとそこに書かれていたのは、「ちょっと」どころではない情報量だった。

「！　やっぱり寒梅さん、すごい！　何ページもぎっしりと書かれてるよ！」

「どれどれ……？　『天野阿雲、関西出身。転校初日、三時間目の体育の授業の前に、ボクシング部に殴り込こみをかける』、『豊臣家のもとで働いたとされる、伊い賀がから分派したという、身軽さを特とく徴ちようとした流派の格かく闘とう術を習得か？』──って、アタシには書いてることはよくわかんないけど。でも今日だけで、ここまで調べたの？　ふええー！」

「いや。伊賀って……まさか。あの、忍にん者じやとかの伊賀!?　……『澤さわ野の井い彩いろ葉はとは、親が懇こん意い。男子の跡あと取とりがいない澤野井流自由格闘道場に、その候補として迎えられることとなり、上京』？　そうか、それで許嫁いいなずけ、とかなんとか」

　ノートを横から覗のぞき込んで感心したパスティス同様、千太郎もその情報に目を瞠みはる。ついでに彩葉についても、『毎日学校へは、門下生が運転する車で送おくり迎えされる、箱はこ入いり娘むすめ』などといった、細かな記述まであった。「はううん」と越乃が恐きよう縮しゆくする。

「あのあの、あのね……それ、噂うわさ話ばなしも多いの。真しん偽ぎははっきりしないんだけど……。でも、そのう。トラくんが、いろいろ教えてくれて──」

　トラくん？　その呼び方に、千太郎ははっと振ふり向むく。

　越乃の机からさほど離はなれていない、窓際の席。そこで昼食を広げて食べている、男子生徒数人のグループがあった。その中で一番ガラの悪そうな後ご藤とう田だ影かげ虎とらと、はたと目が合う。

　いや、彼も幼なじみの少女が自分の名を口にしたのを耳にして、反応したのだ。あまり面白くなさそうな顔で、焼きそばパンを齧りながら睨にらんでくる。

「んだよ？」

「……なんで後藤田君が、天野阿雲について知ってるの？」

　千太郎は率直な疑問を口にした。それはむしろ、影虎から言葉を引き出し、話の真しん贋がんを見きわめるためだ。何しろこの影虎ときたら、平気で悪意の嘘をついたりする。

　しかし。

「あ？　そんなもん、噂で持ちきりだっつーの！　あれだけ学校で大暴れしたらなあ。お前みたいな、ヒキコモリとは違うからな」

　はっ、と鼻で笑って影虎は言う。と、補足するのは越乃だった。

「久保田くん……トラくんって、空手部に入ってるから。それで」

「へ？　帰宅部じゃないの？　──あ、そうか。不良は大たい抵てい、格かく闘とう技ぎ系クラブに入ってて」

「俺は別に、不良じゃねえよマンガ馬ば鹿か！　あと空手部には籍せきを置いてるだけで、一回も行ったことねえー。でも体育の成績が保証されるだろ？　だったら入るだろ、フツー。って、んなことはどうでもいいんだけどよ。……まあ空手部には知り合いがいるからな。そこから嫌いやでも話が聞こえてくるんだよ」

　そう告げた影虎の言葉に、珍めずらしくひとつも嘘は見られなかった。

（噂……それ自体が本当かどうかはわからないけど。少なくとも彼が話してる中に、嘘はないってことか）

　ふうん、と千太郎は少しだけ、影虎を見直すことにした。どうやら越乃をいじめているだけではないようだ。──だが。

「しっかしよお、なんだ？　急に俺からそんなこと聞き出したから、なにかと思えば。越乃、お前また、ノートに書き込んでんの？　まだその癖くせ治らねえのかよ。ははっ！」

「！　は、はうう～～ん！　と、トラくん……！」

「まったく、人見知りするからって、相手のこと分ぶん析せきするのやめろよな？　なあ、久保田。こいつ気持ち悪いだろ？」

　げらげらと影虎が笑った。と、同じグループにいた他の男子も苦笑いする。教室内で、会話を聞いていたクラスメイトの多くも、似たような反応をした。越乃が耳まで真っ赤にして、自分の席でうつむいてしまう。

　けれども──千太郎は違った。

「なんで？　別に、そんなことないだろ？」

　はっきりと言う。はっ、と越乃が顔を上げた。影虎が言葉を失う。

　いや、千太郎が断言できたのには、理由があった。側にいたパスティスがむっとした様子で、拳こぶしを握にぎったこともあるが。──何より、【気持ち悪いだろ】と告げた影虎の言葉が、真っ黒な『嘘』の文字で見えたからだ。

　黒い嘘は、「悪意」の嘘。しかし、嘘は嘘だ。つまり影虎は、越乃のことを心底「気持ち悪い」とは思っていなくて──。

「後藤田君。君だってほんとは、そう思ってないだろ？」

「!!　なっ、なんだよ、久保田あ!?」

「そう感じただけだよ。──寒梅さん、本当にありがとう。ノート、また借りてもいい？」

「はうん！　う、うん！　……どうぞ」

「助かるよ。じゃあね」

　千太郎は越乃に礼を告げて、パスティスの肩かたを叩たたく。行こう、と誘さそって教室の外に出ることにした。

　けっ、と面白くなさそうな顔をした、影虎に見送られながら。



    

  
    
      　ネーム４　ページをめくれば『突然』がある？






「あーすっきりした！　越こし乃のも、なんか嬉うれしそうだったわよ？　ふふん！」

「うん？　僕は、当たり前のことを言っただけだけど」

　パスティスに褒ほめられて、千せん太た郎ろうはなんだかむずがゆくなる。別に、影かげ虎とらをやり込める気はなかったのだ。

　それよりも──。廊ろう下かを歩きながら千太郎は、今借りてきたばかりの越乃のノートを改めて開いた。そこに書かれている内容をチェックする。

「天あま野の阿あ雲くも……クラスは、一年Ｆ組か。よし、とりあえず行ってみるか」

「なに？　どうするの、センタロー」

「……残念だけど。やっぱりどうにも、思い出せる相手じゃないんだよね」

　数ページにわたる、天野阿雲についての情報。それらに目を通して、千太郎はパスティスに告げた。はあ？　と天使の少女が眉まゆ根ねを寄せる。

「ちょっと！　しっかりしなさいよね、キミ！」

「うわ、馬鹿！　殴なぐろうとするなって！　いや、これ、僕のせいだけじゃないっての！　情報があやふやなんだよ！」

「？　なによー、コシノの情報に文句つけるの？」

「ち、違ちがうって。結局、噂話が大半だから。それが真実かどうかってことさえ確認できてないんだ。そのせいもあるってこと！」

　危うく後ろからはっ倒たおされそうになり、千太郎は必死に否定した。

「でも僕なら……それが正しいかどうかは、わかるんだよな」

「あ。そうよ、《神眼》で見れば──」

「うん。嘘うそかどうか、判別できる！　そのためには相手と話ができなきゃいけないけどね」

「ははーん、なるほど！　だから、あのアマノアクモがいるとこに向かうのね？」

　ようやくパスティスが納得した。握った拳で手のひらを打つ。「ああ」と千太郎は頷うなずいた。その足はもちろん、さっきから一年生の教室がある、校舎の四階を目指している。

（そうだよ。今回、どんな嘘なのかはもうわかってる。だから必要なのは、あの転校生の正体で──！）

「とにかく一年Ｆ組へ行こう」

　千太郎はそうパスティスを誘い、校舎の階段を上がることにした。

（もっとも……天野阿雲はうちのアパートで一人暮らしみたいだから。昼ご飯はたぶん、学食か購こう買ばい部のどっちかなんだろうけどさ）

　自分の弁当を教室に置いてきたことを、空腹と共に思い出しつつ、千太郎は内心そう分析する。──それでも教室で、どこに行ったか訊きけばいい、とも考えていた。



　ところが。駄だ目めもとで向かった一年Ｆ組の教室は、結果的に当たりだった。

「いた！　──あれ、アマノアクモじゃない？」

　換かん気きのために開け放たれた、教室の廊下側の窓。そこから千太郎と一いつ緒しよに中を覗き見て、先にパスティスが目当ての相手を発見する。次いで千太郎も、眼鏡めがね越ごしの視界に捉とらえた。

　そこに、確かに阿雲はいた。千太郎が見み間ま違ちがえるはずもない。眼鏡越しの視界には、はっきりとあの「灰色のよどみ」が見えていた。

　阿雲は昼食を教室でとっていた。なんと彼の前には、黒くろ塗ぬりの重箱が置かれている。豪ごう華かな中身の詰つめられた三段のお重が、机の上を占せん拠きよしていたのだ。

　それはどうやら、阿雲が用意したものではないみたいだ。それが証しよう拠こに、彼の側にくっついて「あーん」と漆うるし塗ぬりの箸はしで、俵形のおむすびを差し出している少女がいた。巻き毛と白いリボンが特徴的な彼女にも、千太郎は見覚えがあった。

　昨日、武道館で阿雲にべったりだった澤さわ野の井い彩いろ葉はという女子生徒だ。確か「一年Ｄ組」と名乗っていたはずだから、わざわざ出向いてきてるのだろう。

「はい、阿雲。もうっ、遠えん慮りよしなくていいですの！」

「いや……こういうのはほんとに、困る」

「だって、せっかくわたくしがつくったお弁当ですもの。味わって食べて欲しいんですわ。ほら、あ～ん♪」

「おいしいのは十分もうわかっているさ。そういうの女の子らしくて、尊敬するよ、彩葉」

　そう告げると阿雲は、箸を渡してくれない彩葉に業ごうを煮にやしてか、なんと素手で俵おむすびをつまんで奪うばう。さすがに教室でべたべたされるのは嫌だ、ということらしい。

　もっともそんな態度にさえ、彩葉は隣となりでうっとりする。

「手て掴づかみだなんて……そういう男らしいところも、ステキですわ！」

　完全に他者を寄せ付けない空間を、彩葉一人でつくっていた。格闘技系クラブの主将を全員倒した阿雲でさえ、こればかりはお手上げのようだった。

　けれどももちろん千太郎は、そこに割って入らなければならない。千太郎は教室の後ろ側のドアに近づき、開いたままのそこから、近くで弁当を食べていた一人の男子生徒を手招きした。

「あのさ、ちょっとごめん。悪いけど、天野君を呼んでくれるかな？」

「え？　はあ。いいですけど」

　と、一年生のある男子が了りよう承しようする。すぐに「おーい、転校生」と阿雲に声をかけた。

「なんか、お前のこと呼び出してる人がいるぞ」

「……？　なに？」

　阿雲が反応した。振ふり返かえり、教室の外にいる千太郎と目が合った。さすがに今朝も会っているせいか、彼は無視することなく腰こしを上げた。こちらへやってこようとする。彩葉が二人の時間を邪じや魔まされて、少しむくれた。

「？　回りくどいことするのね、センタローって」

「あ、あのな。学年も違う教室に、ずかずか入っていくわけにもいかないだろ？」

　千太郎の行動に、パスティスが彩葉のように不満顔になる。が、いちいち構ってはいられない。千太郎は越乃のノートを握りしめ、頭の中で阿雲と話す内容を考えていた。

（どこから切り込むか……やっぱり、出身地のことからかな？　情報だと、関西出身てことらしいけど。ほんとにそうなら、ずっと東京に住んでる僕とはニアミスもしてないはずだぞ？　そこをまず、はっきりさせないと！）

　手がかりが少しでも必要だった。しかしその一方で──千太郎の中に、ある「想い」もわき上がってくる。それはマンガ部のことだ。

（ほんとは、マンブの件もあるから。それもまとめて解決できれば一番いいんだけど）

　──けれどもいくら千太郎のマンガ脳を振り絞しぼっても、現実の前には、そううまくいく筋書きを思いつけるはずもなくて。などと、思っていたとき。

「天野クン！　天野阿雲クンはいるか？」

　千太郎やパスティスがいるのとは逆の、教室の前側のドア。そこからいきなり中へと入って、阿雲の名を口にした者がいた。ショートカットに黒いソックスが似合う、千太郎たちもよく知る少女だ。

　なんと突とつ然ぜん乱入したのは、一いちノの蔵くら翔しよう子こだった。いや、彼女だけではない。その後ろにひょこひょこと付いてくるのはなんと、翔子と同じ三年生ながら、ぶかぶかの制服を着た女子生徒──おでこが目立つ、生徒会長の山やま田だ丹に色しきであった。

　千太郎のもとに向かおうとしていた阿雲が、さすがに足を止めた。どっちに行けばいいのか、困る。そこに翔子がまず詰め寄よった。そうして彼女は「あれ？」と、阿雲を挟はさんだ向こう側に、千太郎とパスティスがいるのに気付く。

「久く保ぼ田たクンに、天あま使つかクン？　どうしてここに？」

「い、一ノ蔵先せん輩ぱいこそ！　なんで……」

「まあいい。ちょうどよかった、どうせならキミたちにも立ち会ってもらいたい」

　翔子は多くを語らずに、目の前にいる阿雲に真っ直ぐ向き直った。そして。

「私はマンガ部部長の、一ノ蔵翔子だ」

　翔子はまず名乗りを上げてから、ばっ、と何かを突つきつけた。それは彼女が抱かかえ持っていた、一冊のマンガ本だ。意味がわからず、阿雲が軽く目を瞬しばたたかせながら、そのタイトルを読んでみる。

「……『究極超人○～る』？」

　え、と息を呑のむのは千太郎だ。

　横でパスティスがぽかんとしていたが、千太郎はそのマンガのことをよく知っている。

「ゆ○きまさみ先生のマンガ、『究極超人○～る』だって？　いったい、それって？」

「なに？　ゆ○き……なんか聞いたことあるような？　センタローは読んだことあるの？　あのマンガ」

「ああ、ほら。昨日だったか、『機動警察パト○イバー』の話、しただろ？　同じ作者。で……『究極超人○～る』ってのは、光○部っていう、いわゆる写真部を舞ぶ台たいにしたマンガで。要するに、オタク系部活マンガの先さき駆がけみたいな作品なんだけど」

　いったいそれに、どんな意味があるのか？　千太郎にはわからない。

　だから、『究極超人○～る』を持って来た張本人である、翔子が説明する。

「付ふ箋せんを挟んであるページを見て欲しい。そこに、主人公たちの所属するクラブと、生徒会とで部室争そう奪だつ戦せんを繰くり広ひろげているシーンがある！」

　その言葉で一番早く察したのは、千太郎だった。「あ！」と、全てを理解する。

　翔子が示した箇か所しよは、部室を追われることになった今のマンガ部の状じよう況きようと、ちょうど重なるところがあって──。

「──自由格かく闘とうクラブ部長、天野阿雲クン。私はマンガ部の部長として、キミに宣戦布告をしに来たのだ。ちょうど、そのマンガのように！」

　翔子が真意を口にした。付箋を頼たよりにマンガを開いた阿雲が、さすがに失笑する。

「阿あ呆ほか」

　理解できない、とばかりにそう呟つぶやく。もちろん会話を耳にした千太郎や、その場にいた一年生の生徒たちも同様だ。はあ？　という顔になった。

　けれども啖たん呵かを切った翔子は真顔である。揺ゆるぎない瞳ひとみで阿雲を見み据すえていた。それどころか、この馬ば鹿かげた提案の根回しは、すでに万全で。

「自由格闘クラブの理念は、耳にしている。異種格かく闘とう技ぎ上等、つまりどのような挑ちよう戦せんも受ける、のだろう？　そうやってキミは昨日、一日で多くのクラブを吸収したのだ」

「……！　それは、そうだ」

　翔子の明らかな挑ちよう発はつに、阿雲は反応する。

「ならば。マンガ部との対決も、受けてくれるな？　こちらが勝てば……今回の件で引き渡わたすことになった、うちの部室を返してもらう。負ければ、おとなしく引き下がろう！　立会人として、生徒会長とは話をつけてある」

「ま、生徒会としてはそれで穏おん便びんに済むのなら、ってことで。ただし、自由格闘クラブが受け入れるなら、の話だけどね。おわかり？」

　つれてこられた丹色が促うながす。と、阿雲はぱらぱらとマンガを読んで、きれいな顔を少ししかめた。

「受けてもオレはかまわないが。だが、勝負の方法はこれでいくのか？　エアガンを使っての、部室攻こう防ぼう戦せん、となってるようだけれど」

「もちろん校内で、エアガンでの撃うち合いなんて認められないわよ。そこは、水みず鉄でつ砲ぽうに変へん更こうしてもらいます！」

　いいこと？　と丹色がぴしゃりと言い放つ。

「細かいルールの詰めは、生徒会が公平になるよう決めるつもりよ。基本的には各クラブとも、同じ人数で戦うこと。武器は水鉄砲。そのマンガだと、なんか機き関かん銃じゆうみたいなのを用意して有利に戦ったみたいだけど。そういうことはできないように、使える金額も決めて、これは今日中に通達します。あ、そうそう。当然クラブの活動費から出してもらうわよ？　で、こっちで、体育祭で使ったゼッケンを人数分用意するから。それが濡ぬれたら負け、ということで。よくて？」

「──水鉄砲の撃ち合いですって？　馬ば鹿か馬ば鹿かしいですわ！」

　と、そこに阿雲さえ押しのけて割り込んできたのは、澤野井彩葉だ。

　けれども巻いた髪かみを掻かき上げた彼女は、止めるかと思いきや。

「マンガで勝負、だなんて。確かにマンガ部らしいですけど……でも、勝てると思ってますの？　わたくしの阿雲に！」

　彩葉は鼻息荒あらく、翔子に向かって噛かみついた。その傍かたわらで、阿雲が困った顔をする。

「いや、彩葉──」

「やってやりましょう、阿雲！　自由格闘クラブの敵ではありませんわ！」

「って、一ノ蔵先輩!?　ま、マジで言ってるんですか？」

　むしろ、突然の展開に千太郎が口を挟む。

「だいたいなんで、そんな勝負に？　せめてもっと、こっちが勝てそうなヤツで、ですね！」

「……なら久保田クン、マンガでも描かかせてみるか？　そんなもの、最初から受けてもらえるとは思えない。そうだろう？」

「！　それは……そうですけど」

　翔子の言い分に、千太郎は反論できなかった。なるほど、考えた末での行動なのだ。

「マンガでもない。格闘技でもない。そのあたりで線引きして、私が出した結論だ。だが負けるつもりで挑いどんでいるわけではないぞ。私は──勝つ！」

　はっきりと翔子が告げた。

　そこに、確かに嘘うその文字は見えなかった。本気なのだ。

　困こん惑わくするのは千太郎くらいだ。「いーじゃない！」と、さっきまで黙だまって話を聞いているだけだった、パスティスまでもが賛同する。

「マンガ部の部屋のことでしょ？　あんな理り不ふ尽じんなことがこの程度でどうにかなるんだったら、もちろんやるべきでしょ！　センタロー！」

「お、おい？　ばっか、この……！」

　どうせよくわかってないくせに！　と千太郎は頭痛を覚える。パスティスの制服の襟えりを軽く引っ張って、その頭をこっちに寄せた。他の者には聞こえないようにして耳打ちする。

「お前なあっ、僕たちは嘘の件で天野阿雲に会いに来たんだぞ？　確かにマンガ部の方も大事だけど！　でもこんなとこで喧けん嘩か売るようなマネしたら……！」

「な、なによー。って、そうだった。センタロー、ちゃんと質問の方もするのよ？」

「……あああああ。ぜんっぜんわかってない！　だから──」

　千太郎は小声でやり取りをしながら、ちらりと阿雲を盗ぬすみ見みた。

　すると彩葉に抱だきつかれたまま、困惑していた彼だったが。ふいに、むっとしたような表情になる。それは千太郎と、はたと目があった瞬しゆん間かんからだろうか？

「わかった。で、いつやるんだ？」

　そうして阿雲がなんと、翔子に『究極超人○～る』を突っ返して提案を呑んだ。げっ、と言葉を詰つまらせるのは千太郎くらいだ。

「さすがは、わたくしの阿雲ですわ！　マンガ部だろうがなんだろうが、叩たたきつぶしてやりますの！」

　彩葉がそう言って、いっそう阿雲にくっついた。深く頷うなずくのは翔子だ。生徒会長の丹色と顔を見合わせる。

「では、こっちで日程は決めてあげる。そうね……勝負は、明後日あさつての日曜日に！　校舎以外の学校の敷しき地ちを開放するよう、手配するわ。どうせ手続きはうちの早そう生せいくんにやらせればいいし。それに、クラブ申しん請せいの処理は月曜からするはずだったから、この日で決着が付くなら万々歳よ。ただし」

　む、と少し考えてから、丹色が条件を付け足した。

「正直、これ以上の面めん倒どうごとは嫌いやなのよね。だから、雨天時は中止にするわ！　どうせ雨の中だと、ゼッケンが濡れたかどうか判別しにくいし。それでよくて？」

「ン……仕方がない。私は、それでいい」

「オレも問題ない」

　翔子と阿雲が納得する。二つの部のトップが承しよう諾だくしたのだ。立会人である丹色が、「よし」と大きく頷いた。

　それで、全ては決定した──。

「じゃあ日曜の、九時に校門前集合で。それまでにルールは詰めとくわ。……うちの副会長が。文句があったら当日言いなさい。微び調ちよう整せいくらいはしてあげるから。以上よ！」

　解散！　と丹色がさっさと教室を出た。そこに続くのは、言いたいことを言い切った翔子だ。そんな二人を彩葉が、「しっしっ」と手で追おい払はらう。

「うちは絶ーっ対、負けませんですわ！　ね、阿雲！」

「……阿あ呆ほらしい」

　当然だ、と言わんばかりに阿雲も、さっさと自分の席へと戻もどっていく。

「や、あの！　ちょっと!?」

　そんな彼に千太郎は、慌あわてて声をかけたものの──阿雲は軽く一いち瞥べつしただけで終わる。

「まだ、なにかありますの？　あなたも確かマンガ部でしたわね？　これ以上、わたくしの阿雲が話すことなんてありませんの！」

　さらに阿雲にくっついた彩葉が、敵意を千太郎にまで向けてきた。とりつく島もないとはこのことだ。軽くあしらわれ、千太郎は思わず自分の眼鏡めがねを押さえた。

「だ、だから……喧嘩売ったら、こうなるだろうよ……！」

「へ？　な、なんでえ？」

　険悪なムードに戸と惑まどうのはパスティスくらいだ。ああ、もう！　と千太郎はとにかく彼女を引っ張って、一年Ｆ組の教室から出ることにする。かわりに仕方なく追いかけるのは、翔子だ。すぐに廊ろう下かでその背中を見つけて、千太郎は走って追いつく。

「先せん輩ぱい！　一ノ蔵先輩！　いったい、どういう──」

「すまない、久保田クン。勝手に話を進めてしまって。しかしとにかく時間がない。私は他にやることがあるので、説明はまた放課後にしてくれ。みんなにもそこで、改めて話す！」

　すると翔子まで取り合わない。丹色すら追い越こして、急いで校舎の階段を下りて行った。

　残された千太郎の相手をしてくれるのは、遅おくれて駆かけつけたパスティスくらいで──。

「ちょっと、話はしないの？　てゆーか日曜になにするの。神様だって寝ねてるわよ？」

「……し、知るかああ！」

　うわあああ!!　と千太郎は人目も気にせず、叫さけびたくなる。手に越乃のノートを持ってなければ、両手で髪を掻きむしっていたところだ。

（なんで……なんでこうなるんだあああ!?）

　　　　




　放課後──。千太郎たちマンガ部のメンバーは、いそいそと理科準備室に集まった。

　といっても、部長の翔子一人がまだ来ない。部室の鍵かぎもかかったままだ。「遅れる」とのメールが誰だれの携けい帯たい電でん話わにも届いていないので、少しすれば来るのだろうと引き戸の前で待つことにする。

　その間、千太郎は昼休みにあったことを香か澄すみに話した。

「ええ──っ!?　水鉄砲で、勝負う？　あ、あたし昨日のことは先輩から連れん絡らくがあって知ってたけど！　そんなことになってたのかよ？」

「そうなんだよ。その詳くわしい経けい緯いを、一ノ蔵先輩が説明してくれるらしいけど……」

　千太郎の側では、越乃が相づちを打っている。同じクラスである彼女には、あの後二年Ａ組に戻ってから、簡単に話をした。そのせいか普ふ段だんから落ち着かない様子だが、いつにも増しておどおどしていた。

　それとは対照的なのがパスティスである。

「わかったわ……だったら、わけて考えればいいのよ！　マンガ部はマンガ部、センタローの嘘はセンタローの嘘、よ。でしょ？　ふふん！」

　ということで、意外とどっしり構えている。それは今回の嘘が、翔子のときほど切せつ羽ぱ詰つまったものではないからだろうか。それ以前に、どうやらパスティスとしては、今回の部室明あけ渡しの件がかなり頭に来ているらしい。

（マンガ部のことを思って──じゃあない、よな？　こいつの場合）

　単純に、理不尽な状じよう況きようが許せないようだ。少しは天使らしいところがあるのかも、と千太郎は今になって感じ取る。そしてパスティスは、打開策を見出した翔子をそれなりに評価しているのだ。

　もっとも千太郎は、気持ちは同じなものの、翔子に言いたいことも少しはあって──。

　そこに、翔子がやってきた。千太郎たちと同じく帰り支度の鞄かばんと共に、手には理科準備室の鍵を持っている。

「すまないみんな！　生徒会室にも寄っていたから、少し遅れた。ええと」

「ういっす先輩！　今、久保タローから話聞いてたとこですよ。自由格かく闘とうクラブとの、水鉄砲勝負のこと！」

　真っ先に声をかけるのは香澄だ。そうか、と翔子が頷く。

「ありがとう久保田クン。それなら話は早い。とにかく──中で現状について話そう」

　そう言って彼女は引き戸の鍵を開けた。西向きの窓がひとつしかない部室に、みんなで入る。翔子は一番奥の窓際に立って、「ン」と千太郎たちを見み渡わたした。

「生徒会の方で決まった基本ルールは、実に単純だ。同じ人数で、学校の敷地内を東西からそれぞれ、スタートの合図と共に進軍する。そしてどちらかが全ぜん滅めつすれば終わり、だ。軍資金として使っても許されるのは、一人あたり五百円だ。その他の私物は基本的に認められず、領収書のチェックが最初に行われる。違い反はん者は、その時点で失格となる。だいたいこんなところだ」

　翔子が一気に要点をまとめた。と、彼女が鞄から取り出したのは、阿雲にも見せたあの『究極超人○～る』である。白いカバーの愛蔵版で、やたらと分厚い一冊だ。

「……どうやれば、あの自由格闘クラブと対等の条件で勝負ができるか。昨夜、ずっと考えていたのだよ。それで、似たようなケースがこのマンガにあることを思い出して、より現実的な案として練り直してみたわけだが──」

「それは、いいですよ。打開策が見つからない中で、先輩の『どうにかしたい』って気持ちは、僕もわかりますから」

　行き当たりばったり的な発想から、よくここまでこぎ着けたものだ。と、千太郎は感心する。けれども千太郎はその一方で、翔子にどうしても不満があった。

「でも先輩。やるなら一言、相談して欲しかったですよ」

「えっ。……あ」

　千太郎に指し摘てきされ、翔子の表情が強張った。初めて思い当たった、という様子だ。

「それは、そうだ……わ、私は」

「時間がなくて、焦あせってたのはわかります。でも一ノ蔵先輩、僕は副部長ですよ。先輩が指名したんだから」

「……！」

「いえ、そもそもそんなの関係なくて。先輩はもう、一人じゃないんですから。部を守りたいって気持ちは、僕も知ってますよ」

「おいおーい。僕も、じゃないだろ？　久保タロー」

　と、千太郎の言葉に付け加えるのは、にかっと笑った香澄だった。

「僕『たち』も、ってこと。全部言わせるなよなー、もう。なあ？」

　香澄は他の越乃やパスティスも促うながした。越乃は「あのあの」と声を詰まらせながらも、何度も首を縦に振ふる。

「一人じゃないって、そんなの当たり前でしょ？　ここに、五人いるんだから」

　あっけらかんと言ってのけるのはパスティスだ。もっとも彼女のことだ、単に人数のことだけ言っているようではあるが。

　それでも、今の翔子には十分で。思わず泣きそうになり、「ン！」と彼女は慌てて、目元をごしごし手で拭ぬぐった。

「うっ……！　な、なんだ私は。もっと冷静なつもりなのだが。また、こんな……ふえぇ」

「いいですよ、翔子先せん輩ぱい！　泣きたいときには泣いても。にへへ！」

　クールな顔をくしゃくしゃにしかけた翔子の肩かたを、いつぞやのように、香澄がそっと抱だきしめる。しかし、「いや」と翔子が我が慢まんした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。泣くのは、勝ってからにしよう」

「ういっす！　そうこなくっちゃ！　一年生のつくったクラブなんか、ぶっ倒たおしちゃいましょうー！　な、久保タロー？」

「まあ、そうだけど。しかし……できるかどうか、は別だっての」

　香澄に同意を求められたものの、千太郎は正直に、不安な気持ちを打ち明ける。嘘うそはつかないのが、千太郎の性分なのだ。

「へ？　な、なんだよ、久保タロー！」

「だってさあ。勝負ったって、この面子メンツで、だぞ？」

　千太郎がちらりと見やったのは、側にいる越乃とパスティスの二人だ。越乃はびくん、と怯おびえた顔をした。クラスメイトだけに、千太郎は彼女が体育の時間、あまり活かつ躍やくできていないのを知っている。小学生並みに小こ柄がらな体は、運動能力も子供レベルなのである。

　そしてパスティスは、もっとひどい。「な、なによ？」とこっちを睨にらみ返してくるが──何しろ、人間の体を持ったのはついこの間のことだ。すぐへばるし、足も遅おそい。

　さらに──。

「まあ、人のことは言えないんだけどね」

　千太郎も、運動神経にはさっぱり自信がない。

　伊だ達てに、マンガばかり描かいているわけではないのだ。

「だからさ。マンガ部で一番頼たよりになるのは君だよ、八はつ海かいさん」

「え？　あ、あたしいい!?　……そりゃあたし、スポーツはできるけど！」

　マンガ部とアニメーション研究部とを掛かけ持もちしつつ、体育会系のクラブから時折助っ人を頼たのまれる香澄は、トップクラスの身体能力の持ち主だ。もともと、どこかの運動部に所属していてもおかしくない。けれども本人のオタク気き質しつが勝りすぎて、「こっち」側にいるのである。突とつ然ぜん名指しで期待されて、香澄はひい、とおののいた。

　と、千太郎の脇わき腹ばらを小こ突づいてくる少女がいた。拳こぶしを握にぎったパスティスである。

「？　なに？　パスティス」

「いい？　アタシが戦力にならないのは、アタシは人間みたく野や蛮ばんじゃないからだもん」

「……。お、お前なあ」

　自覚してないのか。と千太郎は、彼女の口からひとつも嘘の文字が出なかったことに、面食らった。

（まあどうでもいいけどさ……。にしても、やっぱり戦力不足は否めないわけで。向こうは曲がりなりにも格かく闘とう技ぎやってる連中ばかりを出してくるわけだろ？　そこに、男は僕だけとか、そんなの）

「いや、大丈夫だ。もちろん八海クンだけに、任せるつもりはない」

　そんな千太郎の懸け念ねんを掻かき消けすように、翔子が言った。制服のポケットから出した、何かの紙を部室の机の上に置く。

　なになに？　と全員で覗のぞき込んだ、それは。

「これ……『軍事研究部』、『天文部』、『モデラー部』、『ＵＦＯ研究部』って。え、え？」

「うちと同じく、マイナー系のクラブだ。もちろん今回、自由格闘クラブのあおりを喰くらって、部室の移動を迫せまられている。だから、彼らと共同戦線を張ることにした！」

　翔子が見せつけたのは、それらクラブの代表が名を連ねた、参加表明書である。きちんと生徒会のハンコも押されていた。

「参加者は各クラブから五名ずつ。実に、計二十五名の大軍団だ！　もちろん相手も同じ人数を用意するわけだが……」

「総勢五十人ん!?　ひええ！」

　千太郎は香澄や越乃、パスティスと共に息を呑のむ。

「……よ、よくこんなの、向こうが呑みましたね。一ノ蔵先せん輩ぱい？」

「ン。どうせあっちの方が、大所帯だ。これくらいなら呑むと踏ふんでいた」

「いや、でも」



    

  
    
      「生徒会をうまく抱だき込めたのが大きいな」

　と、翔子は「ここだけの話だぞ？」と人差し指を唇くちびるに当てて、微び笑しようを浮うかべる。

「今の生徒会長は面めん倒どうくさがり屋だからな。そこを突ついてみた。生徒会としては、まとめて解決できればそれでいいらしい」

「ひゃあ！　翔子先輩って、策士い～！」

　にはは、と八重歯を見せて褒ほめ称たたえるのは香澄である。

「ン、ン。私は……部長だからな。マンブを守るためなら、なんでもするさ」

　少し照れた様子で咳せき払ばらいしながら、翔子が言った。が、彼女はすぐに表情を引き締しめる。

「だが。──策を練るのは、これからだ。なにしろまともにやり合っても、勝ち目はないだろうからな」

「？　策って……作戦を立てる、ってことですか？」

　千太郎が訊きく。そうだ、と翔子が頷うなずいた。

「向こうはどのみち、こちらを舐なめてかかってくるだろう。勝負をあっさり受け入れたのがその証しよう拠こだ。勝つ自信があるのだ。だが、こちらはその隙すきを突く！　そのためには、頭を使うしかないだろう」

「でも、どうやって？」

　なあ？　と千太郎は、他の面子メンツと目を見合わせた。今から意見を出し合ったところで、うまい作戦を思いつけるものだろうか？

　ところが翔子は、すでにあるアイデアを秘めていて──。

「ふふっ。私たちにはその参考となる、実にいいものが身近にあるだろう？」

「……！　そうだ、もしかして！」

　千太郎が、香澄が、越乃が──パスティスまでもが、はっとした。

「マンガ！　マンガねっ？」

　そうしてパスティスが、机の端はしに置かれていた『究極超人○～る』を指さす。「なるほど！」と香澄が指を鳴らした。

「ははあ～、確かにマンガからなら、なんか参考になるもの見つかるかも！」

「あのあのあの……わたし、詳くわしくないですけど。そのう、ガンアクションもの、とか。そういうのの方が、いいの、かな？」

　越乃が思い切って口を開く。その内容に、おおっ、と誰だれもが目を瞠みはった。

「寒かん梅ばいさん、それいい！　そうだよ、銃じゆう撃げき戦せんのあるマンガの駆かけ引ひきとか、参考にすれば！　一ノ蔵先輩！」

「その手があったな。まず、思いつくぶんだけリストアップしてみよう！」

　越乃の言葉を受けて、翔子が部室に置かれたマンガ部のロッカーから、メモ用に白いコピー用紙を出してくる。自分のアイデアが採用されて、越乃は恐きよう縮しゆくするばかりだ。「やったね、コッシー！」と香澄が強く抱きしめる。

「やるじゃん！　この調子でどんどんやっていこうぜ～！　『戦いとは二手三手先を考えて行うものだ』って感じにさ！　にへへ」

「はうう────ん！　わ、わたし、わたし？」

「いや、八海さん。寒梅さんが困ってるから、ほんとマジで」

　興奮する香澄をなだめながら、しかし千太郎のマンガ脳はフル回転を始めていた。記き憶おくしているガンアクションマンガの、様々なシーンを思い出していく。

（これが成功するのかはわからない、でも）

　集中しながらも、ついにやついてしまう。マンガ部らしいやと思いながら。



    

  
    
      　ネーム５　『天使カード』という小道具ガジエツト






「なんとかなる……ほんとに、なんとかなりそうだぞ？　うん！」

　暮れなずむ通学路を、千せん太た郎ろうはパスティスと共に帰っていた。その足取りは軽くなる。

　──あれからマンガ部でのアイデアの出し合いは、なかなかうまくいったのだ。

「アタシとかコシノは、さっぱりついていけなかったけどねー」

　隣となりを歩きながら、疲つかれた顔でパスティスが言う。そういえば千太郎は興奮して気付かなかったが、この口うるさい天使少女が、ずっと黙だまっていたような気がする。ふうー、と彼女は長い溜ため息いきを吐ついた。

「だってマンガの名前とか言われても、読んでないの多いもん」

「あ、そういやそうだな。……よし、じゃあ帰ったら作戦に関わったマンガ、本ほん棚だなから出してくるから。それ読んで、明後日あさつてまでに備えとけよな？」

「え、ええええ？　アタシ、そんなことしなくちゃいけないのお!?」

「当たり前だろ。寒かん梅ばいさんなんか、ちゃんとメモ取ってたぞ？　彼女のことだからきっとチェックしてくるって。というかマンガのタイトルで作戦の暗号にする手はずなんだから、知らないと日曜に大変なのはお前だぞ、パスティス」

「ううっ……アタシ、『美味し○ぼ』を最後まで読むつもりだったのにい～」

「だから、大だい丈じよう夫ぶだって。どうせ読み切れないんだから……」

　そんなやり取りをしているうちに、アパート安あ楽ら満ま荘そうが見えてくる。

　と──はっ、と顔を上げるのはパスティスだ。彼女はアパートの二階を見て、「そうだ！」と何かを思い出す。

「マンガ部の方はともかく！　あの、アマノアクモの方もなんとかしなさいよっ？　それはキミの役目なんだからね！」

「へ？　い、いや、それは……後回し、って話だろ？　なにを……」

「誰が後回しって言ったのよ!?　アタシは、わけてやればって言っただけよ？　ははん！」

「はあ？　えっ、だから。はい？」

「マンガ部の件は、今日はここまでなんでしょう？　だったらすぐに、嘘うその方に取りかかりなさいっ！　だってアマノアクモって、センタローんちの二階に住んでるんでしょ？　接せつ触しよくする機会だってあるじゃない！」

「なにー！　今から、か!?　だって、そんな！」

　今日の今日で？　と千太郎はさすがに臆おくする。

「いや……あのな。僕言っただろ？　喧けん嘩か売った後だから、話をしようにもだな」

「そんなの、お昼のことじゃない！　いーからほら、やりなさい！　さっさと！」

　有無を言わせずパスティスが追い立てる。終しまいには先に行き、勝手にアパートの階段を上っていった。慌あわてて千太郎もついていく。

「馬ば鹿かあ！　お前、話をこじらせたらそれはそれで、アウトだってのに──！」

「どの部屋？　あ、これね？　『天あま野の』ってドアの横に書いてある！」

　千太郎が止める間もない。パスティスはすぐに目当ての部屋を発見した。そのまま横の窓から、ひょいと中を覗き見ようとする。

　台所側の窓である。そこは防犯用の格子がついている、曇くもりガラスだ。んー？　と天使の少女は精せい一いつ杯ぱい顔をくっつけ、様子を探った。

「あれ？　いないみたい？」

「パスティス……あ、あのなあ」

　いなくてよかったよ、と千太郎はほっとする。もしこんなところから覗いているのがばれたら、また関係がこじれてしまいそうだった。

「ただでさえマンガ部の件で、話しづらくなってるんだって！　無茶だっての！」

「なによー。無茶でもなんでも、キミは自分の嘘の責任を、とらなくちゃいけないのよっ！」

「いや……それは、そうだけどさ」

「もう、しょーがないわねえ。こうなったら、このアタシがキミのアシスタントらしく、手を貸してあげるわよ。ふふん！」

「へ？　それっていったい？」

「要するに、うまく話ができるタイミングを見計らえばいいんでしょ？」

　などと言いながら、パスティスが取り出したのは白い表紙の天使手帳だ。

　そこから、挟はさんであった一枚の天使カードを取り出してくる。それは輝かがやく「輪っか」の描えがかれた、姿を見えなくする理力を封ふうじ込こめたものである。

「どうせそのうちアマノアクモも帰ってくるでしょ？　アタシが姿を消して見張ってるから、来たら教えてあげるわ！　その間、なんか話しかける内容、考えておきなさい！」

「えええええ？　なんで、そうなるんだ!?」

　だからまず、話しかけるのが難しいことになってるのに！　千太郎はがっくりくる。

　この天使の少女ときたら、ちっともそこがわかっていないのだ。けれどももう、いちいち説得するのも面めん倒どうくさくて──千太郎は溜息と共に、諦あきらめて従うことを選せん択たくした。

「わかったよ……そっちが見張るってんなら、好きにしてくれ」

「うん！　ばっちり報告してあげるから、待ってなさい！」

　胸を張ってパスティスが答える。さっそく「輪っか」のカードを輝かせた。千太郎には目視できるが、これでその他の人間には見えない存在となるのだ。

　だが、「そうだ」と彼女はあることを思い出す。

「ねーねー、センタロー！　待ってる間暇ひまだから、マンガ持って来てよ。この際、『美味し○ぼ』じゃなくてもいいから！」

「そりゃ構わないけどさ。マンガに夢中になって、肝かん心じんの相手が来たときに見み逃のがすなよ？」

「だ、大丈夫よ！　そんなの、絶対しないから！」

　きっぱりと断言したパスティスだったが。千太郎の視界には【大丈夫よ】、【絶対しないから】という赤い文字たちが見えて、すぐ消えた。

　やれやれ、と千太郎はそこから見み抜ぬく。

（今のが嘘って。イマイチ自信がない、ってことの表れかよ？　この、へっぽこ天使！）



　それでも、阿あ雲くもが来るまで千太郎は普ふ通つうに構えていられるので、パスティスの提案はありがたかった。

　何冊か離はなれから取ってきたマンガを彼女に渡わたし、千太郎は自分の時間を過ごすことになる。離れの自室でジャージに着き替がえ、いつものように机に向かった。

　といっても、マンガ部のことや天野阿雲の件で頭はいっぱいだ。

「ご飯よー、千くうん！」

　そうエプロン姿の姉に呼ばれて、アパート一階の管理人室で夕食を前にしても、やはり気もそぞろだった。食事に箸はしを伸のばしながら、どうしても考え込んでしまう。姉のつけたテレビだけが、八畳じよう間の空間でしゃべっていた。

　不満そうなのは、姉の万ま衣いである。ちゃぶ台の向かい側に正座して、二は十た歳ちにしては子供っぽく頬ほおをふくらます。

「もー千くんたら！　ほんとここのところ、ずっと考え事してるんだもん！」

「へ？　ああ、姉ちゃん。なにか言った？」

「……言いましたー。姉弟きようだい二人きりなんだから、夕ご飯のときくらい、家族の会話しようって約束したでしょ？　千くん、最近サボり気味！」

「あ。ご、ごめん」

　そうだった、と千太郎は少し反省する。そういえば今日は、夕食のメニューがなんだかもわからずに食べていたほどだ。ちゃぶ台の上に並んでいたのは、なんとお好み焼きだった。しかも白ご飯にお味み噌そ汁しるまで添そえてある。

　お好み焼きの日は、キャベツが安かった日か、冷蔵庫の余った野菜をまとめて処分したい日のどちらかだ。が、白いご飯がついてくるのは、昔からの久く保ぼ田た家流であった。

「うん、今日のお好み焼き、おいしいよ。お肉入ってないけど」

「それはそうよ。だって、イカとエビを入れたシーフードお好みだもの」

　まったく、無む頓とん着ちやくなんだから。という顔を姉はしたが、機き嫌げんを直したのかすぐにこにこする。ずっと愛想が悪くて申し訳なかったな、と千太郎は少し反省した。と、はたと思い至ることがあった。

「──でも。なんでうちってずっと、お好み焼きとご飯なんだろ？　これって東京だと、普通はしない組み合わせだよね？　前に弁当に入ってて、周りから指し摘てきされたことあるよ。炭水化物に炭水化物はないだろ、って」

「あら。でもおいしいでしょ？」

「うん、まあ。おかずになっちゃうよね、お好み焼きって」

「ふふ──それはねえ。あ！　じゃあ、そのことクイズにしよっか！　じゃじゃん！」

「へ？　な、なんで？　いつも朝だけじゃない？」

「だってえ。千くんたら、ここしばらく朝の三さん択たくクイズにだって付き合ってくれてないもの。それくらいいいでしょ？　ね、ね？」

「しょうがないなあ……」

　千太郎は残っていたお好み焼きを噛かみ締しめつつ、了りよう承しようする。やった！　と姉が無む邪じや気きにはしゃいだ。

　けれども、そのとき。

「！　あっ！」

　姉の向こう側にある、台所の窓。換かん気きのために開けた隙すき間まから、ひょっこり顔を覗のぞかせた相手がいた。千太郎の反応に、「なあに？」と姉が振ふり返かえるが──彼女には見えない。

　それは千太郎だけに見える、金きん髪ぱつの少女。何冊かのマンガを抱かかえ、「輪っか」の天使カードを口にくわえた、パスティスだった。彼女は両手が塞ふさがっているせいか、必死になって仕草だけで千太郎を、もう暗くなってきた外へと誘いざなう。

　もちろんその理由は、ひとつだけで──。千太郎は大急ぎでお好み焼きを味噌汁で流し込み、腰こしを上げた。

「ご、ごめん姉ちゃん！　ちょっと僕、用事ができたから！　ごちそうさまっ！」

「えっ？　ちょっと、千くん？　千くーん！　もううー」

　またもや『姉クイズ』を途と中ちゆうで無視する形となった千太郎に、姉がむくれた。



「ほっひ！　ほっひはっへ！」

「……なに言ってるかわかんないけど、だいたいわかるよ。こっち、って言いたいんだろ？」

　管理人室を出た千太郎は、しかしなるべく音を立てずにドアを閉め、小声で外にいたパスティスと話す。と、両手が使えない彼女は、顎あご先でアパートの前を指し示した。

「？　あれ、あっちにいるのか？　二階じゃなくて？」

　千太郎の質問に、ぶんぶんぶん、とパスティスは何度も頷うなずく。そのはずみで抱えたマンガ本を落としそうになり、あわあわした。

　さすがに千太郎は見かねて、溜ため息いきのひとつも吐つきたくなる。

「わかった行くよ、行くから。お前は僕のマンガ、離れにでも置いてこいよなっ。……ったく、その状態でどうやって読んでたんだよ？」

「んー、んーんーんー！」

「わかんない。ぜんっぜんわかんないから！　まあとにかく、どうにか話しかけてみるよ。僕だって、なんとかしたいって気持ちはあるんだから」

「んまふはんのほ！」

　最後に告げたのは、おそらく「うまくやんのよ！」だろうか。そこだけはどうにか、千太郎は理解できた。パスティスはそのまま、マンガを持って退散する。

　その背中を見送ってから、千太郎はさて、と気を引き締めた。パスティスの指し示した、アパート前の道路の方へと歩いていく。

　そこに──天野阿雲は、いた。周囲はすっかり薄うす暗ぐらくなり、道路を外灯が照らしている。その明かりの下に、薄うす手でのパーカーに動きやすいゆったりとしたズボンという恰好の、阿雲が屈かがみ込んでいた。ほのかに灰色のよどみが、彼の体に染みついている──。

　その手にはコンビニの袋ふくろが提げられていた。どうやら部屋にいなかったのは、私服に着替えて今日の夕食でも、買いに行っていたせいらしい。

　ところが、その彼がなぜそんな場所で一人屈んでいるのか。彼は、「ちっちっちっ」と何やらさえずるように呼びかけている。伸ばした手の先にいたのは、一いつ匹ぴきの猫ねこだ。縞しま模も様ようの毛並みを持つ、野の良ら猫ねこだった。と、猫は阿雲にすり寄ってくる。

　嬉うれしそうに、その頭を阿雲が撫なでた。そうしてひょい、と抱だき上げる。

「なー♪　なー♪」

　そう鳴き声を真ま似ねたのはなんと、阿雲の方だった。猫に話しかけているのだ。上じよう機き嫌げんで戯たわむれる。夢中になりすぎて、アパートの門柱の陰かげから出て来た千太郎にも気付かないくらいだ。その横顔には、いつものような引ひき締まった気配はない。

　それが阿雲の素の表情なのか、ふんわりとやさしく微笑ほほえんでいた。

　けれども、それは直後に硬こう直ちよくする。何をしているのか確かめようと近づいた千太郎に、さすがに勘かん付づいたのだ。はっと視線を合わせて、そして──。

　外灯の白い光の下。みるみるうちに阿雲の頬が、真っ赤に染まった。

　ゆるめた手から猫が抜ぬけ出し、にゃあん、と鳴いて走って消える。が、それさえ阿雲は目で追うこともできなくて。

「……。み、見た？」

「へ？　いや、その。──猫、好きなの？」

「言うなよ……」

「？　えっ」

「誰だれにも、言うな。今のこと！」

　ようやく気を取り直してか、阿雲がすっくと立ち上がる。身長は千太郎と変わらない、だいたい百七十センチ前後といったところか。同じ高さで視線を真っ直ぐぶつけてくる。

　自然な形で会話に入れたことはありがたかったが、その理由が千太郎にはさっぱり理解できなかった。

「言うなって、猫と君が遊んでたこと？　なんで？」

「……お、男らしくないだろ」

　阿雲がまた、頬を赤らめて言った。なんだ、と千太郎の肩かたから力ちからが抜ける。

「そんなこと？　や、僕も猫くらい触さわるよ。うちのアパートは、一応ペット禁止だけどさ」

（って、いやいや！　そういうまとめ方じゃなくってだな！）

　話をしながら、千太郎は必死に思考する。ここからどうやって会話を繋つなぐか、が鍵かぎとなるのだ。

（でも……いきなり、「いつ会った？」「会ったことある？」とかは無理だぞ。下手に触ふれると、また嘘うそ自体が入いれ替かわる危険性がある！）

　阿雲に染みついた、灰色の『嘘』を嫌いやでも意識させられる。そこで要はうまく相手の情報を、ひとつでも多く聞き出すしかなかった。だから。

（マンガのプロットで考えるなら……まずこの場合、『猫』が大事な要素だよな？　なら、そこからストーリーをつくるしか！）



    

  
    
      「ああ、その。──君って、実家でも猫飼ってたの？　天野君」

「別に」

　素っ気なく阿雲が答える。しまった、失敗だったか？　と千太郎は焦あせるものの。

「……。実家では、飼えなかった。修行に、猫は必要ないから」

　にゃん、と遠くで猫の鳴き声がした。さっきの野良猫のものか。その声に反応するように、阿雲が静かに口を開く。

　助かった、と思いながら千太郎は慎しん重ちように言葉を選び、語りかける。

「修行……君って、すごく強いよね。それは、実家で鍛きたえたから？」

「…………」

「実家って、関西にあるんだよね？　関西のどこに住んでたの？」

　大おお阪さか？　京都？　千太郎は自分から、質問をぶつけようとする。それに向こうが何かを言えば、『嘘』から真実が見み抜ぬけるはずだった。──けれども。

「どうでもいいだろう、そんなの」

　阿雲があっさり会話を放ほう棄きした。目論見が外れて、千太郎はうっ、と返事に詰つまる。それどころか。

「阿あ呆ほ」

　短く阿雲が呟つぶやいた。「ひ、ひどいな！」と千太郎は反射的に言ってしまうが──しかし。

（あ、あれ？　なんで！）

　灰色のよどみの中にあって、今の【阿呆】が千太郎の眼鏡めがね越ごしの視界に、赤い『嘘』の文字として見えていた。あっさりぼやけて消えてしまうけれど、外灯の明かりの中、確かに見み間ま違ちがいではない。

（どういうこと？　「阿呆」が嘘ってことは、そうか。本気で馬ば鹿かにしたわけじゃなくて）

　完全に拒きよ絶ぜつされているわけじゃない！　コンビニ袋ぶくろを持って、横を通りすぎようとした阿雲に、千太郎は最後にもうひとつ声をかけた。せめて、次に繋げるために。

「ねえ、阿雲君！　……日曜の勝負が終わったらでもいいから、もっと聞かせて欲しいんだ。君のこと」

「！　……どうして？」

「そりゃ、興味があるからさ。君のこと」

「……。オレが勝ったら、そっちの部室はなくなるのに？」

　おもむろに足を止めて、振り返って阿雲は訊きく。千太郎はわずかに戸と惑まどった。

　が、「いや」と軽く頭を振った。

「そんなの、こっちが勝つさ。だから大だい丈じよう夫ぶ」

　──それは今の時点では、嘘でも真実でもない言葉。千太郎の本音である。しかし言ってから、しまったと後こう悔かいした。

（まずい！　こんなの、向こうの機き嫌げんを損ねるだけじゃあ!?）

　千太郎は最悪の事態を懸け念ねんした。けれども阿雲は、ふ、と苦笑いしただけだ。

「わかった。そっちが勝ったら、な」

　それは自信の表れか。そう約束して阿雲は、アパートの階段を上がって二階の部屋へと戻もどっていった。千太郎はアパートの前で、未いまだ灰色の嘘のよどみをまとわりつかせた、その後ろ姿を見送るだけだ。

「えっ。今の……約束、できたのか？」

　とりあえずそんなことを実感する。

　引き出せた情報はほとんどないが、それでもマイナスにはならなかった。

（いや、むしろ「そっちが勝ったら」ってことは。僕たちが日曜に勝てば、ちゃんと話ができるわけで！）

「そうか、よ、よし！」

　事態は多少好転したぞ、と千太郎は思わず周囲を見み渡わたした。パスティスの姿を追い求めたのである。だが、話し込んでそこそこ時間は経ったというのに、周りにはまだ制服のままである天使の少女は見られなくて。

「あれ？　パスティス？」

　もしや。と思い千太郎はその足で、アパートの建物を回り込んで、敷しき地ち内にある離はなれの方へと向かった。と、その前に金きん髪ぱつの天使少女はいた。

　両手がマンガで塞ふさがったまま、ドアが開けられず、離れの前で立ち尽つくして──。

「んー！　んっんー！　んんんんんん！」

「なにやってんだ……こいつめ」

　やってきた千太郎を見て、口に天使カードをくわえたパスティスが、必死になって訴うつたえる。何を言っているかさっぱりわからないまま、千太郎はどっと疲つかれを感じた。



「──えええ？　な、なんでそういうことになっちゃうわけえっ？」

「いや。僕だってびっくりだよ。まさか『勝負に勝ったら』なんてことになるなんて」

　自室の離れに戻って、千太郎はパスティスに阿雲との話の内容を教えた。椅い子すの背もたれを軋きしませながら、うーん、と改めて状じよう況きようを整理してみる。

「でも、こうなるのは自然な流れだったのかも。だって今の天野阿雲と僕の共通の話題は、そりゃもう部室争そう奪だつ戦せんのことしかないし」

「ふーん。まあ最低限、プラスには持っていけたわけね」

　天使カードの力で部屋着のジャージに着き替がえたパスティスが、定位置であるロフトベッドに腰こし掛かけて、白い天使手帳を取り出す。開いたそこから浮うき上がった『天野阿雲』の四文字は、まだそう大きくはなかった。

「アマノアクモの運命が戻せなくなるまで、まだ余よ裕ゆうはあるわ。でも、気を抜いちゃ駄だ目めだからね、センタロー！」

「わかってるって。しかし……前回は、一いちノの蔵くら先せん輩ぱいが自殺するってことが、ねじ曲がった運命の結果だったけど。今回は、どうなんだ？」

　阿雲の運命が、どう取り返しのつかない事態になるのだろう。千太郎にはわからない。

（【はじめまして】って嘘が、彼の運命を変えてる？　僕程度の出会いがよほど大切だってこと？　ほんと、さっぱりだ！）

「……それがわかれば、そっちからのアプローチもできると思うんだけど。うーん。でも、そうか。結末まで遠いってことはありがたい反面、どうなるか予測もできないってことかあ」

「とにかく！　明後日あさつての勝負に、勝てばいいってことでしょ？」

「ああ。絶対に負けられないよ」

　千太郎は深く頷うなずく。負ければマンガ部は廃はい部ぶ同然だ。それだけはさせられなかった。

（だって……もう、一ノ蔵先輩の泣き顔なんて、見たくないもんな）

　心の中でそう誓ちかい、千太郎は離れの部屋の壁かべを埋うめ尽くす、マンガの並んだ本ほん棚だなに手を伸のばした。そこから見つけてくるのは、ガンアクションもののタイトルである。

　明日あした、またマンガ部のメンバーと会う約束があった。それぞれの武器を買い出しに、皆と行くのだ。それまでにもう少し作戦のアイデアを、マンガからあさっておきたかった。

「やってやるさ！　マンガ部だけじゃない、天野阿雲の嘘も、まとめて！」

「そうそう、その意気よセンタロー！　ははん」

「……まあ普ふ通つうは、二に兎とを追う者は一兎をも得ず、って言うけどさ。いやいや」

　千太郎は椅子から立ち上がり、「ほら」とパスティスに追加のマンガを渡わたしながら、にやりと笑った。

「島○和彦先生の格言マンガ『大熱○』では、『二兎を追うくらいじゃ一兎も得られねぇってことよ!!　十兎くらい追ってみろッ!!』って台詞せりふがある。まさにそれだい！　いや二兎どころじゃなくて。この際こういう作業も、マンガのアイデア出しの勉強だと思えば！」

「あー、よくわかんないけど。やる気なのはいいことだと思うわ、うん」

「パスティス。お前もちゃんと渡したマンガ、チェックしとけよな？」

「う。や、やれるだけはやるわよ……」

　張り切る千太郎とは違ちがい、パスティスはしぶしぶといった感じで了りよう承しようし、ロフトベッドに寝ね転ころぶのだった。

　　　　




　翌日の土曜日。千太郎はパスティスをつれて、予定通りマンガ部のみんなと買い出しに行く。

「ねーねーセンタロー。これ、おかしくないよね？」

　駅前近くの広場で、翔しよう子こや香か澄すみ、越こし乃のと待ち合わせした。その際に、パスティスがしきりにそう訊いてくる。軽くつまんで気にするのは、着ている白いチュニックだ。

　何しろ天使の彼女にとって、私服姿は初めてなのだ。ずっとセーラー服とジャージとのローテーションだったためか、違い和わ感かんがあるらしい。

「あのな。だから、大丈夫だって」

　千太郎は念を押して諭さとした。彼女は適当にマンガのキャラから、「天使カード」の力で服をコピーしたようだが。姉が買ってきたシャツにジーンズといった千太郎より、よほどオシャレな雰ふん囲い気きだ。

「でもさあ。アタシ、ショーコたちともぜんぜん違うよ？」

「いや。そりゃ、同じ恰好でどうするんだよ？　みんなばらばらなのが普通だっての」

「ふーん。ガッコじゃ同じなのに？」

　前を歩くパンツルックの翔子や、スパッツ姿のスポーティな香澄、フリルのついたロングスカートの越乃を見て──パスティスが首を捻ひねる。

「なんか、変なのー」

「変じゃないんだってば……いいから、とにかく。今日はいろいろ初めてづくしかもしれないけど、おとなしくしといてくれよ？　他のみんなの目があるんだから」

「おーい！　久保タロー、なにやってんだ？　電車、来ちゃうぞー！」

　先に駅の改札に到とう着ちやくした香澄が、振ふり返かえって催さい促そくした。

　ここから電車に乗って、買い出しに出るのだ。もちろんすぐに千太郎も向かおうとする。だが。

「えーと、デンシャ？　デンシャってのは……？」

　白い天使手帳を取り出し、パスティスが検けん索さくを始める。「いいから！」と、そんな彼女を促うながした千太郎は、さっそく疲ひ労ろう感かんを覚えた。

（こ、ここから説明しなきゃいけないのか!?　いや、確かに天使の世界には、電車なんてないだろうけど！　ああああ）

　しかも、また切きつ符ぷの代金は自分持ちなのか──。そう思うとやるせない千太郎だった。



　結局──千太郎の予想通り、大変疲れた買い出しになった。

「う、うう……」

　電車に乗って、買い出しから駅前へと戻ってくる。その足で向かったのは、銀ぎん城じよう高校の生徒にも人気のある、ハンバーガーショップ『ザクザクバーガー』の店てん舗ぽだ。香澄が現在、週に一、二回程度のペースでバイトをしている店でもあった。

　そこの二階席の窓際で、千太郎はポテトを齧りながら泣きたくなる。買い出しの費用は部から出たものの、往復の電車賃にここでのお昼代と、散々な目に遭あったのだ。

　もっとも千太郎の貴重な小こ遣づかいを消費したパスティスは、隣となりで「あーん♪」と一番安いハンバーガーに、嬉うれしそうに食らいついていたけれど。

　本当は、午前中で買い出しは済んでしまった。そう悩なやむものでもなかったのだ。けれどもどうしても、この『ザクザクバーガー』に立ち寄る必要があった。

　なぜなら、ここでこの時間──連合を組んだ他の部と、打ち合わせの予定だからだ。

「！　来たようだ」

　ソファー席から腰こしを浮かせて反応するのは、招集の中心となった翔子である。その声に、はっと千太郎も、店の一階と繋つながった階段を見た。そこからぞろぞろと、ジュースやバーガーを載のせたトレイを手に、高校生らしき男女が何人もやってくる。今回の件に加わることとなった『軍事研究部』、『天文部』、『モデラー部』、『ＵＦＯ研究部』の面々である。

　総勢、二十名の団体だ。千太郎たちと合わせて、計二十五名──。これが連合チームの、選ばれた精せい鋭えいだった。

　もっとも、全員が文化系である。うち天文部とＵＦＯ研究部は、女の子ばかりという有様だ。それに男子も、ひょろりとしたのや太いのやら。

　マンガ部が言えたことではないが、明らかに戦力には不安が募つのった。千太郎のはす向かいに座った越乃が、「はうう～ん！」とおろおろする。

「あ、あのあのう。……このメンバーで、体育会系チームと戦うんですよね……？」

「そうだけど。だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、寒梅さん」

　千太郎は、自分にもそう言い聞かせる。

（だって、そのために──十分作戦は練ったんだから！）

　そして考えた作戦をうまく実行できるように、こうして事前に連れん携けいを取ることにしたのだ。「久保田クン！」と翔子が、副部長である千太郎を誘さそい、空いていた大人数用のテーブル席へと移動した。まず部長、副部長クラスの十人ほどで、作戦の確認をするのだ。食べかけだったポテトをパスティスに渡して、千太郎はいそいそと向かう。

　まさに準備は万ばん端たんだった。しかし──。

　　　　




「──なんてこった……！」

　夕方になり、千太郎はパスティスと二人で、アパート安楽満荘そうへと帰ってきた。が、離れの前で天を仰あおいで、千太郎は思わずぼやく。

　その手には、持っていった手て提さげ鞄かばんの中に入れておいた、一本の折りたたみ傘がさが握にぎられていた。離れのひさしの下に入って、さしていた傘かさをようやく降ろす。

　そう。今日は見事なまでの雨模様だった。しとしとと降る雨あま粒つぶが、私服であるシャツやズボンの裾すそを湿しめらせた。

「うひゃー！　冷たあい！」

　一いつ緒しよに濡ぬれたのは、千太郎の傘に入っていたパスティスだ。と、離れに入るや否や、彼女は「タンス」の天使カードを使用した。ぱあっ、という輝かがやきがパスティスを頭のてっぺんからつま先まで移動すると、一いつ瞬しゆんで着替えを終えてしまう。乾かわいたジャージ姿となった。

　けれども、どうやら濡れた髪かみはそのままなようで。

「へぷちっ！」

「ほら、タオル」

　千太郎は、離はなれに常備してあるタオルを一枚、貸してやった。「ありがと」とパスティスは受け取り、ごしごし頭を拭ふいた。

「ふふん。用意がいいのね、センタローって」

「マンガ描かくとき、手の汗あせを拭いたりするし。母屋おもやまで取りに行くの、面めん倒どうだろ？」

　自分もタオルでズボンの裾などを拭ぬぐいながら、千太郎はしれっと答える。そんなことよりも、視線は雨が降り注ぐ、窓の外の景色に向いていた。

「……これ、まずいよなあ」

　焦しよう燥そう感かんが胸の奥にわき上がる。それは先程まで、翔子や香澄、越乃と共に話していたことだ。──勝負は明日の日曜日だ。しかし雨天中止、なのである。

「晴れてくれないと困るんだけど……！」

「どうなるの？　この天気って」

「いや、こっちが聞きたいっての！」

　千太郎は頭にタオルをのせたまま、自分の定位置である椅い子すに腰掛けた。と、机の上に手を伸ばせば、小型のラジオがそこにあった。ＡＣアダプターで繋がった、千太郎の愛用品だ。音楽にほとんど興味のない千太郎だが、マンガ作業のときはたまにラジオをつけたりする。それは尊敬するマンガ家の島○和彦先生が、ラジオ好きということもあるのだが。

　千太郎はラジオのスイッチをオンにした。適当にチューニングすると、やがてちょうど天気予報が聞こえてくる。

『……明日、東京の降水確率は五十パーセントでしょう』

「ご、五十？　また微び妙みようだなああ」

「？　なになに、どういうこと？　センタロー」

「いや……明日が雨の確率は、五分五分ってことだよ」

　人間界の知識に疎うといパスティスに千太郎は説明しながら、椅子から離れた。部屋の窓際に立ち、空を見上げる。

　ちょうど二階建てのアパートとの間に、どんよりと曇くもった雨雲の姿が見られた。

（ほんとに明日、勝負ができるんだろうか……もし、できなかったら！）

　それでマンガ部はお終しまいだ。そればかりか、せっかくこぎ着けた阿雲との約束も反ほ古ごになってしまう。千太郎は今日会った、翔子たちの顔を思い出していた。皆、ザクザクバーガーの二階席の窓から、降り続ける雨に憂ゆう鬱うつな表情を隠かくさなかった。

　と、そのとき。千太郎は、はっと呼吸を忘れる。視線を向けていた、安楽満荘の二階の窓に、千太郎にしか見えない灰色のよどみが見えた。

　そこにいたのは、あの天野阿雲だ。たまたま千太郎と同じように、部屋の窓際に立ったらしい。と、彼はおもむろに視線を下げて、偶ぐう然ぜん千太郎と目が合った。ちょっと驚おどろいたように身じろぎする。千太郎もだ。しかし──しばらくして何もなかったかのように、阿雲は窓際から姿を消した。

　それは余よ裕ゆうの表れだろうか？

「……くっそおー！」

　千太郎は悔くやしくて、歯は噛がみする。明日あしたのためにできることはもう全部、やったはずだ。手は尽つくした。けれどももしかしたら、勝負をする前に敗北が決まるかもしれない。

　こんなに情けないことはなかった。

「センタロー……」

　そのことをパスティスもわかっているのか。嘆なげく千太郎に、あえて何も言わなかった。

　　　　




　そして、決戦の日曜日がやってくる。

「う……ん……！」

　小うるさい電子音が、耳元で鳴っていた。千太郎の仕し掛かけた携けい帯たい電でん話わのアラームだ。

　そろそろ暖かくなってきたため、寝ねるときはシャツとジャージのズボンだけという恰好の千太郎は、ロフトベッドで目を覚ました。もぞもぞ動いて枕まくら元もとに手を伸のばし、アラームを止める。さらに眼鏡めがねを捜し出して、目を瞬しばたたかせながらかけた。

　すると──見えたのは、明るい離れの自室内だ。

「えっ……あ！」

　千太郎は布団をはね除けて飛び起きる。ロフトベッドから梯子はしごも使わず飛び降りて、フローリングの床ゆかに着地した。足がじん、と痛んだが関係ない。そのまま離れの窓の、カーテンを全開にする。

　その向こうに広がっていたのは、昨日とは打って変わって晴はれ渡わたった空だった。

　透すき通とおるような青空の端はしに、昇のぼったばかりの朝日が燦さん々さんと輝いている。

「晴れた。晴れたんだ……。や、やったあ！」

　千太郎は思わずはしゃいだ。からりと窓を開け放って、もう一度間ま違ちがいがないか確かめる。昨夜まで降り続いた雨のせいで、まだ地面は濡れていたけれど、雲ひとつ見えない晴天だった。よし！　と千太郎に気合いがみなぎる。

「これで不戦敗だけはなくなったあ!!　なあ、パスティス！　──あ、あれ？」

　思わずはしゃいで振り返った、さっきまでいたロフトベッド。そこに、いつも一緒にいるはずの天使の少女の姿はなかった。は？　と千太郎は驚いてしまう。

「パスティス？　ど、どこに？」

「……こっちよ、センタロー」

　と、ふいに彼女の声がした。なんと頭上からである。窓の外に身を乗り出していた千太郎は、そのまま上を見上げた。

　そこに、離れの屋根からぶら下がった二本の露あらわな足があった。うわ！　と千太郎は赤面する。そんなことなどお構いなしに、ふわっ、と屋根から降りてくるのは──最初に出会ったとき以来の、天使の恰好をしたパスティスだった。その背中からは翼つばさが生え、頭には輪っかが輝いている。

「！　な、なにしてんだよ、お前？　その恰好って……」

「だってカードに封ふうじたままだと、理力の同時使用は難しいんだもん。しょうがないでしょ」

　そう告げたパスティスは、妙みように暗い顔をしている。と、その手元には何と、見たことのない天使カードが握られていた。

「へ？　そのカードって？」

　千太郎は天使カードに描かれていた絵え柄がらに、興味を覚える。それは真っ黒な雲のようだ。「これ？」とパスティスが、カードをひらひらさせて見せびらかす。

「……アタシに感謝しなさいよ、センタロー」

「はあ？　な、なんで？」

「だって。これだけはしたくなかったけど……。仕方がないから、アタシの天使ポイントをはたいて、この『気象封ふう印いん』のカードを使ってあげたんだからね！」

「気象、ふう──なんだってえ!?」

　どういう意味？　と千太郎は目を丸くする。しかしその絵柄からすぐにわかった。

「あ、そうか！　もしかしてそのカードの中に、雨雲をまるごと封じ込こめた、ってこと？　う、嘘うそだろ!?」

「ふんだ、嘘じゃないわよ。キミにはわかるでしょ？　ほら」



    

  
    
      「！　確かに……嘘の文字は、見えない──」

　それはつまりパスティスが本当のことを言っている証しだ。千太郎は驚きよう嘆たんする。

「って、天候を操作するとか。そ、そんなこと!?」

　──できたのか？　と問いかける前に、千太郎は思い出す。

「てことは──『ど○でもドア』みたいな、行きたい場所へ瞬しゆん間かん移動できるカードとか、持ってるってことか？」

「そりゃ一応、あるにはあるけど……」

　いつぞや遅ち刻こくしかけたときに、そんな会話をしたことがあった。なるほど、パスティスの言うとおりだったわけである。

「言っとくけど、今回は特別だからね？」

　唖あ然ぜんとする千太郎の前に、パスティスが開けた窓から離れの中に入ってくる。その彼女は、「うう」と涙なみだ目になっていた。

「状じよう況きようが状況だから、仕方なくアタシの人間界に来てからこつこつ溜ためてた日当のポイントを、全部突つっ込むはめになったんだから！」

「に、日当う？　そんなことになってるのかよ？」

「そりゃアタシだって、ただ働きでキミの側にはいないわよ。けど今回、カードの使用申しん請せい手続きも大変だったんだからね！　自然現象にまで働きかけるカードなんて、ほんと高ランクなんだから！　それでもガッコを中心にこの辺りくらいまでしか、雨雲を閉じ込められてないけど。一応姿を消して飛び回って、できるだけ封じてはみたけどさー。はあ」

「あ。それで」

　輪っかと翼が同時に必要になったのか。千太郎は納得する。

「でも大だい丈じよう夫ぶか？　一時的に雨雲を封じただけなら、また雨が降ったりなんてことは？」

「平気よ。一日くらいなら維い持じできるわ。……アタシの天使ポイント、どんどん消費していくけどね。ううう」

　と、天使の少女が嘆いたとき。ロフトベッドに残してあった千太郎の携帯電話が、メールの着信音を奏でた。

　マンガ一筋で友人の少ない千太郎に、メールをくれる相手なんて限られている。宣伝メール以外ならもしかして、と千太郎はロフトベッドへ手を伸ばし、携帯電話を掴つかみ取った。

　その液えき晶しよう画面に表示されたのは、『一ノ蔵先せん輩ぱい』の文字だ。

「先輩からのメールだ！　ええと……『もう起きているか？　生徒会長から打だ診しんあり。本日、勝負を決行する』だって！　よおし！」

「なに？　じゃあアタシのやったこと、ちゃんと報われたのね？　よ、よかったあー！」

「──ありがとう。パスティス」

　千太郎は改めて、きちんと天使の少女に礼を述べた。

　パスティスが、少し照れたような表情を浮うかべる。

「べ、別に……だって、ほら。……五百円」

「は？」

「だから、五百円だってば。センタローにはそうやって、お金もらったりするじゃない？」

「あ、まさか。そのお返しってこと……？」

　思ってもみなかった言葉に、千太郎は息を呑のむ。パスティスにも、意外としおらしい一面があったのだ。

　しかし、さっきまで半泣きだったのはどこへやら。天使の少女は「ふふーん！」と胸を張った。

「御ご利り益やくだと思ってくれればいいわよ、センタロー！　それよりアタシがこれだけやってあげたんだから。絶対、勝ちなさいよね！」

「……正直、昨日もハンバーガーおごってるから、五百円どころじゃないけどな？」

「うっ。な、なによー」

「いや、ありがと。もちろんやれるだけやるさ！　……って他ひ人と事ごとみたいに言ってるけど、お前も参加するんだからな、パスティス？」

「──わ、わかってるわよ」

　パスティスがそう返す。けれどもその瞬間、彼女の口から【わかってるわよ】の赤い文字が飛び出して──。

（嘘かよ!?　おい！）

　すっかり忘れてたな？　とは思ったものの、今回くらいは大目に見てやる千太郎だった。



    

  
    
      　ネーム６　その『展開』はまるで、コマの省略のように






　かくして、予定通りの午前九時頃ごろ──。銀ぎん城じよう高校に、総勢五十名以上の生徒たちが集合した。

　日曜日だというのに、正門は開放されている。校舎の正面玄げん関かんは閉まっているので、その前で学校指定の体操着を着た者たちが、二手にわかれて集まっていた。当然、家からこの恰好だ。

　千せん太た郎ろうも、ジャージのズボンに半はん袖そでシャツで登校した。部屋着のものではなく、もちろん学校で使っているヤツだ。パスティスも同じ恰好で側にいる。

「はい！　自由格かく闘とうクラブの方は、奇き数すうのゼッケンを～！　文化系クラブ連合の方は、偶ぐう数すうのゼッケンをつけてくださいですウ！」

　その間を制服姿で、三つ編みをぴょこぴょこ跳はねさせて走り回るのは、生徒会書記の塙はなわ風吹ふぶきだ。抱かかえ込んだ段ボール箱の中から、人数分のゼッケンを配っていく。

　千太郎たちもゼッケンを受け取り、つけた。千太郎は「２」で、パスティスは「８」だ。胸と背中の両方に数字が張り付くタイプであり、これなら水みず鉄でつ砲ぽうでどちらからでも狙ねらえるだろう。

「ういっす！　やったるぜーっ！」

　もらった「４」のゼッケンどころか、どこからか持って来たハチマキまで締しめて、人一倍気合いを入れるのは香か澄すみだった。彼女は興奮した目つきで、きっ、と千太郎たちを睨にらむ。どうにもアドレナリンが止まらない、という感じだ。オタクではあるが、気き質しつは立派に体育会系なのである。

「久く保ぼタローも今日は、死ぬ気で張り切るんだぞ？　──パスちんも！」

「あ、ああ。わかってるよ」

　有無を言わせぬ迫はく力りよくの香澄に、千太郎は頷うなずくしかない。いきなりあだ名で呼ばれたパスティスも、「ぱ、ぱすちん？」と目を瞠みはるばかりだ。

　──一方、今回の勝負を提案した張本人である翔しよう子こは、千太郎たちと一いつ緒しよにいない。さっきから、連合を組んだ『軍事研究部』、『天文部』、『モデラー部』、『ＵＦＯ研究部』の各部長と、集団に隠かくれて最後の打ち合わせをしていた。

（そうだよ。僕たちが勝つには、念には念を入れて作戦を詰つめておく必要があるわけで！）

　何しろ、相手は空手、柔じゆう道どう、ボクシングといった体育会系の猛も者さたちだ。そのほとんどが不良生徒で構成されているためか、本気で取り組んでいる者は少ないだろう。けれどもざっと見ただけで、体格のいい者たちがごろごろしていた。文化系クラブの集合体である自分たちとは、比べるまでもない。

　中にはなんと、剣けん道どう着ぎを着ている者もいた。あの巨きよ体たいは、阿雲と戦った剣道部主将だ。わざわざ武道館で着き替がえて来たのだろう。その上からゼッケンをつけている。

　だが、見覚えのある相手はそれだけではなくて──。

「あのあのあの、久く保ぼ田たクン……そのう」

「えっ？　あ、寒かん梅ばいさん」

　ふいに背後からそう声をかけられ、千太郎は振ふり返かえる。そこに、いつの間にいたのか。「６」のゼッケンをつけた越こし乃のが、もじもじしていた。と、彼女はその指で、自由格闘クラブの集団を示した。なに？　と千太郎が、その方向を見ると。

「……へ？　ご、後ご藤とう田だ君ん!?」

　そこに、ぶすっとした顔で交ざっていたのは、赤い髪かみを逆立てた少年──クラスメイトの影かげ虎とらだった。千太郎はびっくりする。

「な、なんで彼が参加してんの？　いや、でも確かに、空手部ではあったはずだけど……」

「はうん！　あ、あのね……三年生の人から急に、押しつけられたとかなんかで」

　一緒に登校してきたの。と、影虎とは幼なじみの少女が小声で言った。

　確かに、越乃の言うとおりだ。どうにも面めん倒どうくさそうに、影虎は眉まゆをひそめて佇たたずんでいる。苛いら立だっているのは丸わかりだ。それを目にした瞬間、狙われそう、と千太郎は思ってしまった。つい、側にいるパスティスの陰かげに移動してしまう。

「？　なによ、センタロー？」

「いや……なんとなく。はは、は」

　本当に、本能的な行動だった。千太郎は越乃にも、引きつった笑みを返す。と、彼女ももしかしてそう思ったから、警告のために影虎がいることを教えてくれたのだろうか？

（きっと、そうだ。うん）

　だとしたら、お礼を言っておかなければ。千太郎は改めて、越乃に声をかけようとした。が、そのとき。

「そろそろ、時間だ」

　まだ準備で奔ほん走そうする書記の風吹を尻しり目めに、そう切り上げるのは──灰色の『嘘うそ』のよどみを纏まとった美少年、天あま野の阿あ雲くもだ。体操着の上から「１」のゼッケンをつけた彼は、腕うで時計で時刻を見て、文化系クラブ連合の方へと歩いてくる。

　それは、こちら側のリーダーである翔子と対面するつもりだったのか。しかし翔子はまだ奥にいたため、かわりに近くにいた千太郎の前で、阿雲はふと足を止めた。

　そこにくっついてくるのは、彼にべったりの彩いろ葉はである。彼女は阿雲にかわって、千太郎たち総勢二十五名を見回した。

「ふん、よく挑いどんでこられましたわね？　こんな面子メンツで」

「……彩葉」

「だって、阿雲。もう勝負の前から、勝ち負けははっきりしてますの！」

　阿雲が一言制したが、嘲あざけるように彩葉は笑う。それから彼にしなだれかかったまま、あかんべーをした。

「あなたがたなど、わたくしの阿雲が雑草のごとく、踏ふみつぶして差し上げますわ！」

「──『雑草などという草はない！』」

　すると、そんな一いつ喝かつが飛んだ。

　その言葉に千太郎は、はっとさせられる。それは話を終えてやってきた、翔子が発したものだった。たまたま千太郎と同じ「２」のゼッケンをつけた彼女は、阿雲と正面から対たい峙じし、彩葉を真っ直ぐな瞳ひとみで見つめ返す。「な、なんですの」と彩葉が怯ひるんだ。

「さすがですね、先輩！」

　そこに、つい反応してしまうのは千太郎だ。なぜなら──。

「今の、山○貴由先生のヒーローマンガ、『覚悟のス○メ』の台詞せりふですよね。そうですよ！」

　うんうん、と千太郎は何度も頷いてしまう。

「勝つか負けるかなんてやってみなくちゃわからない。いや、それこそ『覚悟のス○メ』の『負けることは恥はじではない！　戦わぬことが恥なのだ！』ってヤツですよ。……あれ？」

　と、千太郎はふと、あることに気付いた。阿雲のかわりに啖たん呵かを切った彩葉だが、彼女の胸にはゼッケンがつけられていないのだ。

　そこに、ふう、と汗あせを拭ぬぐって段ボール箱を抱えた風吹がやってくる。

「待ってくださいですウ！　人数の確認をしてから始めますから……ええと。これでそれぞれ二十五枚ずつ配ったはずなんですけどお？　一枚足りなかったですかあ？」

「わ、わたくしはいいんですの！　参加しませんから！」

　彩葉が気き恥はずかしそうに否定する。そうですか、と引っ込んだ風吹だが──千太郎たちは、きょとんとしていた。

「なんですの？　別に、これだけの人数がうちにはいるんですから！　わたくし一人が加わらなくても、平気ですわ！」

　千太郎に『戦わぬことが恥』と言われた直後のせいか、彩葉はいっそう赤面する。

「だ、だいたい！　わたくしがこういうことに向いてるなら、最初から自分で道場の跡あと取とりになってますわ！　……かわりに阿雲、叩たたきのめしてやってくださいましね！」

　なるほど、どうやら彩葉は運動能力にさっぱり自信がないらしい。いきましょう！　と阿雲の腕を引っ張って、とりあえず退散していく。

　やれやれ、と千太郎たちは思わず顔を見合わせたが。

「……へ、変に焚たきつけたかなあ？」

「ン。平気だろう」

　翔子が苦笑いして答える。

「ちなみに、久保田クン。さっきのは別に、『覚悟のス○メ』の台詞ってわけではないぞ？　もとは、昭和天皇の言葉だし」

「へ？　そ、そうだったんですか!?」

　知らなかった、と千太郎は衝しよう撃げきを受ける。マンガ以外の知識はさっぱりなのだ。

　その横で、ふーん、とパスティスが相づちを打った。

「テンノウってあれでしょ？　えーと」

「それ以上言うな。ややこしいから」

　皆みなまで聞かずに千太郎は遮さえぎった。む、とパスティスは不満そうな顔になったが──ちょうど、そこに。

「はい！　参加人数の確認はできたわ。勝負のレギュレーションについて説明するから、ちゃんと聞きなさい！　よくて？」

　ぱんぱんと手を叩いて注目を集めたのは、体操着の集団の中で目立つ制服姿の、『ロリ会長』こと山やま田だ丹に色しきだ。スカートの下にジャージの下だけ重ね着するというスタイルで、みんなより頭ひとつぶんは背の高い副会長、等々力とどろき早そう生せいに肩かた車ぐるまされている。

　それがちっともいやらしく感じないのは、「父親と子供」みたく見えるからか。いい？　と構わず丹色が、小さな拳こぶしを振り上げる。

「こっちで、各自の提出した領収書はチェックしたわ！　どちらも指定金額以内に収まっていたので、問題なしよ。ただ」

　と、なぜかそこで丹色が一度、話を区切る。早生の上から見つけるのは、翔子の姿だ。

「マンガ部部長！　……ほんとに、あれでいいのね？　領収書にある、部品だ──」

「ン！　こちらは少しも問題ない。金額も足が出ていないし、ルールの範はん囲い内だろう？」

　途と中ちゆうで丹色の言葉を遮り、翔子が答える。なんだ？　と訝いぶかしむのは、阿雲たち自由格闘クラブの面子だ。しかし「そう」と納得した丹色は、いちいち中身に触ふれなかった。丹色が面めん倒どくさがりなのも、実は作戦のうちなのだ。そう、すでに勝負は始まっている──。

「じゃあ、はい。早生くん、お願いするわ」

「……まず、勝負の監かん視し役として、各委員会からわざわざ何人か手伝いに来てもらいました。我々のように、制服姿の者がそうです。すでに、指定した場所に配置しました。全員が、両チームの誰だれが撃うたれたのかをチェックします」

　自分の制服姿を指し示して、丹色を担いだ早生が言う。

「ただし、図書委員からの選出は行いませんでした。これは、今回の発起人であるマンガ部の部長が、図書委員だからです。なるべく公平な審しん判ぱんができるよう配はい慮りよしています」

　あ、なるほど。と千太郎は理解する。そういえば翔子は図書委員だった。そこをきっちり押さえてくるあたり、生徒会は本気で公平にジャッジを下す気なのだろう。

「それに──誰が倒たおされたか、の伝達ですが。それには生徒会用の『ツイッター』を用意しましたので、そちらを各自、携けい帯たい電でん話わで随ずい時じ確認してください。各委員が、どこでどちら側のチームが何人倒されたのか、書き込むことになっています」

「そう、それ！」

　そこに続いて、びしっ、と指を突つきつけるのは丹色だった。

「ツイッター登録して、『銀城高校生徒会』で検けん索さくすればすぐヒットするから！　リアルタイムで勝負の情報が欲しい人は、ちゃんとうちをフォローしておくこと！　いいわね？」

「は？　つ、ついったーって……！」

「ねえねえセンタロー。なに？」

　さっそく携帯電話を取り出して、阿雲側の陣じん営えいも千太郎たちの仲間もいじり始める。

　が、置いてけぼりなのは千太郎とパスティスの二名だ。まったく無知な天使の少女が訊きいてくるが、残念ながら千太郎も、マンガ以外の流は行やりものにはてんで弱い。一応、自分の携帯電話は出すものの──。

「名前は聞いたことあるんだけど。確か、ネットのホームページみたいなもので……」

「なんだよ久保タロー、今時ツイッターわかんないわけ？　ま、久保タローらしいけどね」

　にはは、と笑って千太郎が困っているのに気付いたのは香澄だった。その後ろで「あのあの」と、越乃も何か言いたげだったが、それより先にひょいと手を伸のばす。貸してみ？　と香澄が千太郎から携帯電話を取り上げた。

「こんなもん簡単だってば。ホームページってよりは、チャットみたいなもん？　自分勝手に短い文章を載のせて、『呟つぶやける』んだって。ほら、これ登録ページ！　ここに名前とケータイのメールアドレス、それにパスワードを打ち込んだらすぐ使えるぜ。あ、名前は一応、本名はやめといた方がいいと思うけど？」

「ああ、うん。すぐやるよ。そうか、じゃあ……」

　返された携帯電話を手に、千太郎は少し考えてから、名前を『１０００ＴＡＲＯ』にして登録を終える。すぐに、書き込み用の画面に変わった。

　そこからさらに、自分の作業はさっさと終えた香澄が手早く指導する。

「ほら。それができたら『検索』の部分に、うちの生徒会の名前を入れればいいんだって」

「なるほど。銀城、高校、生徒会、っと──おお、これ？」

「そこをフォロー、つまり自分のページとリンクさせればいーの。しなくても見るだけならできるけどさ、まあ一応」

「ははあ。ありがと、八はつ海かいさん！」

「どうってことないって！　にへへ。……それよりこれが終わったら、あたしともフォローし合おうぜっ？」

　香澄がつんつん、と千太郎をつっついてくる。もちろん千太郎に断る理由はない。うん、と簡単に了りよう承しようした。

「それはいいけど。たぶん僕、あんまり使わないぞ？」

「……もー、久保タローったら！　ほんっと、こういうのに疎うといんだからあ～」

　香澄が少し臍へそを曲げた。一方、先程からなぜかそわそわしていた越乃も、一人がっくり肩かたを落おとした。

「どうしたの？　寒梅さん？　……ああ、寒梅さんもツイッター、わからないの？」

「はううん！　そ、そうじゃない、けど～」

「どれどれ、コッシー？　──なあんだ、ばっちりじゃん！」

　越乃の携帯電話を横から覗のぞき見みて、香澄が太たい鼓こ判ばんを押した。

　そんなことより問題なのは、千太郎の側にいるもう一人のメンバーの方で。

「じゃあ次、パスちん！　って、あっ！」

　パスティスに話を振ふって、香澄はあることを思い出す。天使の少女は当然だが、携帯電話を持っていない。そのことはマンガ部部員なら、みんな知っていることだった。

　表面上は「親のしつけが厳しくて」ということになっている。

「ど、どうすんの？　パスちんってばあ！」

「へ？　いや、アタシは……そんなこと言われてもっ」

「あー。だったら僕が、パスティスと一いつ緒しよに行動するから」

　と、すかさず提案するのは千太郎だ。

「ほら。作戦上、八海さんも寒梅さんも、一ノ蔵先せん輩ぱいもポジションが決まってるだろ？　でも僕なら」

「そっか。一応、フリーなんだっけ？」

「……。まあ遊ゆう撃げき手しゆって言えば、聞こえはいいんだけどね」

　香澄に苦笑いを返し、千太郎は小さな溜ため息いきを漏もらした。本当はあまり役に立ちそうにないので、ポジションが決まっていないのだ。

　そこを「まあまあ」と慰なぐさめてくるのは、なんとパスティスである。

「しょーがないんじゃない？　人間ってちっぽけなんだから、それぞれの役割をこなせばいーのよ！」

「言っとくけどパスティス、遊撃手なのはお前もだぞ？」

「うぐっ！　……ど、どうせそうでしょうとも」

　戦う前からなぜか意い気き消しよう沈ちんしてしまう、千太郎とパスティスだった。──そこに、決戦のときが告げられる。丹色が頃ころ合あいを見計らい、またもや手を叩いて注目を集めた。

「みんな、準備できたみたいね？　ならルールの確認をしとくわ！　ええと、早生くん！」

「はい。各自、ここから校内の東西にわかれて、待機してください。五分後に勝負開始です。審判役の見ている前で、自由に撃ち合ってください。どんな理由にせよゼッケンの前後、どちらかが濡ぬれた時点で『死亡』扱あつかいにします。審判に所属を告げて、ツイッターにて報告をしてもらってください。その後はゼッケンを外して、戦せん闘とうには参加しないこと」

　丹色を肩車した早生が、よどみなくこの場にいた全員に通達する。

「戦いは片方のチームが全ぜん滅めつするまで、です。ただし、時間制限も設けました。正午をもって、タイムアップを宣告します。その際、生き残った人数が多い方を勝ちとします」

「え、時間制限？」

　生徒会側の説明に、千太郎たちは少しざわつく。

　だが、当然の配慮だろう。丹色が体格のいい早生の上から、ひらひらと手を振った。

「十二時でいいでしょ？　だって、お昼ご飯くらい食べたいもの！　ワタシが決めたの、文句は言わせないわ。よくて？」

　そう宣言されては、誰も文句は言えない。かわりに阿雲の側で、彩葉が息巻く。

「構いませんわ！　どうせ、そんなに時間もかからないでしょうし。ねー、阿雲？」

「…………」

　阿雲は何も答えなかったが、かわりに用意した水みず鉄でつ砲ぽうを握にぎりしめた。一人頭五百円できっちり買いそろえたのか、自由格かく闘とうクラブ側全員と同じものだ。上部に大きめのタンクがついていて、ポンプアクションで内圧を高め、勢いよく水を噴ふき出す代物である。もちろんその中には、すでに水がたっぷり入っている。

　それを踏ふまえて、早生がルールの補足をした。

「水鉄砲の撃ち合いについて、ですが。まず、校舎内には入らないこと。これは、校舎内まで使うと広すぎて、審判の人数が足りなくなるからです。大たい抵ていの入り口は鍵かぎがかかっているので、その心配はないと思いますが、一応。それからもし窓ガラスなど物品を壊こわした場合、チーム内で弁べん償しよう、およびそのプレイヤーはその場で失格とします。相手に怪け我がをさせるような真ま似ねをしても、同様です。また、水の補給は当然、校庭内の水飲み場などを利用してください。補給中に撃たれても、当然『死亡』扱いです。どんな理由でも濡れたら、即そくアウト。これは絶対です。──昨日の雨でまだ水たまりのある箇か所しよも多いので、転んで濡れないよう注意してくださいね」

　そんなところですか。と、ようやく早生が話を終える。「よくって？」と丹色が、肩かた車ぐるまされた上からみんなを見回した。総勢五十名の参加者たちから、特にルールについての不満は出ない。ちらりと顔を見合わせるばかりだ。

　それとは別に、くすくすと嘲ちよう笑しようが生まれていた。それは阿雲たちのチームの何人かだ。

　文化系連合チームと違ちがい、百パーセントがっしりとした体つきの男子で構成される彼らは、勝利を確信しているかのようだ。何しろ半分ほどが女子である千太郎たちのチームは、明らかに弱そうだった。

　──さらに多くがその手に持つのは、阿雲たちの装備と比べれば、とんでもなく貧弱な水鉄砲だ。「あんなのしか買えなかったのかよ」「楽勝じゃね？」という声が、嫌いやでも千太郎たちに聞こえてくる。だが、文化系連合チームは誰だれ一人ひとり動じない。これでいい、のだ。

　だから。

「では、コイントスで陣じん地ちを決めるわよッ！」

　丹色が互たがいの代表者に、前へ出るよう求める。もちろん翔しよう子こと阿雲が対たい峙じした。丹色が十円玉を取り出してくる。

「表と裏──。投げて出た面が、東か西の好きな陣地を選べるわ。どうする？」

「オレは、どちらでも」

　阿雲が男らしく、コインの選せん択たく権を譲ゆずった。翔子が少し思案して──やがて。

「では、表だ」

「わかったわ。えい！　……あら!?」

　威い勢せい良よく丹色が十円玉を放つが、うっかり受け損ねて落としてしまう。それは肩車をしている早生の頭に当たり、跳はねて、地面へと落ちた。ちょうど側に控ひかえていた風吹の方へ転がって、「あわわわ!?」と彼女は慌あわてて避よけることになる。

　銀城高校正面玄げん関かん前の、荒あらく舗ほ装そうされたコンクリートの上。そこで、十円玉はぱたりと倒れた。その面は「10」と書かれた方である。──裏側だ。

「オレの勝ちだ。なら……西で」

　阿雲が陣地を選択する。これで決まりだ。丹色が最後に、開始を告げた。

「では、五分後に合図するわ！　各自、東西に解さぁんッ!!」

　　　　




「えーと、向こうが西ってことは、アタシたちは東で。……東は、太陽が昇のぼる方だからあ」

　そんなことを呟きながら、パスティスがまず太陽を見る。が、もちろん他の生徒たちはすぐ動いた。ぱっ、ときれいに二手にわかれて、総勢五十名の生徒たちが散開する。

「こっちだっての！」

　千太郎が、ぐずぐずしているパスティスの手を引いた。自分たちの陣地である、校内の東側ならすぐわかる。

「マンブの部室があるのが西側！　東はその逆の、運動部の部室棟とうがある方だって！」

「あっ、そ、そうなの？」

「なんでわかんないんだよ、いつも部室から西日が見えてるだろ？」

「うー、だってえ。三次元的に言われても、わっかんないんだもんー」

　不満げに唇くちびるを尖とがらせた天使少女だったが、おとなしく千太郎について走る。やがて二人は他の文化系連合チームの生徒と共に、広いグラウンドを突つっ切きった。

　残念ながら、阿雲が西側の陣地を選択したのは正しい。あちらは校舎の奥に当たり、身を隠かくす場所が多い。見晴らしのいいグラウンドがほとんどを占しめる、東側とは大おお違ちがいだ。

　だから千太郎たちが目指すのは、その最果て。運動部の連中が使用している、部室棟の裏側だ。プールにテニスコートが隣りん接せつしたここで、ようやく皆みなが足を止める。

　はあはあと、誰だれもが息を切らしていた。千太郎も少し走っただけなのに、顎あごが出る。

　と──今いま更さらはっとするのは、繋つながった手のぬくもりだった。一緒に走ったパスティスの上じよう昇しようした体温が、手のひらに伝わってくる。ばっ、と千太郎は慌てて手を離はなした。

「ご、ごめん！」

「？　なにがよ、センタロー？」

「……。お前ってさ、ほんっと──いや、まあいいけど」

　意識した自分の方が馬ば鹿からしくなる。千太郎は気を取り直して、自分の周囲を確認した。

（それにしても、マンブの部室と真逆の陣地になるなんて。ううん……でも）

　どっちに決まってもいいように準備はしていた。千太郎は冷静になる。

（むしろ、自分たちの部室を取り返す、と思えばいいんだ！）

　それに有利なこともあった。ここはすぐ横にＪＲの線路があった。日曜だがもちろん電車はひっきりなしに通っている。その音で、こちらの気配は殺せるのだ。

　──そんな中、集まったチームのみんなが動き出す。部室棟の側にある、水飲み場に取り付く生徒たちがいた。何人かと協力して、部室棟の屋根の上に登る者もいる。

　部室棟は、プレハブ造りの二階建てだ。ところが隣接した用具倉庫だけは、平屋のコンクリート製だった。頑がん丈じようなその上に這はい上がり、横にそびえるプレハブの壁かべに身を隠し、待まち伏ぶせする作戦だ。

　それを見ていた一人の審しん判ぱん役が慌てるが、問題ない。「建物内には入らない」のがルールであり、丹色とは事前に話が付いていた。審判の生徒も、すぐに諦あきらめる。

　これがマンガ部主体で考案した、作戦のひとつ──。

「作戦名『ゴ○ゴ13』は、うまくいきそうだなあ」

「？　なにそれ？」

「おま……だから作戦は、暗号代わりにマンガのタイトルで呼び合う、って決めただろ？」

　読んでないのかよ！　と千太郎はパスティスを非難する。

「さいとう・た○を先生の有名スナイパーマンガ、『ゴ○ゴ13』だよ！　それにあやかって、軍事研究部の部長があそこで、スナイパー役に徹てつするんだっての！」

「あー、あーあー。そ、そうだったっけ？　あはは」

「貸しただろ？　昨日さあ！」

「お、覚えてるわよ？　あの、最初だけよくしゃべってたのに、いつの間にかほとんど無口になっちゃったゴ○ゴでしょ？」

「あのな。そういう覚え方するなよ……！」

　やれやれ、と千太郎は思うものの、確かに記き憶おくしていたらしい。その言葉に『嘘うその文字』は見られなかった。──と、そんな千太郎たちを見て、「しーっ」と上からジェスチャーしてくるのは軍事研究部部長だ。

「騒さわぐな、素人しろうとどもめ。……心配ない。このジブンが、近づいてくる敵を全て殲せん滅めつしてやるさあ！　クックック」

　モノクロの都市迷めい彩さい柄がらのバンダナを巻いた、三年生の男子生徒、谷たに川がわ岳たけ流るだ。叱しかられた千太郎たちは口をつぐむが、その様子を見下ろして、岳流はにたりと笑った。隠し持もってきた真っ黒な、サブマシンガン型の電動式ウォーターガンに「なあ愛しのウージーちゃん♪」と頬ほおずりする。中古ショップでプレミア価格の付いていた、連射のできる逸いつ品ぴんらしい。

　しかし、部長のそのちょっと危ない性格が災いしてか、軍事研究部──通つう称しよう『軍部』は、なかなか人が集まらない弱小クラブになっているのだ。

　それはともかく、常つね日ひ頃ごろからサバイバルゲームに興じている、岳流の腕うで前まえは頼たのもしい。

　そのために千太郎たちは、あえて自分たちの軍資金を割いて、遠えん距きよ離りまで連射できる銃じゆうを岳流に与あたえたのである。──これが、千太郎たち文化系連合チームのほとんどが、百円ショップで購こう入にゆうした安い水鉄砲を持つ理由だった。

　ルールは「一人あたり五百円」だ。それを逆手に取り、チーム内でうまくやりくりしたのである。領収書のチェックで丹色が翔子に訊きいていたのは、そういうことだ。

　そして──部室棟の周辺で待機するのは、ほんの十名以下である。その中に、リーダーである翔子もいない。

　彼女はある役目を果たすために、別の配置についているのだ。

　そう、用意した作戦は、『ゴ○ゴ13』だけではないのだ。

「とにかく、僕たちも準備するぞ！　あと一、二分で始まりの合図もあるだろうし！」

　千太郎はパスティスを誘さそい、部室棟の脇わきにあるゴミ捨て場に向かった。

　残念ながら千太郎は、専用の持ち場を与えられなかった。というのも、何しろ「眼鏡めがね」がある。激しく運動するには不向きで、それでいて外してしまえば遠くが見えない。撃うち合いで勝つ見込みは、まずなかった。

　だからかわりに、その他の仲間のサポートに回る。自分たちがやられても、誘い込んだ敵をやっつけられるように。それが「遊ゆう撃げき手しゆ」たる役目なのだ。

「！　く、久保田くん……はううん！」

　ぜはぜはまだ息を切らして、ゴミ捨て場の側に立っていたのは越乃だった。わかってる、と頷うなずいて千太郎は、ゴミ捨て場にあった段ボールを引っ張り出した。

「ほら、パスティスも手伝ってくれよ！　作戦名、『ＪＥＳ○Ｓ』だろ？　ほら七○鏡一先生原作、藤原○秀先生作画の、殺し屋が教師になるってアレ！」

「あ。確かその中の、ワンシーンを再現するんだっけ？」

「──『奇襲をかける時は、敵の思わざる所に身をおけ』ってヤツさ。ああうまくは仕し掛かけられないだろうけどね」

　パスティスの言う「ワンシーン」を思い浮うかべて、千太郎は苦笑する。とにかく、段ボールを箱に組み立てた。

　段ボールが濡ぬれていないのは、集合前に千太郎たちのチームが、ここに仕込んだものだからだ。意外と小さな箱ができる。その中に水みず鉄でつ砲ぽうを持った越乃がすっぽりと入り込んだ。

　ある種の、「トロイの木馬」である。こんなところに入れるのは、小こ柄がらな越乃か『ロリ会長』の丹色くらいなものなのだ。

　さりげなく空けられた覗のぞき穴あなから、「あううーん」と越乃が、不安そうな瞳ひとみを向けてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ。敵がここまで来たら、僕やパスティスが注意を惹ひくから」

「はうん！　う、うん……久保田くん……」

「？　なに？」

「……わ、わたし、その。信じてますから──」

「はい、五分が経過しました！　戦せん闘とう開始です！」

　ただでさえ段ボール箱の中で聞き取りにくい越乃の声が、審判役の生徒の合図で掻かき消けされた。はっ、と千太郎は気を引き締める。ついに、始まったのである。

　その場で各ポジションについた誰もが、緊きん張ちようの面持ちになる。パスティスもだ。

「センタロー？」

「うん。僕たちも一応、物もの陰かげに隠れよう」

　越乃の段ボール箱をその場に残して、千太郎はパスティスと共に、部室棟の陰に戻もどる。ちょうど軍事研究部の岳流がいる、倉庫近くだ。倉庫とプレハブの部室棟の間には、わずかな隙すき間まが空いている。そこからうまく、グラウンドの一部が見えた。

　とりあえず待ち伏せのため、そこで様子を窺うかがいつつ、じっとする。千太郎はついてきたパスティスに、自分の携けい帯たい電でん話わを渡わたした。ツイッターの画面で、ここに潜ひそんだまま戦せん況きようを把は握あくするためだ。

　文化系連合チームは、相手に比べて圧あつ倒とう的てきに非力である。だからこそ「待ち構える」しか、まともにやり合う手段がないのだ。

　そんな中──ただ一人だけ、例外な存在の少女がいた。グラウンドの上で準備体操に余念がないのは、ジャージのズボンを脱ぬいだ短パン姿の香澄である。

　陸上部に勧かん誘ゆうされたこともある彼女の足は、男子にも決してひけは取らない。彼女は二丁の水鉄砲を構え、「ういっす！　いっくぞー！」といきなり走っていった。

　だが彼女が銃を撃つことはない。それより一人逃にげ回って、攪かく乱らんする──。いわば囮おとりとなるのが役目なのだ。

（作戦名『ル○ン三世』……あのモ○キー・パンチ先生の怪かい盗とうマンガみたく、うまく逃げ回れればいいんだけど）

　香澄曰いわく、「『当たらなければどうということはない！』ってね！」だそうである。視界の外に走り去った彼女を見送り、千太郎は無事を祈いのった。──そのとき。

『こちらアルファ！　敵は、作戦名「ジ○ブリーダーズ」で来る模様──』

　今回の勝負の要となる声が、突とつ如じよとして届けられた。それは学校の敷しき地ち内に反はん響きようする。

「一ノ蔵先せん輩ぱいだ！」

　千太郎は色めき立つ。それは校内のあちこちに設置した、電池式のスピーカーからもたらされたものである。

「全ての作戦を効率よく展開するには、とにかく素早い情報伝達が不可欠だ。それも携帯電話での、一対一のやり取りよりも！」

　とは、『ザクザクバーガー』での打ち合わせ時に、翔子が言った台詞せりふである。そこで考え出されたのが、ＵＦＯ研究部がＵＦＯとの交信用に設計していた、無線機を流用するというアイデアだった。そのため丹色に見せた領収書には、『部品代』という但ただし書がきがあったりする。それが最重要作戦──『ジ○ング』だ。

（かわ○ちかいじ先生の海上自衛隊がタイムスリップするマンガ『ジ○ング』の、イージス艦かんになぞらえて、レーダーを搭とう載さいした船のように「見張る」わけだけど……）

「ええと、アルファってことは。先輩、うまく理想の位置に取り付けたみたいだ！」

「んーと。木の上、だっけ？」

「そう。そこに天文部の何人かと一いつ緒しよに、張り込んでるって」

　銀城高校の中庭には、何本かの大きな木がある。そのひとつによじ登って身を隠かくし、高い位置から小型の望遠鏡などで、戦況を把握する。それが翔子の選んだ役目だった。

　中庭はちょうど、二つにわかれた校舎の隙間などを、一望できる位置にあるのだ。そこから、どう敵チームが動くのか。それを知らせてくれるのである。

　同時に、どうしても相手側にも情報が筒つつ抜ぬけになってしまうけれど──その対策も施ほどこしてある。まず、マンガでの作戦名がそのひとつだ。

「で。……敵が『ジ○ブリーダーズ』ってことはだな」

「それって、あれでしょ？　化ばけ猫ねこってのが出てきて、それを退治するマンガの！」

「うん。伊○明弘先生の『ジ○ブリーダーズ』にある、『戦闘は火力！』的展開なわけさ」

　パスティスに答えるようにして、千太郎も意味をしっかり受け止める。

「つまり向こうは自分たちの武装の方が強いと思って、そのまま一気に攻せめてきてる状態ってことだ。こっちみたいに作戦があるわけじゃないのを、一ノ蔵先輩が確認したんだよ」

　生徒会がツイッターなんてものを利用してくるとは予想しなかった千太郎たちだが、作戦名『ジ○ング』はそれより早く、状じよう況きようを伝えられる。プラス、敵の位置を仲間に教えて、撃げき退たいのタイミングも教えるのだ。

『敵数名、ガンマに接近！　「フ○ージア」と「ＣＯＢ○Ａ」班で！』

　──翔子の声がまたもやスピーカーから流れた。千太郎はすぐに、その暗号を解読する。

（ガンマは位置情報で、校舎北側！　松○次郎先生の『フ○ージア』は、銃の名手の主人公が、幻まぼろしのように消えて敵を翻ほん弄ろうするマンガだ！　確か校舎の窓に姿を映して、そっちを攻こう撃げきさせるヤツで──寺沢○一先生の『ＣＯＢ○Ａ』は、主人公のコ○ラが銃じゆう弾だんを曲げるから。それを参考に、水を反射させて狙ねらう技で！）

　果たしてうまくいくのだろうか。そんな思いが千太郎の鼓こ動どうを速めた。

　その直後。どこからともなく、何人かの悲鳴のようなものが聞こえた。

「あれって！　戦闘になった？」

　千太郎とパスティスは、固かた唾ずを呑のんで状況を見守る。残念ながらここからでは、様子はまったくわからない。

　だが、しばらくして。

「えーと、これでページを更こう新しん？　ってのをするんだっけ。……わ、わ！　センタロー！」

　香澄に携帯電話の操作法を教わっていたパスティスが、ツイッターの画面を見て興奮する。彼女が見せたそこに、最新の書き込みがされていた。

《北校舎裏で自由格かく闘とうクラブ側、四名敗北》

　審しん判ぱんからの書き込みで、そんな簡素な報告が出る。その後、文化系連合の被ひ害がいは出ない。

　圧勝したのだ──。

　やった!!　千太郎はパスティスと一緒に、静かに喜ぶ。と、新たな翔子の指令が飛んだ。

『一名が、ベータにて偵てい察さつ行動！　待機で！』

『ベータに集団で進軍！　「シティハ○ター」班は迎げい撃げき準備!!』

『オメガへと敵が移動中。作戦どおりに』

『敵の集団、ガンマへ！　「ガンス○スキャッツ」班、注意！』

　中にはフェイクの情報もある。これが、情報が筒抜けとなるための、もうひとつの対策だった。ちなみにアルファを中心として、ベータ、ガンマ、デルタ、イプシロンの四つまでが方角を示している。それ以外のオメガなどが、偽にせの情報なのである。

　効果は抜ばつ群ぐんで、翔子の指揮が戦場を支配した。何度か校内のどこかで戦闘の声が上がる。そしてツイッターでは、自由格闘クラブ側の被害ばかりが書き込まれた。

「やった！　また！」

「で、『ガンス○スキャッツ』って……えーと」

「園○健一先生の、濃のう厚こうガンアクションマンガだろ!?　登場する相棒が爆ばく弾だん魔まなんで、水風船をぶつけて、一いち網もう打だ尽じんにするヤツだ。さっきそこの水飲み場で仕込んでたし！」

「へ、へへえー」

「……ちなみに作戦名『シティハ○ター』は、北○司先生のハードボイルドマンガにあやかって、主人公に落とされる百トンハンマーのごとく──小さいバケツに汲くんだ水を、頭からぶっかける作戦だ。事前にこっそり仕掛けるの、大変だったみたいだけど」

　そのたびに、千太郎がパスティスにいちいち説明しなければならなかったが。けれども明らかに、こちら側の優勢だった。すでに自由格闘クラブの半数は、『死体』となってツイッターに上がっている。──比べて千太郎たち文化系連合の方は、ほんの何人かがやられただけだ。有利に戦えていることが実感できた。

　だが、それでも。こちらの作戦を回かい避ひして、グラウンド側まで抜ぬけてくる者もいた──。



「はあっ、ひいっ、ふうっ！」

　千太郎とパスティスがいる部室棟とうの方へと、最初に逃げてきたのは、すっかり息の上がった香澄だった。どうやら走りっぱなしだったらしい。その足取りはふらふらだ。

　と、そんな彼女を追いかけて、数名の自由格闘クラブの男たちがやってくる。

「まずい！　あれじゃ、八海さんが！」

「ど、どうするの？　センタロー！」

「そりゃ……僕らが助けるしかないだろ！」

　近くにいる仲間は自分たち以外、段ボール箱に隠れた越乃と、倉庫の上にいる軍事研究部の岳流だけか。岳流が「おい」と声を潜めて、頭上から指示を出した。

「こっちに回り込んできた奴やつらは、引きつけてウージーの餌え食じきにする。お前ら新兵どもは、反対側の防衛に回れ」

　岳流が命じた方向は、越乃が潜んでいる側だ。悩なやんでいる暇ひまもなく、へとへとの香澄が部室棟裏へと逃げ込んでくる。千太郎たちの姿を捉とらえ、その場にがっくりと膝ひざを折る。

　そして聞こえてくるのは、「裏に回ったぞ！」「左右から挟はさみ込め！」という、追っ手たちの会話である。

（やるしかない！）

　千太郎はパスティスと共に、足音を立てないよう注意しつつ、香澄の方へと駆かけ寄よった。

　追いかけてきたのは三名らしい。うち二人が岳流のいる、倉庫側へと回り込んだ。残った一人が、千太郎たちの正面に飛び出してくる。それは不幸中の幸いだ。千太郎やパスティスが持つ水みず鉄でつ砲ぽうは、性能的にものすごく劣おとる安物だった。だが、二対一なら──！

　しかし、そこで出くわしたのは、千太郎もよく見知った相手だった。

「！　久保田!?」

「後藤田君!!」

　ばっ、と互たがいに水鉄砲を構えたまま、千太郎もパスティスも──現れた後藤田影虎も固唾を呑む。一いつ瞬しゆん、誰だれもが動けなくなった。

　距きよ離りは、ほんの数メートル。真っ先に撃うった方が、確実に撃ち返される。千太郎が撃てば、影虎の威い力りよくのある銃じゆうで素早くやられる。

　パスティスも同じだ。二人を同時に狙えない影虎は、撃たなかった方に仕留められる。

　だから。最初に攻撃したのは、三人以外の人物だった。

「え、えーいっ」

「……うわ！　冷てえー！」

　影虎の真後ろにあった、段ボール箱。その中の覗のぞき穴あなから、越乃が水鉄砲を撃ったのだ。



    

  
    
      　ただし、その位置は相当低い。影虎は背中のゼッケンではなく、靴くつ下したを濡ぬらされて跳とび上がった。

「な、な、なにしやがるこいつ！　……って、あれ？　越乃かあ？」

「い──今だあ！」

　その隙すきを千太郎は逃がさない。パスティスと一緒にトリガーを引いた。ぴゅぴゅっ！　と二つの水の筋が飛び、影虎の体を濡らす。もちろん、その胸の「５」と書かれたゼッケンも、だ。「やあーっ！」となぜかパスティスは、影虎の顔を撃っていたが。

「うわっぷ！　く、くそっ!?」

「ゼッケン５、一名死亡確認！」

　側で見守っていた、審判役の女子生徒が敗北を確認する。

　はあーっ、と緊きん張ちようから解かれたパスティスが、息を吐はいた。

「や、やったの……？」

　ああ、と千太郎は頷うなずいてやりたくなる。しかし、まだ影虎から視線を外すことができなかった。というのも彼は千太郎や、まだ段ボール箱に隠れたままの越乃を、ぎろりと睨にらみ──。ずぶ濡れになった怒いかりで、そのまま絡からんできそうな気配を放っている。

　だが、意外なことに。影虎は「けっ」と目を逸そらして、その場に水鉄砲を放り投げた。

「……ご、後藤田君？」

「やってらんねえっつーの。だろ？」

　濡れたゼッケンをもぎ取るように外して、影虎は不平を口にする。そのとき、倉庫側でも声が上がった。

「ゼッケン３と９の二人、死亡！」

　先程の審判役の生徒が、向こう側まで走ってそう宣言する。

　どうやら岳流が無事、ウージーの餌食にしたらしい。それを鼻で笑うのは影虎だ。

「まあこんなもんだろ。もともとこっちは、やる気なんかねえっての。あー負けた負けた」

　むしろすがすがしい表情で、千太郎やへたり込んでいた香澄たちを見回して、さっさとこの場を立ち去ろうとする。

　だが、最後にひとつだけ。

「……久保田あ。こっちのチームはよ、無理矢理寄せ集められただけだから、本気のヤツは少ねーよ。でも、あの天野阿雲ってのにだけは気をつけるんだなあ」

「へ？　──なんでそんな忠告を、僕に？」

「別に。なんでもねーよ」

　そう告げた瞬しゆん間かん。【なんでもねーよ】の一言が、『ピンク』の文字として見えた。千太郎は息を呑む。もちろんそれは『嘘うそ』の文字だ。それでいて感情を示すその色を、千太郎はこれまでの生活で見たことがあった。

　通常なら「赤」、善意なら「白」、悪意なら「黒」で──「ピンク」は、照てれ隠かくしの嘘だ。

（なんで照れ隠しなんか？　いや、これって僕に言ったんじゃなくて）

「後藤田君。もしかして……こっちに、寒梅さんがいるから？」

「!!　はうう～～～ん!?」

　咄とつ嗟さに、千太郎は感じたことを口にした。段ボール箱の中でびっくりするのは、越乃である。だが影虎は、そんな幼なじみの少女を一いち瞥べつしただけで。

「俺はな、素直じゃねーんだよ！　はっくし！」

　濡れたせいか、くしゃみひとつして、この場を立ち去るのだった。



    

  
    
      　ネーム７　──『真実』を描えがき出せ






「にへへへ……久く保ぼタローたちに、助けられちゃったぜ～」

　部室棟の裏のコンクリートの上で、へばっていた香か澄すみが顔を上げる。額の汗あせを拭ぬぐいながら、ようやく八重歯を見せた。

　と、彼女は喉のどが渇かわいたのだろう。なんと自分の水鉄砲の栓せんを外して、そこからごくごく水を飲んだ。ぷはあっ、と人ひと心地ごこちつく。

「たまたまだよ。寒かん梅ばいさんが、うまく注意を惹ひいてくれたから」

「！　あうう──ん！　そ、そんなことは……」

　照れているのか。千せん太た郎ろうに褒ほめられて段ボール箱が揺ゆれ動うごく。中で越こし乃のが悶もだえたらしい。

「ありがとね、コッシー！」

　にっこり微笑ほほえんで、香澄が礼を言った。越乃は相変わらず、がたがたと箱を揺らすばかりだが。

　さて、と香澄が気を取り直す。彼女は水鉄砲をちゃぽちゃぽ振ふって、水の残量を確かめる。先程喉を潤うるおしたものの、最初から逃にげの一手だったせいか、十分に余よ裕ゆうがあった。

「ういっす！　んじゃあ、どうやらうちも優勢だし！　ここからはあたし、戦ってもいいよね？　作戦名『ブラ○ラ』でいっくぞー！」

「は？　『ブラ○ラ』って、もしかして広○礼威先生の、『ブラッ○ラグーン』!?　まさか！」

「？　なになに、センタロー。どういうこと？　そんな作戦あったっけ？」

　千太郎の横でパスティスが必死になって首を捻ひねる。当然だ。アニメにもなった有名作品名だが、今回の作戦ではあえて外したものである。なぜかと言うと──。

「い、いや八はつ海かいさん？　『ブラッ○ラグーン』は、ガンマンの主人公が二丁拳けん銃じゆうで暴れるって話で！　それ、いくらなんでも無茶だから外すって、先せん輩ぱいと決めたはずじゃあ……！」

「大だい丈じよう夫ぶだって、久保タロー！　──『勝利の栄光を、君に』！」

　びし！　と香澄はなぜか、敬礼までする。まったく話を聞く気がなかった。

　ところが、思わぬ事態が発生する。

「待って！　チェック入りまーす！」

　突とつ然ぜんそこに割り込んできたのは、この部室棟周りに配置された、審しん判ぱん役の女子生徒だ。彼女は香澄に駆け寄り、そして。

「……ゼッケン４番、失格です！」

「!?　ええ──────っ！」

　なんで？　香澄も、もちろん千太郎やパスティスまで、つい叫さけんでしまう。しかしすぐに、香澄のつけたゼッケンを見て理解した。

　汗だくになるまで校内を逃げ回った彼女。その体操着は湿しめり、なんとゼッケンに染みまでつくってしまっていたのだ。

「え、ちょっ……！　これ、汗！　あたしの汗だからあ！」

「なにがどうあれ、濡れていることは見み逃のがせません。ルールですので」

　審判の少女が少し残念そうな顔をしながらも、手早く携けい帯たい電でん話わを操作した。《文化系クラブ一名敗北》と書き込んでいるのだろう。

　確かに、ルールはルールである。食い下がろうとした香澄だが、やがてがっくりと肩かたを落とした。泣きそうな顔を千太郎たちに向けてくる。

「ご、ごめん！　あたし、エースなのに！　結局一人も倒たおせずに終わっちゃったあああ」

「いや。これは……もう、しょうがないと言うか」

「センタロー、むしろ作戦ミスだったんじゃあ……。人間って、走れば汗くらい掻かくし？」

　千太郎とパスティスがフォローして、近くの段ボール箱に入ったままの越乃も「はううん」と嘆なげいた。

　うう、と香澄が自分のゼッケンを外した。敗北者はそのままおとなしく、正門近くで時間まで過ごすのみだ。「ほんと、ごめんね」と謝って、とぼとぼと歩き始める。

「ああ……。なんか、みんなの足引っ張っちゃったかも。『使えんだけならともかく、足を引っ張るとは許せん』ってなってなきゃいいんだけど」

「あっ。それ……『機動警察パト○イバー』の台詞せりふだよね」

　ふと彼女が口にした言葉に、千太郎は反応する。が、「え？」ときょとんとして振り返かえるのは、香澄だった。

「？　これ、『究極超人○～る』の、鳥○センパイの台詞だけど……」

「鳥○センパイの？　あ、あれ？　そんな台詞、マンガにあったかなあ」

　うーん、と千太郎は、今回の勝負のきっかけにもなったマンガを思い起こす。

　が、軽く笑ったのは香澄の方だ。

「違ちがう違う。マンガじゃなくって、これはアニメの方の台詞！」

「あっ……そうか。僕、アニメ版は見てないから──って、なるほど。同じゆ○きまさみ先生の作品だから、同じような台詞が出て来たりするのかな……？」

「ふーん。そういうこともあるんだ、センタロー」

　パスティスが隣となりで感心した。アニメについては、よくわかっていないだろうけれど。

　だが、このとき。千太郎は何か、引っかかるものを覚えていた。

（ん？　なんだ……僕？）

　何だか以前にも、同じようなことがあった気がした。けれどもそれははっきりしなくて。

「ういっす！　みんな、後は任せたぜー！」

　そう告げた香澄の声に掻き消けされ、わからなくなってしまった。

　　　　




　──かくして。マンガ部の、いや文化系連合チームのエースである香澄がいなくなってから、形勢が一気に悪くなった。

《体育館脇わきで、文化系チーム三名敗北！》

《北門にて戦せん闘とう。自由格かく闘とう側の被ひ害がい、一名。文化系側は二名》

《ごめんなさい！　ＵＦＯ研、全ぜん滅めつしました。最終作戦『ＧＡＮ○Ｚ』失敗です》

《文化系敗者四名です。教員駐ちゆう車しや場じよう側》

《モデラー部、『ヨルムンガ○ド』作戦実行しましたが、再充じゆう填てん前に襲おそわれました。ほぼ壊かい滅めつ状態》

《追加。文化系一名敗北。同教員駐車場内》

《最後のモデラー部員っす。『ベル○ルク』不発で死亡っす。情けないー》

《プール近く、敗者四名。全員文化系クラブです》

《グンブ、『砂ぼ○ず』作戦失敗。繰くり返す、失敗。あとはリーダーに任せるであります！》

　中にはツイッターを利用して、敗北情報を書き込んでくる仲間もいた。少しでも現状を伝えよう、との配はい慮りよだろう。

　あああ、と千太郎は部室棟とう裏で携帯電話を手に、目も当てられなくなる。

「『ＧＡＮ○Ｚ』って……だから、あれは駄だ目めだって！　奥○哉先生のＳＦマンガ『ＧＡＮ○Ｚ』をもとにしたけど……登場するエイリアンの黒い球体みたく、困ったときに黒い布にくるまって隠れるだけの案じゃないか!?　なんで没案の用意してたの？」

「それは……やりたかったからじゃない？」

「くっ。そりゃ確かに、ＵＦＯ研としては、エイリアンになりきれるわけだから。やってみたかった気持ちはわかるけど！」

　横にいるパスティスに言われて、千太郎は納得する。

（いや、でも！　モデラー部の『ベル○ルク』も、三浦健○郎先生のファンタジーバトルマンガ『ベル○ルク』の主人公ガ○ツのように、左手に隠し武器を持つって作戦だけど！　そんなの意味ないからやめようって言ってたのに！）

　それでも無む謀ぼうな作戦のみが、失敗に終わったわけではなかった。予算のしわ寄せを喰くらい、高橋○太郎先生の武器商人マンガ『ヨルムンガ○ド』のごとく、武器を自分で調達したモデラー部。それは自作した、「竹たけ筒づつの水みず鉄でつ砲ぽう」を使う作戦だ。安上がりだが威い力りよくにはかなりのものがあったのに、報告によると《再充填前に》やられたらしい。水が尽つきたところを狙ねらわれたようだ。

　また、戦力として期待していた谷たに川がわ岳たけ流る以外の軍事研究部員たち。彼らはう○ね正俊先生のトリック派ガンマンマンガ、『砂ぼ○ず』を参考にして──なんと、校舎の壁かべにぶら下げた綱つなに掴つかまって待まち伏ぶせしたりしたはずだ。それらが通用しなかったのは、千太郎たちの誤算だった。

　そしてついに、決定的な作戦の崩ほう壊かいが起きる──。

『ン!?　アルファ、襲しゆう撃げきされる！　アルファ──ああっ！』

「？　先輩っ、一いちノの蔵くら先輩!?」

　スピーカーからもたらされていた翔しよう子この声が、突然うわずったものになり、ぷつんと途と切ぎれた。以降、一切の音おと沙さ汰たがなくなる。かわりにツイッターに書き込まれたのは、《中庭にて、文化系側二名敗北》という一文だけで。

「一ノ蔵先輩が……やられたあ!?」

「！　ほ、ほんとに？」

「いや、でも。中庭でやられたのが二人だけなら……あそこで先輩といたのって、天文部の二人だから。もしかしたら先輩だけは、なんとか逃げたのかもしれないけど！」

　しかし、ツイッター上に細かい報告は書き込まれない。いや、まだそれほど時間が経っていないだけなのだ。それでも今の千太郎には、ほんの数秒さえもとんでもなく長く感じられた。パスティスと不安げに、何度も顔を見合わせてしまう。

「待て、落ち着け。こっちもかなりやられたけど……自由格闘クラブだって、もう残り少ないはずだ。ええと」

　千太郎は携帯電話を操作して、ツイッターに書かれた今までの報告から、残りの生存者を数えてみる。

「……ほら！　こっちが五人残ってて、向こうはたった一人じゃないか！」

「ええと、五人ってことは。アタシでしょ、センタローでしょ？　それに、あそこに隠かくれてるコシノで」

　パスティスが確認を取る。ここから見える部室棟側のゴミ箱横には、相変わらず越乃の入った段ボール箱があった。もちろん中の彼女は無事だ。

　それからパスティスは、頭上を見やる。斜ななめ上のコンクリートの倉庫の屋根に、気配を殺した軍事研究部の岳流がいるはずだった。

「そこの屋根の上の人でしょ、それと……中庭でやられなかった、一人？」

「うん。五対一だ。間ま違ちがいない」

「なら有利じゃない！　ははん！」

「そう、なんだけど……」

　残りが、一人？　千太郎はそこに引っかかりを覚える。

（いや、待てよ。だけど後半に入ってから、自由格闘クラブ側はやられてないぞ？　ってことはこの残ったヤツが、たった一人でモデラー部も軍事研究部も倒したってことで！）

　まさか。千太郎の頭に閃ひらめいたのは、ある人物がもたらした言葉だ。

「天あま野の阿あ雲くもってのにだけは気をつけるんだなあ」

　それは後ご藤とう田だ影かげ虎とらの忠告だ。

（もしかして生き残ってるのは天野阿雲で。一人で、こっちを撃げき破はしてる!?）

　その疑念の答えは、すぐに出た。──いきなり倉庫の屋根で動きがあった。電動で水を連射する、ウージーの音が炸さく裂れつする。潜ひそんでいた谷川岳流が攻こう撃げきしたのだ。慌あわてて、制服姿の審判が倉庫を回り込んで見に行く。「なに？」とパスティスも警けい戒かいした。

　携帯電話の情報に夢中で、千太郎たち二人はうっかり、グラウンド側を見張るのを忘れていたのだ。そして──それは、千太郎の直感的なものだろうか。

「こっちへ！　パスティス！」

「ふえっ？　えええ？」

　戸と惑まどう天使の少女をつれて、咄とつ嗟さに倉庫の側から離はなれた。ここにいてはまずい、と思ったのだ。直後、ウージーの音が止まる。

「文化系側一名、敗北です！」

「馬ば鹿かな！　このウージーの連射を全部、避よけるだなんてっ……！」

　審しん判ぱんの少女が報告に声を張り、軍事研究部部長が悔くやしげに吐はき捨すてた。ぞっとして、千太郎たちは振ふり返る。パスティスと共に、貧弱な水鉄砲を慌てて構えた。

　まず、戻もどってきたのは審判の女子生徒だ。彼女はちらり、と倉庫側に視線を送る。それが意味するのは、おそらく──そこに、攻せめてきた一人がいる、ということだ。だから。

「寒梅さんっ。合図したら、頼たのむよ」

　ゴミ捨て場の側まで来ていた千太郎は、足元にある段ボール箱にそう囁ささやく。「はうん！」とかすかな反応が、箱の中から返ってきた。

　作戦名、『ＪＥＳ○Ｓ』──。そこから参考にしたワンシーンとは、あるトラップの一種だ。襲撃者が潜んでいないと思わせておいて、実はそこに潜んでいる。そのために小こ柄がらな越乃が最適だった。

　やり方は簡単。影虎を倒したように、越乃の段ボール箱が、相手の背後になる位置まで千太郎たちが誘さそえばいい。

　そして先程は緊きん張ちようの余り、つい言い損ねた実行の合図は、「ジー○ス！」の一言だ。くそったれ、という意味と、マンガ『ＪＥＳ○Ｓ』の主人公の通り名をかけている。

（マンガだと、その名を口にした者は、必ずやられる運命だけど！　でも！）

　あと一人だ。千太郎やパスティスがやられても、越乃が仕留めてくれればそれでいい。千太郎はパスティスと二人で、じっと敵を待ち構えた。

　果たして──最後の敵は、やってきた。それも、とんでもないところから。

　いきなり、やかましい音がした。千太郎たちはぎょっとする。

「なに、なになになんなのおっ!?」

「これ……トタンを踏ふむ音？　まさか！」

　はっ、と振り仰あおいだ真上に、なんとゼッケン「１」の美少年が舞まっていた。灰色のよどみを纏まとったその彼は、部室棟の上を走って、飛び降りてきたのだ。

（おいおいおい!!　ほんとに、忍にん者じやみたいにい!?）

　その身軽さに、千太郎はあっけにとられた。二階の屋根の高さである。下手をすれば、怪け我がをしかねないところだ。けれどもその彼、天野阿雲は危なげなく、鮮あざやかな動きで跳ちよう躍やくした。それも水鉄砲を構えながら、だ。

「パスティス！　『アレ』でっ！」

「きゃぁああっ!?」

　どん！　と千太郎は隣となりにいたパスティスを突つき飛とばす。部室棟とう脇わきに押しやった。強きよう襲しゆうした阿雲の死角へと逃にがすように。

　その反動で、自分はバランスを崩くずして無様に転がる。──それが偶ぐう然ぜん、命運をわけた。ぎりぎり、阿雲から放たれた水をかわせたのだ。

　思い切り尻しり餅もちをついて、水鉄砲を取り落としてしまったけれど。

「あ、ああっ！　しまっ……！」

「──お前一人、か」

　落とした水鉄砲を、着地を決めた阿雲が蹴けった。遥はるか遠くに飛んでいく。

　しまった、と後こう悔かいしてももう遅おそい。千太郎は丸まる腰ごしのまま、阿雲に銃じゆう口こうを向けられていた。いつ撃うたれてもおかしくない状じよう況きようだ。

　ただし、阿雲はまだ撃たない。それは「いつでも撃てる」という余よ裕ゆうか。いや、わずかに視線を横に向けた。それは、突き飛ばされたパスティスが逃げた方向である。

　けれどもそこに彼女は見えない。銃じゆうを持たない千太郎より、突とつ然ぜん飛び出してこられる彼女の方を、阿雲は警戒しているのだろう。だが、それもほんの数秒のことだ。彼はあっさり千太郎を撃ち、すぐパスティスに専念するだろう。

　そのとき──千太郎はあることに気付く。それは自分と阿雲との位置関係だ。

　ちょうど千太郎の方を向いた彼は、ゴミ捨て場を背にしている。その側に置かれた、越乃の潜む段ボール箱は、当然阿雲の真後ろにある。

　それはまさに、思ってもみなかったほどの、絶好のポジションで。

「じ、『ジー○ス』ウウウウ!!」

　千太郎は喉のどから声を振り絞しぼった。大声で阿雲の注意を引きつける意味もある。パスティスに気を取られていた阿雲が、当然千太郎に向き直った。

　その瞬しゆん間かん。合図を受けて、彼の背後の箱が動く。思い切り段ボール箱が開いて、中から体操着姿の越乃が現れて──！

　撃った。一筋の水が、ゼッケンを直ちよく撃げきする。

「は、はうううう─────んっ!?」

　しかし、それは越乃が放ったものではなかった。彼女が撃つよりも早く、振り返かえりもせずに、阿雲が後ろに向けて撃ったのだ。

「ゼッケン６、失格です！」

　戦いを見ていた審判がそう告げる。勢いよく水がまともにかかったせいか、なんとゼッケンの上から、下着の色が透すけて見えた。ほんのりとしたピンク色だ。「きゃうん!?」と真っ赤になって、越乃は自分の胸を抱かかえた。

　そして、真っ赤な顔で千太郎と目を合わせて、さらにいっそう赤くなり。

「あの、あのあのあの！　……ご、ごめんなさいい～！」

　なぜか謝って、彼女はそのまま走って逃げた。さすがに恥はずかしかったのだろう。あっという間に見えなくなる。

　そんな彼女を一いち瞥べつして、「ふう」と短く息を吐くのは、銃口を千太郎に戻した阿雲だった。

「段ボール箱か。あんなところに入っているなんて、気付かなかった。気配も、まったくわからなかったし……まだまだオレも修行不足だな」

　珍めずらしく独白したのは、自じ嘲ちようからか。だが、そこに千太郎は疑問を抱いだく。

「いや。だったら、なんで？　今の寒梅さんに反応できたんだよ？」

　それは自然な問いかけだった。意図せず、なんと阿雲の指の動きが止まる。

「阿あ呆ほくさい。だって、『ＪＥＳ○Ｓ』の、いると思わせない位置からの攻撃だろ？　『敵の予想をつねに裏切れ』って。あれなら、読んだことがあるから」

「なっ……ええー！」

「少年マンガは昔から、よく読むんだ。親が好きだからね。それだけのことだ」

「あ。そ、そうか。読んでるなら……あの、主人公と育ての親との対決シーンを、覚えてて！　反射的に勘かんで動いたってことお？」

　そのとおりだ。と返答するかわりに、阿雲は無言を貫つらぬいた。もうこれ以上千太郎と話す気はなく、終わらせるつもりなのだ。その指に、すっと力が込められて──。

　だが。またもや彼は、はっと銃口を余よ所そに向けることになる。今度は真横の、パスティスが逃げた方角だ。

　そこは審判の立ち位置からは見えない角度で、千太郎からはどうにか見えている。部室棟とうの角の向こうに、誰だれもいない。おかしいな、とばかりに首を捻ひねるのは、阿雲だけだ。

「勘かん違ちがい？　はっきりと、気配はしたのに……？」

　その言葉にぞっとするのは、実は千太郎の方である。そう、そこに人ひと影かげはない。

　けれども千太郎だけに見える、胸元で「輪っか」の天使カードを輝かがやかせた、パスティスが立っているのだ。もちろんカードの力で、姿を消しているのである。

　これが千太郎とパスティスの間だけで決められていた、『アレ』──切り札である、作戦名『攻殻機○隊』だった。

（士郎○宗先生のＳＦアクションマンガ、『攻殻機○隊』の見えなくなる２９０２熱○学迷めい彩さいみたいに……ってヤツなのに！　気配だけでわかるのかよ！）

　本当に忍者の末まつ裔えいなのかも！　そんなことを思わされる。千太郎にできるのは、「警戒しろよ」とパスティスに目配せするくらいだった。わかった、と彼女は銃口を突きつけられたまま、しばらく動かないでいた。じっと自分が狙ねらえるのを待つ。

　やがて、訝いぶかしみながらも阿雲が銃口を、千太郎へと戻したとき。

　パスティスが、動いた。外しようもない距きよ離りまで数歩詰つめ、阿雲の「１」のゼッケンに向かい、水みず鉄でつ砲ぽうのトリガーを──。

　引く前に、撃たれた。

「ひゃぁあああんっ!?　な、なんでえー！　……あ、あわわわ！」

　それはたまたま、ものの試しに撃ったものか。越乃の件で、相当注意していたらしい。それがたまたまパスティスの胸元を直撃したのだ。と、そこからこぼれ落ちるのは、輝く「輪っか」のカードだった。

　つまりカードが身から離れ、当然パスティスの姿は、千太郎以外にも見えるようになるわけで。適当に撃っただけの阿雲が、びっくりして飛び退いた。そこを、カードを拾おうとしたパスティスが横切る。が、そのとき。

　ずぼり！　と彼女の足は、越乃の残した段ボール箱にはまった。「きゃああ!?」と悲鳴を上げて、天使の少女はすっ転ぶ。

　そこに駆かけつけるのは審判の少女だ。濡ぬれたパスティスを確認して。

「──ゼッケン８、失格う！」

「あああああ。なにやってんだよ、おいー！」

「だ、だって！　だって！」

　ゴミ捨て場に半ば倒たおれ込んだパスティスを非難するが、千太郎に余裕はなかった。すぐに体勢を立て直した阿雲が、水鉄砲を構えて外さない距離へと迫せまる。

「やっぱり、隠かくれていたのか。いると思った」

　彼は冷たくパスティスに言って、その横を通りすぎる。千太郎は後ずさるばかりだが、やがて部室棟の壁かべに背中が当たった。もう、下がれない。もしくは逃げようとしても、そのまま撃たれて終わるだろう。

（打つ手なし、か……すみません、先せん輩ぱい！）

　千太郎はぎゅっと固く目を閉じて、たった一人残ったかもしれない、一ノ蔵翔子のことを思った。──刹せつ那な。

「……久く保ぼ田たクン！」

　なんと、千太郎を呼ぶ声が聞こえた。倉庫側から必死に駆けつけ、姿を見せたのは翔子だった。木に登るときに、ジャージのズボンは脱ぬいだのか。短パン姿のその足元が、いつもの黒いソックスで眩まぶしい。阿雲の意識が、自然と彼女に向けられた。まずい！　と千太郎は強こわ張ばる。

「先輩!?　……駄だ目めだ！」

　翔子が生き残っていたことを喜ぶ前に、千太郎は叫さけんでいた。何しろ翔子の持つ水鉄砲と、阿雲の水鉄砲とでは、威い力りよくも飛ひ距きよ離りも違ちがいすぎる。無む駄だに突とつ進しんしてきても、やられるだけで。

　だが、彼女は撃とうとしなかった。武器を構えることを放ほう棄きして、なんと「たああっ！」と滑すべり込む。反射神経のいい阿雲も、さすがに銃の扱いには慣れないせいか、その思い切りのよさに狙いを外した。と、一いつ瞬しゆん彼は手元でもたつく。

　ポンプアクションで、空気を圧縮して撃ち出すタイプの水鉄砲だ。その空気が切れたらしい。急ぎ、阿雲がポンプをいじって、空気を中に送り込む。

　だがそれも、ほんのわずかな時間だった。翔子を捉とらえ、そして──。

「久保田クン！　『ト○イガン』だっ！」

「え？　……いや、先輩い!?」

　千太郎の前に転がった翔子が、立ち上がりながらそう呼ばわった。その作戦の意味を、千太郎は咄とつ嗟さに察する。

（作戦名『ト○イガン』って……！　内藤○弘先生のＳＦガンマンマンガの「不殺」の主人公にあやかって、「必ず他者を生かす」って作戦で！）

　要するに自分が盾たてとなり、その隙すきに守られた者が敵を討つ、というものなのだが。攻こう撃げきを放棄し、両手を広げて千太郎を庇かばった翔子に、無情にも阿雲の放った水がかかる。びしゃっ！　と勢いよく、翔子の胸のゼッケンが濡れた。

　そして、千太郎は──何もできなかった。「え？」とやられた翔子が、目を丸くして振ふり返る。

「ン!?　く、久保田クン？　絶好のチャンスを、なぜだ！」

「いえ、あの。申し訳ないです……先輩。僕、武器が、その」

　ないんですよ。と千太郎は何も持っていない両手を広げた。へなへなと、その場に翔子が崩れ落ちる。

「そんな、そんな……わ、私はいったいなんのために、『ト○イガン』だなんて」

　しかし翔子はへたり込みながらも、はっ、と短く息を呑のんだ。同時に、さりげなく動かすのはその右手だ。使用しなかった自分の水鉄砲を、こっそり千太郎に手て渡わたそうと──。

「だ、駄目ですよ！　ゼッケン２は敗北です！　なのに自分の武器を渡わたすと、渡された側も失格になります！」

　けれども、その策略は審しん判ぱんによって見破られる。

　うっ、と翔子は言葉に詰まった。仕方なく水鉄砲を握にぎり直す。

「邪じや魔まだ。いつまでもそこにいるな」

　さらに阿雲が冷れい淡たんに、翔子にどくよう命令した。不安げな顔で翔子はちらりと千太郎を見て、しずしずと腰こしを上げる。

　そう、もうこれで最後だ。生き残った両チームのメンバーは、阿雲と千太郎の一人ずつ。それでいて、千太郎は丸まる腰ごしだ。

（これで、終わりなのか──！）

　嘘うその手がかりさえ、失うのか？　灰色の『嘘』のよどみを染みつかせた阿雲を前に、そう思う。それでも千太郎は部室棟の壁に背をつけて、最後のときを待つしかなかった。

　──だが。



　ぽつん。その異変は、突とつ然ぜん起きた。

　千太郎が部室棟に背中をつけて立ち尽つくす、その足元。そこに何かが落ちてきたのだ。

　それは大おお粒つぶの水すい滴てき──。ぽつ、ぽつ、と大きな音があちこちからした。木々の葉を、ゴミ捨て場の袋ふくろを、潰つぶれた段ボール箱を、コンクリート製の倉庫を、トタンの板を水が叩たたく。

　その場にいた誰もが、つい視線を上げた。辺りが急に薄うす暗ぐらくなっていた。あれだけ晴れていたというのに、真っ黒な雨雲が空を覆おおい尽くしていたのだ。

「な、あ──そんな」

　阿あ呆ほな。と阿雲が呻うめき、事態に気付き動こうとしたとき。それより早く、大量の雨あま粒つぶがいきなり天から注がれた。

　ばじゃああああっ！　とまるで、「バケツをひっくり返したかのような」という言葉がぴったりの、ものすごい豪ごう雨うだった。叩きつけられる雨に、翔子が濡れた。審判の少女も、ゴミ捨て場に突つっ込こんでいたパスティスも。そして、阿雲までも──。

　雨をたまたま避よけられたのは、部室棟から突き出たトタンの庇ひさしの下にいた、千太郎のみ。わあ！　と皆みなが一いつ斉せいに、雨を避けて同じく庇の下に走ってくる。

　だが、もう時既すでに遅おそし、だ。反射的に、千太郎のもとへと飛び込んできた阿雲の全身は、頭からずぶ濡ぬれになっていた。当然、その「１」のゼッケンもである。

「あ、あああっ！　ゼッケン１番、失格です！」

　濡れ鼠ねずみになりながらも、生き真ま面じ目めな審判の少女が宣言する。阿雲の顔が引きつった。それは唯ゆい一いつ濡れずに残った──千太郎の勝利を示す一言で。

「まさか……」

　信じられない。千太郎は、隣となりに駆け込んできた翔子と目を合わせる。一いつ緒しよに、千太郎の胸元にあるゼッケンを確認した。

　確かにそこにある「２」のゼッケンは、一人だけ濡れていない。そして今回のルールでは、「どんな場合も濡れたらアウト」ということなのだ。

「やった。や、やりましたよ！　一ノ蔵先輩いい！」

「ああ！　ああ！」

　髪かみからたれる水滴を涙なみだのように張り付かせ、翔子が頷うなずく。いや、もしかしたら泣いていたのかもしれない。「では私たちの勝ちでいいのだよな？」と審判に確認してから──阿雲を押しのけるように、千太郎の胸に飛び込んできた。ぎゅうっ、と翔子が抱だきついてくる。

「わ、わああ!?　せ、先輩？」

「ン！　勝った！　勝ったんだ……私たちは！　久保田クン！　あははははは！」

　濡れた翔子の体がくっつき、千太郎は赤面する。困るばかりだ。

（でも……いきなりの雨で、こんな大逆転劇になるなんて！　いくらなんでも、できすぎて。あ、あれ？）

　そうか。次の瞬しゆん間かん、千太郎は理解した。「はー、やれやれ」と、ひしゃげた段ボール箱と一緒に、濡れたパスティスが庇の下に入って来る。その手には一枚のカードが握られていた。絵え柄がらは、どうやら「輪っか」ではない。真っ白な、何も描えがかれていないものだ。

　いや、きっとそれはさっきまで、どす黒い「雨雲」の絵が描かれていて──。

（！　なるほど、パスティスが封ふうじ込めていた雨雲を、咄嗟に解放したんだ！　だから！）

　このタイミングで、いきなり雨が降ったのである。全てを理解し、千太郎はパスティスにこっそり片目をつむってみせた。

　天使の少女は濡れた金色の髪をなでつけ、「ははん」と軽く微笑ほほえんだ。

「ってなわけで、勝者は文化系連合チームッ！　いいこと？　では、さっさと解さーん!!」

　銀ぎん城じよう高校の正面玄げん関かん前で、生徒会長の丹に色しきが叫ぶ。叩きつける雨に、我先にと帰って行くのは自由格かく闘とうクラブの面々だ。その中には他人の傘かさに割り込んだ影虎の姿もあった。

　そんな彼らとは対照的に、雨の中でも構わずに歓かん声せいを上げたのは、勝った文化系チームのみんなだ。

「やった！　やったぜー！　にへへ！」

「あうう───ん！　よ、よかった……久保田くん」

　軍事研究部も、ＵＦＯ研究部も、天文部も、モデラー部も。そしてマンガ部の香澄や越乃が、戻もどってきた翔子や千太郎、パスティスを出で迎むかえる。ずぶ濡れになりながら、勝利の喜びを分かち合った。

「いや、まあほら。みんな風か邪ぜひいちゃうから！　……勝てたのは雨のおかげだよ」

　とにかく雨宿りしよう、と千太郎は提案して促うながした。興奮冷めやらぬといった感じだったが、とりあえずみんな屋根のある、正面玄関前に戻る。

　だがそのとき、千太郎はふと、視界の端はしに灰色のよどみを捉えた。

　──湿しつ気けで少し曇くもった眼鏡めがね。そこに、澤さわ野の井い彩いろ葉はが差し出した真っ赤な傘が飛び込んでくる。彼女は校門の側に止まった、黒くろ塗ぬりの高そうな車へと、阿雲を案内しようとした。いつも道場の門下生に送おくり迎むかえをしてもらっているという車だろうか。

　けれども阿雲は「別にいい」と、どうやらそれを断ったようだ。振り返かえりもせず一人で帰っていこうとする。彩葉にできたのは、慌あわてて自分の赤い傘を渡したくらいだった。

（？　負けたのが堪こたえてるのか……いや、こっちも喜んでるばかりじゃなくて！　そうだよ、マンブはなんとかなったけど。まだ彼の嘘はちっとも解決してないんだ！）

「センタロー。次は、アマノアクモだからね？」

　見み透すかしたようにパスティスが横で囁ささやいた。

「ふふん！　ちゃんと勝ったんだから、これで接せつ触しよくできるわよね？　──彼女と」

「ああ。こっちもそのつもりで……は？」

　何気なく言ったパスティスの言葉に、千太郎はびっくりした。

「え、なに？　お前、今なんて？」

「？　アタシ変なこと言った？　だから、ちゃんと話しなさいってことよ」

「……じゃなくて、その後お！」

　なんてこった！　千太郎は思いもよらぬ情報に、あっ、と息を呑む。

（そ、そうか──天野阿雲って！　あ、あああああ！）

　　　　




「だいたいなんで、性別知ってたのに言わないかな！　僕はずっと勘かん違ちがいしてたから！」

「な、なによー。だって天使手帳に載のってたもん。途と中ちゆうで遮さえぎったのセンタローでしょ？」

「うっ、確かにそれは……でもフツー相手が男の恰好してたら、おかしいって思うだろ!?」

「へ？　そうなの？　アタシ、ああいうのもあるんだ、って思ってたけど。だって性別の差なんて、服着たらわからなくなるじゃない？」

「お前──そうか。天使に人間の常識を求めた、僕が馬ば鹿かだったんだ……」

　午後になって、ようやく雨あま脚あしが途と切ぎれる。そんなやり取りをしながら、千太郎とパスティスは帰路についた。勝利を祝って打ち上げ、という話もあったが。濡ぬれた体操着のまま出歩くのも、どうにも恰好が付かないため、日を改めてという話になったのだ。だから千太郎とパスティスは、真っ直ぐにアパート安あ楽ら満ま荘そうまで帰ってくる。

　ただし、千太郎は管理人室にも、自室の離はなれにも向かわない。

　踏ふみしめるのは安楽満荘の、鉄製の外階段だ。

「パスティス。お前は、先に戻っててくれ。二人だけで話したいんだ」

「？　アタシがついてなくても、やれるの？」

「……うん。もう大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　全て、わかったから。千太郎の頭の中では、ひとつのマンガ原げん稿こうができあがっている。そこにはこれまでに得られた、様々な情報が描かれていた。パスティスの、阿雲についての情報を千太郎が途中で遮ってしまったこと。記き憶おくの中の知人の「男子」と照らし合わせても、思い出せなかったこと。

　当然だ。千太郎は最初に、思い切り勘違いをしていたのだ。

（まったく……僕ときたら）

　二階へと上がり、千太郎は２０２号室の前に立つ。空がまだ雲に覆われているせいか、部屋の中では電灯が点けられていた。中に人がいる証しだ。千太郎は思い切って、薄うすいドアをノックした。

「あの。僕、久保田千太郎だけど」

　それから、少しして。躊躇ためらうような気配はあったものの、ドアはがちゃりと開けられた。

　中から現れたのは、シャワーでも浴びていたのか、首にタオルを引っかけてシャンプーの匂においをさせた阿雲だった。いつぞやのように、ズボンにシャツといった姿で、髪だけ後ろでまとめている。

「なに？」

「いや、ほら。約束通りマンブが勝ったから、話をしようと思って」

「…………」

　訝いぶかしんだ様子だったが、阿雲はドアを大きく開いた。「入れば？」との意思表示だろう。千太郎は遠えん慮りよせず、２０２号室に上がらせてもらった。

　管理人室と変わらないレイアウトの、畳たたみ敷じきの部屋が二つ続いた間取りである。玄関の横にはトイレが、キッチンの奥には浴室がある。新入居者のために新しくされた畳の匂いが、まだぷうんと香かおっていた。その畳の上に、天野阿雲が立っている。その体にはまだ、灰色の『嘘』のよどみが漂ただよっていた。

（この阿雲が……ほんとに？　いや）

　だから。千太郎はまず「揺ゆさぶり」をかける──。自分の記憶が本当に正しいかどうかを、確かめるために。

「──はるき○巳先生の浪速なにわ人情マンガ『じゃりン子○エ』といったら、『ポリ公が来たら、はい、ビ○コ！』だよね？」

「なに？　……『ポリ公が来たら、はい、センベ！』だろ」

　きょとんとした顔で阿雲が答える。何を訊きいてるんだ、という様子だ。しかし次の瞬間、阿雲の目がわずかに揺れる。

「？　今のは……どうして」

「そう。昔、僕とそんなやり取りをしたコがいたんだ。僕は『ビ○コ』で譲らなくて、相手は『センベ』だって言い放って」

　くすり、と笑って千太郎は、口論となったそのときのことを思い起こす。



　あれは──千太郎がまだ、小学校低学年くらいの頃ころか。姉と一緒に近所の空き地に、よく遊びに行っていた。今はもう駐ちゆう車しや場じようになったそこは、千太郎の恰好のキャンバスだった。

　姉は近所の子供たちとボール遊びなどをしていたが、放っておけば千太郎は、黙もく々もくと地面に絵を描いていたのだ。思えばあの頃からマンガを読むようになっていて、真ま似ねていろいろ描いていた。

　そこに近づいてきたのは、見かけない女の子だった。彼女はたどたどしく口を開く。

「猫ねこ！　……それ、ウチ知っとるよ」

　言って、しまった、とばかりに口元を押さえる。千太郎はこのときわからなかったが、どうやら関西弁のイントネーションを気にしたらしい。もっとも千太郎としては、「知っとるよ」という言葉の方が気になった。

　千太郎がそこに描いていたのは、二匹ひきの猫の絵だ。それも、『じゃりン子○エ』に出てくるキャラクターである。

「知ってるの？」

「うん、だって。て、テレビでやっとるの観てたから」

「へえー。ぼくはマンガで読んだんだ！」

　そこから、二人は仲良くなった。ところが家の事情か何かで、彼女はすぐにいなくなってしまったけれど。

　最後にしたのは『ビ○コ』か『センベ』といった、軽い口論で──。



「ははっ。そうだよ、『ビ○コ』も『センベ』も、ほんとはどっちも正しかったんだ」

　千太郎は苦笑する。なぜお互たがいの主張が平行線になったのか、今はもうわかっていた。

　それはいつぞやの、『使えんだけならともかく、足を引っ張るとは許せん』と同じことだ。

「僕が言ってたのはマンガの台詞せりふで。君が言ったのは、アニメの方だったんだ。なにしろ『ビ○コ』は商品名だから、アニメで使うのはまずかったんだろうね」

「……！」

「そうだよ、関西から来てるってので、すぐ思い出すべきだったんだ。だけど、関西弁じゃないし。名前だって！」

　千太郎が覚えていた呼び名とは、まるで違ちがった。けれども今、千太郎は確信する。目の前にいる天野阿雲が──あのときの「彼女」だと。だから。

「けど、間ま違ちがいないんだ……。うん、僕と君とは、はじめましてなんかじゃない！」

　阿雲の顔がはっとする。瞬しゆん間かん、ぞわり、とまとわりついた灰色の『嘘うそ』の欠片かけらたちが蠢うごめいた。それらは【アパートに来たとき、見かけたかなにかしたんだろ】の文字となる。

　そこに、千太郎は決定的な言葉を告げる。

「久しぶり。くーちゃん！」

　──【くーちゃん】。その言葉が阿雲の眼前で、千太郎にしか見えない、新たな灰色の文字となった。今の「彼女」にとっては嘘で、しかし真実──。【アパートに来たとき、見かけたかなにかしたんだろ】とぶつかり合い、まばゆいほどの光となる。千太郎の視界だけを染め上げて、光はぱっ、と散っていく。部屋の壁かべや天てん井じようを通とおり抜ぬけ、消しよう滅めつした。

　後に残されたのは、よどみから解き放たれた阿雲だった。きょとんと、千太郎を見つめている。

「！　……千、ちゃん……？」

「うん、そうだよ。くーちゃん！」

　満面の笑みで、千太郎は阿雲を迎える。そう、「くーちゃん」とは昔のあだ名だ。彼女が自分で名乗ったもので、おそらく阿雲の「雲」から取られたものか。

　外が晴れてきたのだろう。部屋の中に、さあっと陽光が差し込んだ。それは阿雲の整った顔を染める。その中で──彼女は、やわらかく微笑ほほえんだ。

　あのとき、公園で夢中になって一いつ緒しよに遊んだ、幼い頃と同じように。

（よかった……これで。あ）

　と、その背後。奥の部屋の窓の向こうで、何かがふわりと舞まい上がる。それは天使の姿で飛ひ翔しようした、パスティスだった。頭の輪っかで姿を消して、背中の翼つばさを羽ばたかせる。手には、いつもの白い手帳があった。

　そのページを開き、千太郎にジェスチャーする。そこから『天野阿雲』の文字が消えた、と示すように。



    

  
    
      　後始末エピローグ






　その日の夜。阿あ雲くもは、千せん太た郎ろうと姉の万ま衣いがいる管理人室を訪れた。

　なんと万衣が夕食に誘さそったのだ。

「阿雲ちゃんたら、一人暮らしなんだから。うちに食べに来てもいいって言ったのに！」

　エプロン姿で姉は張り切る。実は、姉も阿雲の正体を知っていたのだ。いや、知っていたからこそ快く、空き部屋を提供したらしい。

　ちなみに何度か『姉クイズ』で伝えようとしていたが、聞こうとしなかったのは千太郎のせいだった。ああもう、と着き替がえたジャージの袖そでで、千太郎は自分の顔を覆おおいたくなる。

（パスティスにしろ姉ちゃんにしろ、どっちかに耳を貸しておけば、こんなことには!?）

「今日は遠慮せず、どんどん食べてね？」

　少し落ち込む千太郎と違い、姉は上じよう機き嫌げんに夕食の用意をする。どかっ、とちゃぶ台の上に置いたのは、カセットコンロだ。その上に、真っ黒な平たい鉄てつ鍋なべが置かれる。そえられるのはもちろん、大量の牛肉と豆とう腐ふ、ネギ、白菜、しらたきで──。

　おおっ！　と沈しずんでいた千太郎の心も高こう揚ようした。

「これ、スキヤキだ！　うわー、久しぶりな気がする！」

「だって私と千くんの二人だけなら、スキヤキなんかやっても食べ残しちゃうでしょ？　やっぱりここは、人数が多くないと、ね？」

「人数ねえ……？」

　ちなみにパスティスは当然、夕食タイムは離はなれで待機だ。あの天使少女なら、きっと一人で食べ尽つくすだろうな。とコンロにさっそく火を点けて、姉に代わっていそいそと牛ぎゆう脂しをスキヤキ鍋なべに塗ぬりながら、千太郎は苦笑する。

　一方、恐きよう縮しゆくするのは、千太郎の正面に座った阿雲だった。

「そんな気を遣つかってもらわなくても……オレ、あ、いや」

「もー。また男の子みたいなしゃべり方する！　ほら、阿雲ちゃん」

　ちょっといい？　と万衣が断りを入れてから、阿雲の髪かみに手を伸のばした。後ろでくくっていた髪をほどく。さらり、と艶つややかな黒くろ髪かみが肩かたまで落ちた。

　すると美少年と見まがうほどの整った顔立ちと相まって、一気に女らしくなった。菜さい箸ばしを動かす手を止めて、千太郎はどきっとする。

「ね？　ちゃーんと女の子してるんだから。髪、そうした方が似合ってるわよ？」

「……。そう、かな。……千ちゃんは、どう思う？」

「へ？　僕？　そ、そりゃ──そっちの方がいいと思うよ、うん」

　千太郎は素直に答える。「そう」と阿雲は頷うなずいて、ほんのりと唇くちびるを上気させた。

「そうよー。阿雲ちゃん、もっとかわいい恰かつ好こうすればいいのに」

「！　それは……でも」

　万衣に言われ、しかし阿雲の顔が曇くもる。

「お、オレ。大おお阪さかに引ひっ越こしてから、父の趣しゆ味みで、ずっと男として育てられたから。世界で一番強くなるんだ、って」

「ああ、だから」

　そんな男装していたのか。と千太郎はようやく納得する。

「でもさ。学校で男子のふりを続けるのって、無茶じゃないの？　だって体育の時間だと、着替えもあるし」

「……。でも、銀城高校は、格かく闘とう技ぎ系クラブに入れば、体育の授業は免めん除じよになるから」

「へ？　あ、あー。そういえば」

　確かに。溶とけた牛脂を鍋の脇わきに押しやって、千太郎は特例を思い出す。と、同時にあることに気が付いた。脳裏に閃ひらめいたのは、越こし乃のが書いたあの『天野阿雲くんについて』というノート。そこに記されていた、阿雲の転校初日の行動は──。

「転校初日の、三時間目の体育の前に、抜け出して……！　そうか、もしかして着替えでばれちゃうから！」

　ばらばらだったマンガのコマが、すっきりと一枚のケント紙の上に収まった気がした。

「……でも、わざわざ全部の格闘技系クラブに、喧けん嘩か売らなくったって」

　むらしていたご飯をよそいに行った姉には聞こえないよう、千太郎は小声で訊きく。いくらなんでもやり過ぎだ。

　それは、と阿雲も一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまるが。

「だって──ボクシング部と喧嘩になったのは、たまたまだったんだけど。後から噂うわさを聞きつけていろんな部が、勝手に押しかけてきちゃって」

「あ。それで、成り行きで？」

「うん。あと彩いろ葉はが、やたらと喜んでくれて。途と中ちゆうでやめるような雰ふん囲い気きじゃなかったし」

「わ、わかる気がする……」

　千太郎とて、あの威い勢せいのいい澤さわ野の井い彩葉に、口で勝てる気がしなかった。

「でも。それで連勝しちゃうんだから、くーちゃんってよっぽど強いんだなあ。うん」

「いや……そんなたいしたことないよ。ウェイトも軽いし、打だ撃げき力りよくもないから、身軽さばっかり鍛きたえちゃって」

「え？　でも、忍にん者じやの血を引く、武術の使い手なんだよね？」

「？　そんな阿あ呆ほな」

　ぶるぶる、と激しく首を横に振ふって、阿雲は全力で否定した。そして恥はずかしそうに、顔を赤らめる。

「──伝統なんてなにもないよ。だって、うち……『無差別格かく闘とう流』だもの」

「無差別……なにー!!」

「こら、うるさいよ千くん？」

　白いご飯が盛られた茶ちや碗わんと共に帰ってきた万衣が、「めっ」と叱しかりつける。が、千太郎が唖あ然ぜんとするには理由があって。

「む、無差別格闘流って──それ！　高橋留○子先生の格闘マンガ、『ら○ま１／２』の流派じゃないかあっ!?」

「だから……恥ずかしいんだって」

　阿雲がいっそう赤くなった。え、え？　と千太郎は混乱するばかりだ。

「待ってよ？　確かあの澤野井さんって娘この道場も、『自由格闘』道場とかって！」

「『炎の転○生』のでしょ？　うん、知ってる」

　と、阿雲が頷く。

「うち、親どうしがすっごくマンガが好きなんだ。たぶんその影えい響きようだよ。一時期は『北○神拳』とかにするつもりだったらしいし。指一本では戦えないから、諦あきらめたようだけど」

「武○尊先生原作、原○夫先生作画の……あの世紀末格闘マンガ『北○の拳』の格闘技か！」

　げええ、とあまりのマンガ馬ば鹿かっぷりに、さすがの千太郎も狼狽うろたえた。

「って、じゃあ。伊い賀がの分派、とかいう話は？」

「は？　伊賀って……。あ、オレの旧きゆう姓せいは確かに、服部だよ」

「ハットリ！　そ、それだけえ？」

　──噂うわさ話ばなしの真しん偽ぎには気を付けよう。千太郎は強くそう思うのだった。

「けど、そうか。服部って、名字かわったの？　……あ」

「千くーん」

　立ち入ったことをつい訊いた千太郎を、またもや姉がふくれて叱った。

　しかし、いいんだ、と阿雲が仕草で軽くなだめる。

「いろいろあって。それで大阪に引っ越すことになったんだ。でも、たまたま父と懇こん意いの澤野井道場から声がかかって。それで」

「東京に出てきたのよね、阿雲ちゃん。道場に住み込んでもいいけど、遠えん慮りよして家賃の安い部屋を探してたのよ」

　空き部屋を貸した万衣が補足した。

「跡あとを継つぐって決まったわけじゃないから。そこは、仕送りでなんとか。それに──」

　と、続けた阿雲がふいに言葉を途と切ぎれさせた。ん？　と千太郎は不思議に思う。だが。

「ううん、なんでもない。まあいいや」

　阿雲は適当に誤ご魔ま化かした。ただしその瞬しゆん間かん、千太郎の眼鏡めがね越ごしの視界には、【なんでもない】との真っ赤な文字が見えていた。嘘うそだ。

（？　いったい、なにが？）

「けど阿雲ちゃん。ずっと大阪にいたのに、こっちに来てから関西弁出ないのねえ？」

　しかし姉の万衣が話題を変えた。熱くなってきた鉄鍋に、彼女はさっそく薄うす切ぎりの牛肉を敷しいていく。まずは肉だけ、だ。野菜と一いつ緒しよに甘あま辛からい割り下で、ぐつぐつ煮にていく関東風のそれではない。それをほら、と姉が示す。

「久保田家ではね、昔そっちのおうちから教えてもらった、関西風のやり方がいろいろ受うけ継がれてるのよ」

「あ。そういえば」

　はっ、とするのは千太郎だ。お好み焼きにご飯という組み合わせも、おそらく──。

　けれども。ちょっと寂さびしそうに、阿雲が笑った。

「だって……東京で、関西弁だと馬鹿にされることもあるから」

　──それは、彼女の本音なのだろう。『嘘』の文字は、千太郎には見られなかった。

「くーちゃん……」

「それでも時々、ふいに出るけどね。つい、阿呆か、とか」

「えー。私、阿雲ちゃんの関西弁、好きよ？」

　昔のことを思い出してか、姉が言う。そんな対応は初めてなのか。阿雲は少し、驚おどろいたような顔になった。それから、ちゃぶ台越ごしに千太郎のことを見つめてくる。

「……千ちゃんは、どう思う？　お、オレ……その。関西弁もそうだけど、男言葉とか」

「えっ。そうだなあ」

　いやあ、と千太郎は首を捻ひねった。

「素直になればいい、と思うよ」

「？　素直に？」

「うん。くーちゃんは、どうしたいと思ってんの？」

　ずばり、千太郎は訊いてみた。阿雲は答えに困ってしまう。どうやらわからないようだ。

　だから──。

「そういえば『じゃりン子○エ』で、主人公の○エちゃんが作文を書いたことあったよね」

「えっ？　千ちゃん、それが……？」

「その作文は、実は怠なまけ者ものの父親の○ツが、『一いつ生しよう懸けん命めい働いてます』って話で。でもそれ、嘘なんだよね。……だから、最後はこう締しめくくられてる。『これはウソです』──でも、『ウソだけどこうなりたいと思います』ってさ」

「あ……」

「それでいいんじゃない？　今は、うまくいかなくても。○エちゃんみたいに、こうなりたいって思っていれば」

　それは千太郎が、阿雲のために贈おくった言葉。そして同時に、『嘘』に振り回される、自分にも向けたものだった。

（ずっと嘘の修正ばかりで、まともにマンガが描かけてないけど。でも僕はいつか、きっと）

　プロのマンガ家になるんだ！　その熱意だけは、誰だれにも負けないと自負している。

　と、「やれやれ」と溜ため息いきを吐つくのは、焼けた肉に醤しよう油ゆと砂糖をかける万衣だ。

「こんなときにもマンガの話なんだから、千くんって！」

「へ？　だって僕の言葉なんかより、マンガの名台詞ぜりふの方が、何倍も説得力が──！」

「はいはい。さ、お肉焼けたわよ。食べよ食べよ！　お肉全部焼いてから野菜だからね？」

　用意していた生卵を差し出して、万衣が促うながす。まあいいか、と千太郎は自分の器に、生卵を割った。それは姉弟きようだいのやり取りを前に、くすりと阿雲が笑ったからだ。

　──それで、千太郎には十分だった。

　　　　




　翌日の、月曜の朝──。これまでのぐずついた天気はどこへやら。気持ちいいくらいすっきりと、空は真っ青に澄すみ渡わたる。

　ところが、朝食を終えてアパート安あ楽ら満ま荘そうの管理人室を出てきた千太郎は、学生鞄かばんを手にしたまま「ふわー」と大きなあくびをした。昨日の夜は久しぶりに、遅おそくまでマンガ作業に没ぼつ頭とうしたのだ。が、寝ね不ぶ足そくの理由は他にもあって。

「スキヤキ……アタシ、食べたことないのに。スキヤキいい～」

　昨夜、阿雲との夕食を終えて、離はなれの自室に帰ってくると。千太郎のジャージに染み付いたスキヤキの匂においに、「なに食べたの!?」とパスティスが食いついてきた。

　だから素直に、スキヤキだ、と教えたのだが。

「あの胃い袋ぶくろ天使め。朝起きてもずっと魯山人風スキヤキがどうの、とか言いやがってええ」

　どうもグルメマンガ『美味し○ぼ』の、スキヤキの話まで読んだらしい。呪じゆ詛そのように呟つぶやかれ、さすがに千太郎はまいった。眠ねむたくて仕方がない。

　もうひとつ、追加であくびが出そうになるが──。

「！　えっ、えええええええええええ!?」

　かけていた眼鏡めがねがずれそうなほど驚き、眠ねむ気けが吹ふっ飛とんだ。

　千太郎が、いざアパートから学校に行こう、としたときだった。ふいに鉄製の階段を踏ふむ足音がして、振り返かえる。アパートの二階から降りてくる人物がいたのだ。

　そうして、千太郎は我が目を疑うことになる。降りてきたのは２０２号室の住人、天あま野の阿雲だったのだが。

　──彼女は、確かに「彼女」だった。

　いや、今まで見たことがない恰好に変わっていたのだ。あの、千太郎が今着ているのと同じ、銀ぎん城じよう高校の男子生徒の制服ではない。ひらりとさわやかな風にそよぐのは、眩まぶしい赤のスカートで。

　阿雲は何と、セーラー服姿で現れたのだ。それも、どうやら千太郎が登校する時間に合わせて、出て来たらしい。

「あまりお世話になるのも悪いから」

　と、今日の朝食を千太郎たちと一緒に取ることはなかったが。それは、この準備のためでもあったのだろうか。あまりのことに千太郎は呆ぼう然ぜんと、やってきた彼女を見つめる。

　千太郎の前に立ち、やがて阿雲はおずおずと口を開いた。

「あの……お、オレ──ううん。う、ウチ。似合ってない、かな？」

「えっ？　い、いや。そんなことないよ」

　似合ってる。つま先から頭のてっぺんまで改めて見て、千太郎は本心からそう思った。

　照れるのは阿雲である。スカートを軽く押さえ、もじもじした。

「でも、この。スカートって、けっこうすーすーするんだな……知らなかった」

「ず、ずっと着たことなかったの？」

「うん。中学のときも、男子の恰好だったから。さすがに着き替がえは女子と一緒だったけど」

「な、なるほど……そうなんだ。って、よく女子の制服、持ってたね？」

「──これ、一応うちの親父おやじが用意してたんだ。こっちに来るときに、『男として生きるか女に戻もどるか任せる』って。それで……」

「！　そうなのか……じゃあ、お父さんには？」

「昨夜、あれから電話して。女に戻ること、ちゃんと伝えたよ」

　はにかむような表情で、阿雲が告げた。その際、おそらく文句は言われなかったのだろう。あらかじめ女子の制服も揃そろえていた阿雲の父は、全てを見み越こしていたのかもしれない。

（そうか。その大事な選択を──もしかして僕の嘘が邪魔したから？）

「もちろん、修行は変わらず続けるつもりだけど」

「あ。そうなんだ」

「うん。だって鍛きたえるのは好きだから。でも……」

　ふいに阿雲は言葉を切った。わずかに見せるのは陰かげり、か。

「……。彩葉にはきちんと話さないといけない。本当は、女だったってこと」

　それは阿雲にとっての試練だった。いや、その第一歩に過ぎないことだ。到とう底てい逃にげられることではない。そのことを千太郎も察した。

　──と、ちょうどそのとき。

「あ、阿雲!?　え……えええええええっ!!」

　素すっ頓とん狂きような声がした。千太郎も阿雲も、はっと振ふり向むく。

　アパート前の道どう路ろ脇わきに、一台の車が止まっていた。見覚えのある、黒くろ塗ぬりの高そうなやつだ。そこから降りてきて、千太郎たちを見かけて絶句していたのは、見覚えのある巻まき髪がみの少女──銀城高校の制服を着た、澤野井彩葉だ。どうやら阿雲を迎むかえに来たらしい。

　ところが今、こうして。阿雲は「女」になっているわけで──。

「な……なんの冗じよう談だんですの？　阿雲。はっ。もしかして」

　気を取り直して、じろっと彩葉が睨にらむのは、なんと側にいる千太郎である。

「あなた、昨日のマンガ部の！　そうですの、わかりましたわ！　ちょっと偶ぐう然ぜん勝ったからって、わたしの阿雲に罰ばつとして、女装をさせたのですわね？　……確かに阿雲ったら、きれいな顔立ちしてますから。そんな恰好も似合いますけど。じ、じゃなくって！」

「いや。いやいやいや、僕は!?」

「違ちがう、そうじゃない彩葉──オレ、ううん……ウチは」

　ちょっとこっちに、と阿雲が彩葉の手を取った。千太郎から少し離れ、アパートの階段脇で話をする。

　阿雲は全てを打ち明けたらしい。確認のため、なんと彩葉にスカートの中まで触さわらせた。こっそり様子を窺うかがっていた千太郎は、慌あわてて目を逸そらすはめになる。「ほ、ほんとですの？」と全てを理解した彩葉の呻うめきに、ようやく千太郎は視線を戻した。

　そこには、顔をうつむかせた彩葉がいた。

「ごめん。少なくともウチは……こんなだから。最初から、澤野井の道場を継つげるかどうかはわからないんだ。彩葉が許してくれるなら、顔は出すつもりだけど」

「…………」

「駄だ目め、かな？　ウチみたいな阿あ呆ほは、やっぱり──」

「なんで……どうして」

「……ごめん」

　彩葉の小さな呟きに、阿雲が心底申し訳ない顔をする。ところが次の瞬間だった。

「──どうして、もっと早く言ってくれなかったんですのっ！　だったら自由格かく闘とうクラブなんて、どうでもよかったですのにい！」

　ばっ！　と勢いよく顔を上げた彩葉は、なぜかきらきらとした瞳ひとみで阿雲を見ていた。え？　と、たじろぐのは阿雲の方だ。

「彩葉？」

「わたくしはね、阿雲の強いところに惹ひかれたんですの！　最初に道場にやってきて、門下生をばったばったと倒たおしてみせて。それがかっこよかったから、惚ほれたのですわ。そ、それは……異性でないとわたくしたち、結けつ婚こんできませんから、残念ですけど。でも同性であっても、阿雲が素敵なことに変わりありませんの！」

　ええ！　と彩葉は断言する。そればかりか、「そうだ！」と強く手のひらを打った。

「こうはしてられませんわ！　でしたら、ファンクラブをつくりましょう！　わたくしがその第一号ですわ！　ね、ね？」

「えっ。ふ、ファンクラブって!?　……って彩葉。ウチのこと、怒おこってない？」

「怒るもなにも！　惚れた弱みですわ、もう！」

　むふー、と鼻息も荒あらく、彩葉が阿雲の手を握にぎった。が、すぐにあたふたと車へ戻って行こうとする。「一度うちに帰りますわ！」と、待っていた運転手の男に、そう命じた。

「い、彩葉？」

「お迎えに来ましたけれど、阿雲。一人で学校に行っておいてくださいね！　わたくしちょっと、いろいろ準備がありますの。だって……もーっとかわいくして差し上げますわ、このわたくしが！　うふ、うふふふふ！」

　そう阿雲に言い残すと車に乗り込み、彩葉はさっさと行ってしまった。

　まるで嵐あらしのような去り際だ。千太郎と阿雲は、ちょっと顔を見合わせて。

「まったく、彩葉って」

　阿雲が軽く苦笑した。それは小さいながらも朗らかで、後ろめたさから解放された、今日の空のような晴れやかさがあった。

　だから、千太郎も微笑ほほえみを返す。

「よかったね、くーちゃん。……ファンクラブってのは、またすごいことになったけど」

「それは、ほんとに。でも」

　彩葉がほっとしたような表情を浮うかべた。

「せっかくできた友達をなくさなくて、よかった」

「！　……くーちゃん」

「これも千ちゃんが、素直になれって言ってくれたおかげだよ」

　ありがとう。その言葉は恥はずかしかったのか、阿雲の唇くちびるで溶とけて消える。

　だが、千太郎にはしっかり届いていた。だから。

「よかったね、くーちゃん」

　再会は突とつ然ぜんで、思いもしない形だったけれど。千太郎は本当に心からそう思った。



　──そんなわけで千太郎と阿雲は二人で、通学路を歩いていく。

　その道中。女の恰好で、これから学校に行くのがやはり気になるのか──阿雲がふいに胸を押さえ、深呼吸した。

「？　どうしたの、くーちゃん。やっぱり、不安？」

「ううん、それは大だい丈じよう夫ぶ。けどウチ、ちょっと……胸が」

「へ？」

　言われて初めて、千太郎は気付くことがあった。そういえば女の恰好をしていたため、違い和わ感かんがなかったが。昨日までは確かに平らだった阿雲の胸が、今はふっくらとしている。それもきっと、かなり大きな部類に入るだろう。慌てて千太郎は視線を外した。

「な、なに？　今までその胸、どうしてたの？」

「サラシを巻いてたんだけど。こう、肉を脇に押しやると、うまく胸板みたいになるんだ」

　けど、と落ち着かない様子で、歩きながら阿雲はもぞもぞする。

「やっぱりゆるめただけじゃ駄目なのかな？　でもウチ、ぶ、ブラジャー持ってないから」

「！　え、ええええええ？」

「やはりつけた方がいいかな？　千ちゃん」

「いや……まあ、そりゃ。そうだと思うけど！」

　唐とう突とつにとんでもない話を振られて、千太郎は顔面が熱くなった。どう返答していいのかわからなくなる。しかし阿雲ときたら──こともあろうに、さらになぜか上うわ目め遣づかいで。

「あのね千ちゃん。だったら今度、買いに行くのついてきて欲しいんだけど……あかん？」

「なっ、な、な、な──」

　遠えん慮りよがちに阿雲が、千太郎の制服の袖そでを掴つかんだ。おねだりするように軽く引っ張る。

　千太郎はくらくらした。

「くーちゃん!?　そういうのは、ほら！　それこそさっきの、澤野井さんとかに頼たのめば！」

「ウチ、千ちゃんがいいし」

「はあ？　な、なんでえ？」

「えっ。だって……ウチ、千ちゃんとは──」

　彼女が何かを言おうとしたときだった。千太郎は通学路の、いつもの「ポイント」を通過する。建物と建物が接した隙すき間まに、電信柱がくっついた場所だ。

　そこからふいに現れるのは、もちろん直前まで姿を消していた、金きん髪ぱつの天使少女である。

「やっほー、センタロー！　ふっふーん！」

　彼女はなぜか、やたらと陽気に声をかけてくる。千太郎が思わずぎょっ、となるほどだ。第一、さっきまでは離はなれでぐちぐち、「スキヤキ」の件で不ふ機き嫌げんだったはずなのに。

「な、なに？　パスティス？　……ってなんか、妙みようにテンション高くないか？」

「そう。んー、だってねえ」

　と、彼女は側に阿雲がいるのを気にしてか、するりと千太郎に手を伸のばした。いきなり頭を抱だき寄よせて、耳打ちする。

「必要経費で落ちたのよう。気象操作で消費した、アタシの天使ポイントが！　ははんっ」

「あ。そうか、それで」

　なるほど、と千太郎は納得する。もっともパスティスの体温や仄ほのかないい香かおりを感じて、すぐに身を離したけれど。

　ただ、それを横で見ていた阿雲の顔は、ものすごく険しいものに豹ひよう変へんしていた。ええ？　と千太郎もパスティスも、びくっとする。

「ど、どうしたのくーちゃん？」

「……千ちゃん！　どういうことなんだよ！」

「へ？」

「だって、だって！　ウチと、『結婚する』って約束してたのに!!　この浮うわ気き者おおっ！」

「は……はいー!?　げふウッ!!」

　ずごん！　とものすごい音がした。それははたと立ち止まった千太郎の腹を掠かすめて、打ち込まれた阿雲の拳こぶしが出した音だ。

　拳が当たったのは、通学路の歩道と車道とをわける、スチール製の柵さくである。それが阿雲の一いち撃げきで、めこりと歪ゆがんでしまっていた。何しろ掠めただけで衝しよう撃げき波はが、千太郎の胃い袋ぶくろを揺ゆさぶったくらいだ。ひいー！　と千太郎の血液が逆流する。

「げほげほ！　って、ちょっと待って!?　今なんて？　け、け、け──？」

「結婚だよ、結婚！　だから……ウチ。上京できると決まったときから、どうせ住むのなら千ちゃんのアパートしかないって」

　ごにょごにょ。と拳を引っ込めながら恥ずかしそうに、阿雲が語る。

「約束したよ、間ま違ちがいなく。ほら、『ビ○コ』か『センベ』かって、口くち喧げん嘩かしたときに。もし『センベ』で合ってたら、ウチのことお嫁よめさんにしてくれる、って……」

　それで、『センベ』は間違ってなかったんだから。と、ぼそぼそ阿雲は付け足した。

「ウチみたいなオトコオンナ、もらってくれるのはもう千ちゃんくらいしかいないし」

「いや、あの。その!?」

「……。もしかして、覚えてないの？　千ちゃん」

「あ。──ご、ごめん」

　そんな子供の頃ころのことなんて、忘れてた。嘘うそがつけない性格の千太郎は、ただただ平謝りするしかない。もちろん、耳まで真っ赤にして怒るのは阿雲で──。と、今度はぎゅうっ、と思い切り千太郎の腕うでをつねった。服の上からでも容よう赦しやなく、肉を掴んで捻ひねり上げる。

「千ちゃんの、阿呆ー!!」

「ぎゃー!!」

　痛い。痛すぎた。千太郎はしばしその場で、腕を押さえて悶もん絶ぜつする。

　その間に阿雲はすたすたと、学校に向かって立ち去った。

　──咄とつ嗟さに千太郎から飛び退いていたパスティスが、「ねえ」と涙なみだ目めの千太郎をつっつく。

「大丈夫、センタロー？　でも、約束破ったキミが悪いのよ」

「あああ、そんなこと言われても！　子供の頃の約束なんか、ぜんっぜん覚えてないし！」



    

  
    
      　そもそも『センベ』は間違いではなかったけど、千太郎の主張した『ビ○コ』も正しいのだから、無効なんじゃないか？　とは思うものの、わざわざ追いかけて阿雲に告げる気力はなかった。

　だが、何より一番やっかいなのは──。

「今回のことといい。まったく、忘れっぽいんだからあー」

　パスティスが呆あきれて言う。そうなのだ。どうやら、千太郎が忘れていた、ということが正しいらしい。なぜなら先程の阿雲の言葉には、『嘘』の文字がひとつも見られなかったのだから。千太郎は通学路の脇わきで、頭を抱かかえる。

「もしかして、これか!?　これが……運命を変えてた本当の理由ってヤツで──ちょっと待て、ほんとに僕が？　これ、マンガでよくある『許嫁いいなずけ』ってパターン？　嘘お!?」

　嘘じゃない。そのことは誰だれよりもわかる、千太郎だった。だから。

「ど、どうなるんだあああっ？　助けて、神様あ！」

「ちょっと！　気安く呼ばないの！」

　ごつん。と終しまいにはパスティスに、拳で後ろから小こ突づかれた。



    

  
    
      
　あとがき






　全てのマンガにリスペクトを!!



　……やっぱりこの言葉から始めないとな、と思うひびきです。こんにちは！

　さて、二巻のお話ですが。いかがだったでしょうか？　一巻ラストで再結成されたマンガ部を中心にした、ストーリー展開にしてみましたよ。

　まあ、前回はあくまで顔見せ的な感じでしたから。今回のようなパターンが、『嘘うそ天てん』の本ほん領りよう発はつ揮きなのかしら、と思いながら書かせていただきました！

　それにしても……話の流れに合ったマンガを探してくるのが、大変で大変で！（苦笑）

　中身を読まれた方はもうおわかりでしょうが、今回、一巻よりも多くのマンガを登場させています。かなり、がんばってみました！

　その半面──構こう想そう段階では出すつもりでリストアップしていた作品のいくつかが、うまく話の流れにのせられなくて、断だん念ねんしたりも。しかし、マンガを「ああ、そうだったの？」と謎解き的に使うのって、まあ無茶な話ですよね（汗）。

　この二巻では、「そういえば香か澄すみってアニメ好きなんだよね。千せん太た郎ろうくんは、アニメとかまったく見ないタイプだけど」と思ったところから、ラストに繋つながるギミックを思いつきました。……また、知らない人はまったく置いてけぼりすぎるネタなんですけれど。そこはもう、こういうお話ですから！　しょうがない！（開き直り）

　書き手である私としても、さて「どマイナー」な方向に突き進んでいけばいいのか。それとも、「名作」と呼ばれる作品ばかりをピックアップしていけばいいのか、悩みどころではあるのですが。

　そんなとき千太郎くんが、「あれは違うな。うん、これならアリだ」と勝手に私の頭の中で囁ささやくので、まあそれに任せてしまっています。あははー。

　それとは別に、最も気を遣つかうのは、「攻こう略りやくキャラ」の描写でしょうか。

　一巻だと、翔しよう子こですね。なにしろ最初に登場するときは、千太郎くんの『嘘』のせいで、どうしても素そっ気けないキャラになりがちです。そこから全てが解決したときに──はたして、どれだけ隠かくれていた魅力を出すことができるのか。その部分に、最も神経を使うわけです。

　今回の攻略キャラである阿あ雲くもは、いかがだったでしょうか？　また皆さんの気に入っていただける子になっていると良いのですがー。



　さて。まだ枚数があるようなので、いくつかたいしたことない近況を？



●腕時計

　ふいに思い立って、腕時計を購入してしまいました。

　いえ、実は私、ずっと持っていなかったのですよ。携帯電話に、カシオさんのものを使っていて。今まではそれで代だい用ようしていた感じです。

　ところが偶ぐう然ぜん、『ＲＥＬＡＸ』というブランドの存在を知りまして、ですね。

　これ、あの『ＲＯＬＥＸ』のパロディアイテムみたいですね。文字盤のクオリティは無駄に高くて……それでいて、ベルト部分がアクリルのクリア素材でできている、「トイウォッチ」という代物だったり。そのアンバランスさが面白くて、つい買っちゃいました！

　カタツムリのロゴマークがかわいいですよ？　でもパロディにこだわる人は、リニューアル前の、まんま『ＲＯＬＥＸ』なロゴの方がよかったみたいです。あらら。



●アーシー

　現在放送中のアニメ、『トランスフォーマーアニメイテッド』に登場する、女性型ロボットの「アーシー」が買えません！

　なんでどこも売り切れなの～。一巻を書いていた最中に、ちょうど発売だったんですけれど。あまりにも修しゆ羅ら場ばで、外出できなかったんですよう（泣）。見事に買い逃のがしました。

　海かい外がい版ばんより、塗と装そうが劇中そっくりになっていて、そのためどうも大人気のようです。

　予約しておかなかった私が悪いんですけど……けど！　再版は秋頃かしら……。



●水面下で

　実は他社さんの方でも、新作の仕込みをしています。早ければ秋頃にお知らせできれば、という感じなのですけれども。うっ、頓挫したらすみません（汗）。が、がんばります！

　そういった情報はまたブログにでも書こうと思いますので、そちらもよろしくです。



　といったところで、枚数も無事消化できたでしょうか。

　それではまた、お会いしましょう。では～！



２０１０年７月　ひびき遊



    

  
    
      嘘うその上うえで天てん使しは何なん冊さつ

マンガを読よめるか？２



ひびき遊ゆう
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